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中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
権
と
公
証
人
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正　
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論
　
　
　
説

は
じ
め
に

　
「
あ
る
事
柄
が
法
的
に
確
か
で
あ
る（
確
か
ら
し
い
）」と
い
う
状
態
を
得
る
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
が
あ
り
う
る
。「
裁
判
で
争
っ
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て
白
黒
を
つ
け
る
」
の
は
一
つ
の
ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
が
、
い
わ
ゆ
る
非
訟
事
件
の
手
続
や
、
正
規
の
裁
判
外
で
の
（
例
え
ば
仲
裁
な
ど
に
よ

る
）
解
決
や
合
意
な
ど
、
多
様
な
方
法
が
試
み
ら
れ
う
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
公
証
人
に
よ
る
文
書
作
成
と
い
う
ル
ー
ト
が
考
え

ら
れ
う
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
で
も
、
公
証
人
の
存
在
と
活
動
が
次
第
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
世
後

期
ド
イ
ツ
の
公
証
人
の
意
義
に
つ
い
て
、
国
王
裁
判
権
と
の
関
係
と
い
う
視
角
か
ら
、
史
料
を
集
め
考
察
を
試
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
稿

の
意
図
で
あ
る
。
こ
の
種
の
試
み
は
、
国
王
裁
判
権
研
究
の
側
か
ら
も
、
公
証
人
研
究
の
側
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

意
味
で
本
稿
は
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
権
と
公
証
人
の
一
側
面
に
新
し
く
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

具
体
的
に
本
稿
の
方
法
は
、一
九
八
〇
年
代
以
来
刊
行
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
国
王
・
宮
廷
裁
判
所
の
活
動
に
関
す
る
証
書
要（

１
）録

」
か
ら
、

公
証
人
と
公
証
人
文
書
が
現
れ
る
史
料
を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
証
書
集
は
、
国
王
裁
判
権
の
活
動
に
直
接
関
係
す
る
史
料
だ
け
を

収
録
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
紛
争
の
全
過
程
を
視
野
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
更
に
他
の
史
料
集
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
の
証
書
集
の
検
討
を
通
じ
て
我
々
は
、
国
王
裁
判
権
と
直
接
か
か
わ
る
場
面
に
お
け
る
公
証
人
の
登
場
と

活
動
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
証
書
集
に
は
、
国
王
裁
判
権
の
活
動
で
も
、「
ド
イ
ツ
」
外
に
お
い
て
、

両
当
事
者
と
も
「
ド
イ
ツ
」
外
の
勢
力
で
あ
る
よ
う
な
事
件
を
扱
っ
て
い
る
場
合
は
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
イ

タ
リ
ア
、
ブ
ル
グ
ン
ト
王
国
の
大
部
分
、
ボ
ヘ
ミ
ア
王
冠
の
諸
領
邦
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
諸
領
邦
は
基
本
的
に
「
ド
イ
ツ
」
外
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
イ
タ
リ
ア
関
係
で
、
皇
帝
・
国
王
の
裁
判
活
動
と
の
関
係
で
公
証
人
が
出
て
く
る
事
例
が
数
多
く
証
書
集

か
ら
も
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
行
わ
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
王
権
が
上
述
の
よ
う

な
地
理
的
・
人
的
な
意
味
で
の
「
ド
イ
ツ
」
に
お
い
て
活
動
す
る
際
に
、
公
証
人
と
公
証
人
文
書
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
現
れ
て
く
る
か
を

調
査
し
、
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
ま
ず
前
提
と
し
て
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
存
在
と
活
動
全
般
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
文
献
に
も
と
づ
い
て
概
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観
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

一
．
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人

　

ア
ル
プ
ス
以
北
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
で
公
証
人
が
出
現
す
る
の
は
、
一
三
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ（

２
）る

。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
既
に
遅
く
と
も

一
一
世
紀
か
ら
公
証
人
が
活
動
し
て
い（

３
）た

。
公
証
人
の
存
在
と
公
証
人
に
よ
る
文
書
作
成
は
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
更
に
南
フ
ラ
ン
ス
な
ど
各

地
に
広
が
り
、
か
な
り
遅
れ
て
ド
イ
ツ
に
も
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
一
二
七
二
年
に
も
ま
だ
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ム
レ

K
onrad von M

ure

は
そ
の
著
作
『Sum

m
a de arte prosandi

』
で
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
と
違
っ
て
ド
イ
ツ
は
公
証
人
が
い
な
い
地
方

に
属
す
る
と
書
い
て
い
る（

４
）し

、
一
三
〇
〇
年
ご
ろ
に
も
『
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
書
式
集Baum

gartenberger Form
elbuch

』
は
、

イ
タ
リ
ア
と
違
っ
て
ド
イ
ツ
に
は
公
証
人
が
存
し
な
い
と
し
て
い（

５
）る

。
し
か
し
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
で
も
、
最
初
の
公
証

人
の
存
在
証
拠
が
一
三
世
紀
後
半
か
ら
現
れ
る
。
各
地
に
お
け
る
公
証
人
の
初
出
は
、リ
ェ
ー
ジ
ュ
と
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
が
一
二
七
七
年
、

ケ
ル
ン
が
一
二
七
九
年
以
前
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
が
一
二
八
三
年
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
地
方
で
は
一
二
八
二
年
、
マ
イ
ン
ツ
が
一
二
九
二
年
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
一
三
〇
〇
年
、
な
ど
で
あ（

６
）る

。
こ
の
よ
う
に
、
最
も
初
期
の
例
は
、
イ
タ
リ
ア
に
近
い
ド
イ
ツ
南
部
で
は
な
く
、
主
に

ド
イ
ツ
西
部
で
見
ら
れ（

７
）る

。
し
か
し
、
上
に
あ
げ
た
最
初
期
の
事
例
の
う
ち
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
、
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
、

マ
イ
ン
ツ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
教
皇
特
使
や
教
皇
庁
の
徴
税
人
に
従
っ
て
き
た
公
証
人
が
文
書
を
作
成
し
て
い（

８
）る

。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ

て
、
初
期
の
公
証
人
は
、
自
身
し
ば
し
ば
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ラ
イ
ン
以
東
の
ド
イ
ツ
各
地
に
公
証
人

が
現
れ
る
の
は
、
お
お
む
ね
一
四
世
紀
前
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ（

９
）た

。

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
公
証
人
は
、
ま
ず
教
会
お
よ
び
教
会
裁
判
所
と
の
関
係
で
活
動
を
展
開
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

（
（1
（

る
。
こ
の
点
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は
、
イ
タ
リ
ア
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
教
会
は
、
教
会
関
係
の
法
的
行
為
の
証
書
、
特
に
教

会
裁
判
権
に
関
係
す
る
文
書
を
公
証
人
に
作
ら
せ
た
。
既
に
一
一
六
三
年
の
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
教
皇
令
が
、「
公
の
手m

anus 

publica
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
書
か
、
真
正
の
印
章
を
付
さ
れ
た
文
書
だ
け
が
、
教
会
裁
判
所
で
証
明
力
を
認
め
ら
れ
る
と
定
め
て

い
（
（1
（

る
。
一
二
一
五
年
の
第
四
ラ
テ
ラ
ン
教
会
会
議
は
、
そ
の
決
議
三
八
条
で
訴
訟
記
録
は
で
き
る
だ
け
「
公
人persona publica

」
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る

（
（1
（

が
、公
証
人
は
典
型
的
な
公
人
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
公
証
人
自
身
も
、ド
イ
ツ
で
は
、

普
通
は
聖
職

（
（1
（

者
（
た
だ
し
上
級
叙
品
を
受
け
て
い
な
い
、
結
婚
も
可
能
な
聖
職

（
（1
（

者
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
公
証
人
の
世
俗
分
野
へ

の
進
出
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
か
な
り
遅
れ
て
か
ら
、
と
り
わ
け
一
五
世
紀
の
間
に
徐
々
に
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
五

世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
『
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
改
革Reform

atio Sigism
undi

』
は
、
す
べ
て
の
帝
国
都
市
は
公
証
人
を
都
市
の
書
記
と
し

て
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

（
（1
（

る
。
実
際
、
都
市
の
書
記
は
し
ば
し
ば
公
証
人
と
し
て
も
活
動
し
て
い

（
（1
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
教
会
裁
判
所
と
の
関
係
で
、
一
三
世
紀
後
半
以
降
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
で
も
公
証
人
が
出
現

し
て
、
各
種
の
契
約
、
遺
言
、
非
訟
事
件
、
訴
訟
手
続
な
ど
に
つ
い

（
（1
（

て
、
文
書
作
成
を
行
っ
て
い
た

（
（1
（

が
、
そ
の
存
在
は
イ
タ
リ
ア
の
公
証
人

と
比
肩
し
う
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
世
後
期
の
間
は
、
イ
タ
リ
ア
都
市
で
普
通
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
都
市
ご
と
の
公
証

人
団
体
も
存
在
し
な
か
っ

（
（1
（

た
。
そ
う
し
た
団
体
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
欠
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
証
人

が
用
い
る
独
特
の
書
き
判N

otarsignet, N
otarszeichen

が
、
公
証
人
文
書
の
真
正
性
を
担
保
す
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
近
世

に
か
け
て
発
達
を
遂
げ
て
い
っ

（
（2
（

た
。

　

国
王
宮
廷
で
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
中
に
宮
廷
に
公
証
人
が
抱
え
ら
れ
て
い
た
（
い
わ
ゆ
るK

am
m

ernotar

（
（2
（e

）。
彼

ら
に
は
、と
り
わ
け
教
皇
庁
と
の
交
渉
に
関
す
る
文
書
作
成
が
ゆ
だ
ね
ら
れ

（
（2
（

た
。
教
皇
庁
関
係
の
文
書
を
公
証
人
に
作
ら
せ
る
と
い
う
点
は
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
か
ら
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
ま
で
の
支
配
者
も
同
様
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
、
一
三
二
三
年
の
い
わ
ゆ
る
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ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
上

（
（2
（

訴
や
一
三
三
八
年
九
月
に
コ
ブ
レ
ン
ツ
で
発
し
た
諸
立

（
（2
（

法
を
公
証
人
証
書
化
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
選
挙
侯
た
ち
も
、

一
三
三
八
年
七
月
の
レ
ン
ス
法
判
告
を
公
証
人
証
書
と
し
て
作
成
さ
せ
て
い

（
（2
（

る
。
そ
の
後
一
五
世
紀
に
な
る
と
、ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
も
と
で
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
裁
判
文
書
を
、
書
記
局
で
作
成
さ
せ
た
後
、
公
証
人
に
認
証
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
現
れ

（
（2
（

る
。

　

公
証
人
の
任
命
は
、
本
来
、
皇
帝
自
身
の
権
限
で
あ
っ
た

（
（2
（

が
、
し
か
し
イ
タ
リ
ア
で
は
、
早
く
か
ら
宮
廷
宮
中
伯H

ofpfalzgraf

に
よ
っ

て
代
行
さ
れ
て
い

（
（2
（

た
。
更
に
一
一
世
紀
半
ば
以
降
は
、
教
皇
も
公
証
人
任
命
権
を
主
張
し
実
行
し
て
い
っ

（
（2
（

た
。
ド
イ
ツ
で
も
皇
帝
カ
ー
ル
四

世
の
も
と
で
、一
四
世
紀
半
ば
以
降
、公
証
人
任
命
権
を
持
つ
宮
廷
宮
中
伯
の
職
が
確
立
し

（
（3
（

た
。
カ
ー
ル
四
世
は
、一
三
五
五
年
四
月
に
は
、

イ
タ
リ
ア
遠
征
中
に
ロ
ー
マ
で
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
ゲ
ア
ハ
ル
ト
に
ラ
テ
ラ
ン
の
宮
中
伯
（com

es sacri Lateranensis palatii

）
と

し
て
公
証
人
を
選
定
す
る
権
限
を
与
え

（
（3
（

た
。
宮
廷
宮
中
伯
へ
の
任
命
の
書
式
も
作
成
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。
こ
う
し
た
皇
帝
に
よ
る
宮
廷
宮
中
伯
の

任
命
は
、
そ
の
後
の
支
配
者
に
よ
っ
て
も
継
承
さ
れ

（
（3
（

た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
公
証
人
任
命
権
は
、
別
に
諸
侯
、
都
市
、
大
学
な
ど
に
授
与

さ
れ
て
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

（
（3
（

た
。
最
も
早
期
の
例
と
し
て
は
、
一
三
二
七
年
三
月
に
ロ
ー
マ
遠
征
途
上
の
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
、
ト
リ
エ
ン
ト
で
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
ベ
ル
ト
ル
ト
に
授
与
し
た
特
権
が
あ
る
。
ベ
ル
ト
ル
ト
に
は
生
涯
で
一
〇
人
の
公

証
人
を
選
定
し
任
命
す
る
権
利
が
付
与
さ
れ

（
（3
（

た
。
一
三
五
三
年
一
二
月
に
カ
ー
ル
四
世
が
マ
イ
ン
ツ
で
発
行
し
た
証
書
で
は
、
ケ
ル
ン
大
司

教
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
求
め
に
応
じ
て
、
一
〇
〇
人
の
公
証
人
を
任
命
す
る
権
利
が
彼
に
与
え
ら
れ
て
い

（
（3
（

る
。
ま
た
カ
ー
ル
四
世
は
一
三
五
八

年
五
月
に
プ
ラ
ハ
で
、
プ
ラ
ハ
大
司
教
エ
ル
ン
ス
ト
に
帝
国
内
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
そ
の
他
の
場
所
で
公
証
人
を
選
定
・
任
命
す
る
権
利
を
授
与

し
て
い

（
（3
（

る
。
こ
う
し
た
任
命
権
授
与
も
関
係
し
て
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
見
ら
れ
た
公
証
人
の
中
で
は
、
皇
帝
の
権
威
に
よ
る
公
証
人
が
、

教
皇
の
権
威
に
よ
る
そ
れ
よ
り
も
多
数
で
あ
っ

（
（3
（

た
。
し
か
し
、
任
命
権
が
分
散
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
行
使
の
仕
方
も
恣
意
的
に
な
っ
て
い

き
（
こ
れ
は
任
命
権
者
の
収
入
と
も
関
係
す
る
）、
そ
の
た
め
公
証
人
の
質
の
低
下
を
招
く
危
険
が
増
大
し

（
（3
（

た
。

　

公
証
人
の
質
の
管
理
は
、
既
に
イ
タ
リ
ア
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
確
か
に
中
世
大
学
で
は
、
自
由
学
芸
学
部
で
公
証
術ars notaria
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が
教
え
ら
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
公
証
人
と
な
る
に
は
、
大
学
で
の
法
学
学
習
や
学
位
取
得
は
一
般
に
要
求
さ
れ
て
い
な
か
っ

（
（4
（

た
。
ド
イ
ツ

で
も
既
に
一
四
世
紀
か
ら
、
公
証
人
の
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
措
置
や
規
則
が
散
発
的
に
出
現
し
て
い
た

（
（4
（

が
、
し
か
し
本
格
的
な

ル
ー
ル
設
定
は
、
一
五
一
二
年
の
帝
国
公
証
人
条
令Reichsnotariatsordnung

に
よ
り
初
め
て
行
わ
れ

（
（4
（

た
。
こ
れ
は
刑
事
法
分
野
の
カ
ー

ル
五
世
刑
事
裁
判
令
（
カ
ロ
リ
ナ
）
等
と
同
様
の
枠
組
み
立
法
で
、
領
邦
に
お
け
る
効
力
と
意
義
に
つ
い
て
は
個
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
も
の

（
（4
（

の
、
ド
イ
ツ
の
公
証
人
の
歴
史
上
、
画
期
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
状
態
の
確
認
を
経
た
う
え
で
、
以
下
で
は
前
記
証
書
集
か
ら
抽
出
さ
れ
た
、
関
係

史
料
の
考
察
に
入
る
。
そ
の
際
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ー
ル
四
世
の
治
世
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
カ
ー
ル
四
世
以
前
、
カ
ー
ル
四
世
期
、
カ
ー
ル
四
世
以
後
に
時
代
を
分
け
て
検
討
を
行
う
。
ま
た
前
記
証
書

集
は
、
現
在
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
治
世
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
彼
の
治
世
全
体
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
の
調

査
は
基
本
的
に
一
四
〇
〇
年
の
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
廃
位
を
も
っ
て
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
．
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
半
ば
ま
で
（
一
二
七
三－

一
三
四
七
年
）

　

上
記
証
書
集
に
は
、
前
述
の
編
集
方
針
か
ら
し
て
、
ド
イ
ツ
内
の
当
事
者
が
か
か
わ
る
場
合
に
は
イ
タ
リ
ア
関
係
の
史
料
も
採
録
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
種
の
史
料
の
中
に
時
お
り
公
証
人
文
書
が
現
れ
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
公
証
人
の
数
の
多
さ
と
活
発
な
仕
事
ぶ
り
を

考
え
れ
ば
、
不
思
議
で
は
な
い
。

　

一
二
九
六
年
一
一
月
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
発
行
さ
れ
た
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
の
証

（
（4
（

書
に
よ
れ
ば
、
ケ
ル
ン
テ
ン
公
・
テ
ィ
ロ
ー
ル
伯
マ
イ

ン
ハ
ル
ト
に
よ
っ
て
ト
リ
エ
ン
ト
司
教
教
会
へ
の
圧
迫
と
教
会
の
諸
権
利
の
侵
害
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
国
王
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
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司
教
た
ち
が
（
強
い
ら
れ
て
）
行
っ
た
司
教
教
会
に
不
利
な
授
封
・
処
分
な
ど
を
、
時
効
を
度
外
視
し
て
、
無
効
と
宣
言
し
た
。
こ
の
証
書

か
ら
は
、
一
三
三
九
年
に
五
人
の
公
証
人
に
よ
っ
て
確
認
証
書V

idim
us

が
作
ら
れ
、
更
に
そ
こ
か
ら
一
三
四
四
年
に
四
人
の
公
証
人
に

よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
写
し
が
作
ら
れ
て
い
る
。
ト
リ
エ
ン
ト
司
教
教
会
が
権
利
確
保
の
た
め
に
公
証
人
に
証
書
を
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
特
に
ト
リ
エ
ン
ト
司
教
が
い
っ
た
ん
行
っ
た
処
分
を
無
効
に
す
る
と
い
う
内
容
が
、
公
証
人
に
よ
り
証
書
が
作
成
さ
れ
る
要
因

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
そ
う
し
た
事
情
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
文
書
作
成
に
関
し
て
も
、
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
二
九
九
年
三
月
に
北
イ
タ
リ
ア
の
マ
ン
ト
ヴ
ァ
で
作
成
さ
れ
た
公
証
人
証
書
に
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
司
教
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
前
出
の
ケ
ル
ン

テ
ン
公
マ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
子
ら
で
あ
る
ケ
ル
ン
テ
ン
公
オ
ッ
ト
ー
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
兄
弟
と
の
和
解
に
関
す
る
手
続
が

記
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
が
司
教
に
出
頭
を
促
し
、
公
た
ち
は
、
国
王
が
ま
ず
司
教
に
支
払
う
よ
う

求
め
た
三
〇
〇
マ
ル
ク
を
実
際
に
司
教
に
支
払
っ
た
。
し
か
し
こ
の
金
額
は
、
司
教
が
出
頭
し
な
け
れ
ば
公
た
ち
に
返
還
さ
れ
る
も
の
と

さ
れ
た
。
証
書
は
、
多
く
の
マ
ン
ト
ヴ
ァ
市
民
が
立
ち
会
う
中
、
公
証
人
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
デ
ル
ベ
リ
ウ
スA

dalbert von 

A
delberius

に
よ
っ
て
印
章
を
付
さ
れ
、
公
証
人
ボ
マ
サ
リ
ウ
スBom

m
asarius

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
公
証
人
証
書
を
作
ら
せ
た
の

は
ケ
ル
ン
テ
ン
公
た
ち
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
が
司
教
に
支
払
っ
た
金
額
が
司
教
の
態
度
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
返
還
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
三
二
七
年
二
月
に
イ
タ
リ
ア
遠
征
途
上
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
、
ト
リ
エ
ン
ト
で
ケ
ル
ン
テ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
た
め
に
発
行
し
た

二
通
の
証
書
も
、
公
証
人
文
書
化
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
そ
の
中
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の
カ
ン
グ
ラ
ン
デ
・
デ
ッ
ラ
・

ス
カ
ラCanglande della Scara 

の
対
立
に
際
し
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
を
約
束
し
て
い
る
が
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
方
が
こ

の
国
王
証
書
の
写
し
を
公
証
人
ボ
ー
ツ
ェ
ンBozen

の
オ
ッ
ト
ー
・
コ
ン
ラ
デ
ィO

tto K
onradi 

が
同
年
三
月
に
作
成
し
た
証
書
に
挿
入
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さ
せ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
イ
タ
リ
ア
関
係
の
事
例
と
並
ん
で
、
帝
国
西
部
境
界
地
方
か
ら
も
公
証
人
に
よ
る
文
書
作
成
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
上
述
の
よ

う
に
、ア
ル
プ
ス
以
北
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
公
証
人
の
活
動
が
ま
さ
に
こ
の
方
面
か
ら
始
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

や
は
り
不
思
議
で
は
な
い
。

　

一
二
九
二
年
七
月
に
、
カ
ン
ブ
レ
ー
司
教
区
の
聖
ジ
ス
レ
ン St. Ghislain

修
道
院
の
修
道
院
長
ロ
ジ
ェ
ー
ルRoger

と
同
司
教
区
モ
ー

ボ
ー
ジ
ュM

aubeuge
の
聖
カ
ン
タ
ンSt. Q

uentin

教
会
の
参
事
会
員K

anoniker

で
あ
っ
た
ト
ゥ
ー
ル
ネ
イ
の
ヨ
ハ
ン
（
ジ
ャ
ン
）

Johann von T
ournai

が
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
に
あ
て
た
文
書
が
、
公
証
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
市
と
エ

ノ
ー
伯
ジ
ャ
ン
二
世
お
よ
び
国
王
と
の
対
立
が
あ
り
、
国
王
は
市
側
を
裁
判
の
た
め
に
宮
廷
に
召
喚
し

（
（4
（

た
。
そ
の
際
、
国
王
は
こ
の
二
人
の

聖
職
者
に
、
召
喚
状
の
送
達
を
命
じ
て
い
た
の
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
二
人
は
、
危
険
を
冒
し
て
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
近
く
の
サ
ン
・
ソ
ー
ヴSt. 

Sauve

ま
で
行
っ
て
、
国
王
か
ら
命
じ
ら
れ
た
任
務
を
遂
行
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
そ
こ
で
召
喚
状
を
教
会
の
入
り
口
に
掲
示
し
た
う

え
で
、
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
二
人
は
こ
の
経
過
の
報
告
を
、
カ
ン
ブ
レ
ー
の
聖
職
者
で
公
証
人
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
ウ
ス
こ
と
ヤ

コ
ブJakob gen. Rossiau

（
（5
（s

に
証
書
と
し
て
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
召
喚
手
続
に
つ
い
て
述
べ
た
国
王

証
書
が
、
危
険
で
あ
る
た
め
使
者
は
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
市
自
体
に
入
る
必
要
は
な
く
、
隣
接
す
る
村
で
十
分
な
証
人
の
も
と
で
召
喚
を
告

知
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
確
か
に
召
喚
任
務
が
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
使
者
た
ち
は
召
喚
状
を
や
は
り
十
分
な

証
人
の
も
と
で
残
し
て
く
る
こ
と
、
を
指
示
し
て
い

（
（5
（

た
。
二
人
の
聖
職
者
へ
の
国
王
の
命
令
も
同
様
の
こ
と
を
指
示
す
る
他
、
任
務
遂
行
の

状
況
を
文
書
で
報
告
す
る
こ
と
を
も
命
じ
て
い

（
（5
（

た
。
こ
の
よ
う
な
、
国
王
の
指
示
を
ふ
ま
え
、
確
か
に
任
務
を
全
う
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
に
、
聖
職
者
た
ち
は
公
証
人
文
書
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
二
九
三
年
一
〇
月
に
は
、
エ
ル
ザ
ス
の
コ
ル
マ
ー
ル
市
外
の
陣
営
で
、
ブ
ル
グ
ン
ト
の
宮
中
伯
オ
ッ
ト
ー
が
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
に
対
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し
て
封
臣
と
し
て
誠
実
宣
誓
を
行
い
、
国
王
か
ら
レ
ー
ン
を
受
領
し
た
こ
と
を
叙
述
す
る
公
証
人
証
書
が
作
成
さ
れ

（
（5
（

た
。
オ
ッ
ト
ー
が
聖

職
者
に
し
て
教
皇
の
権
威
に
よ
る
公
証
人
（clericus publicus auctoritate apostolica notarius

）
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
・
ド
・
ギ
ー

Bartholom
eus de Gy

に
文
書
を
作
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
証
書
作
成
に
は
、
こ
の
と
き
の
臣
従
行
為
が
条
件
付
で
あ
っ
た
こ
と
が

関
係
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
、
学
識
法
曹
ア
ル
デ
ィ
チ
オA

rdicio

に
、
ブ
ル
グ
ン
ト
の
宮
中
伯
は
本
来
、
皇
帝
戴
冠

後
の
皇
帝
に
対
し
て
の
み
封
臣
と
し
て
の
義
務
を
負
い
、
皇
帝
戴
冠
前
の
国
王
に
対
し
て
は
何
ら
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
を
主
張
さ
せ
た
。

そ
の
う
え
で
、
今
回
は
義
務
ゆ
え
に
で
な
く
臣
従
す
る
の
で
あ
り
、
今
回
の
こ
と
は
ブ
ル
グ
ン
ト
宮
中
伯
の
義
務
に
関
し
て
先
例
と
は
な
ら

な
い
と
い
う
留
保
を
付
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
国
王
も
こ
れ
を
承
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
オ
ッ
ト
ー
の
主
張
は
い
わ
ゆ
る
戴
冠

理
論K

rönungstheorie

に
基
づ
く

（
（5
（

が
、
こ
の
よ
う
な
条
件
つ
き
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
オ
ッ
ト
ー
と
し
て
は
、
事
情
を
公
証
人
文
書
と
し

て
残
し
、
将
来
に
わ
た
る
効
力
を
確
実
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ッ
ト
ー
の
側
に
学
識
法
曹
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
、

こ
う
し
た
公
証
人
利
用
を
促
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
ケ
ル
ン
は
ア
ル
プ
ス
以
北
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
最
も
早
く
か
ら
「
土
着
の
」
公
証
人
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る

地
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
ケ
ル
ン
大
司
教
が
関
係
す
る
事
案
で
多
く
の
公
証
人
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

一
二
九
三
年
五
月
の
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
の
証
書
は
、
国
王
と
ケ
ル
ン
大
司
教
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と
の
間
の
取
り
決
め
に
し
た
が
っ
て
、
ま

た
大
司
教
に
よ
る
金
銭
支
払
い
と
引
き
換
え
に
、
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
伯
ヨ
ハ
ン
が
カ
イ
ザ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
トK

aisersw
erth

城
を
大
司
教
に

引
き
渡
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
。
伯
の
方
も
こ
の
決
定
の
際
に
同
席
し
決
定
に
同
意
し
た
こ
と
が
、
あ
わ
せ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

証
書
は
、
同
年
九
月
に
ケ
ル
ン
の
聖
職
者
で
公
証
人
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ
リ
ン
チH

erm
ann D

urinch

が
作
成
し
た
写
し
の
形
で
伝
存
し

て
い

（
（5
（

る
。
ア
ー
ド
ル
フ
の
国
王
選
出
に
あ
た
っ
て
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
ケ
ル
ン
大
司
教
教
会
の
た
め
の
大
幅
な
譲
歩
を
ア
ー
ド
ル
フ
に
約
束

さ
せ
て
い
た

（
（5
（

が
、
国
王
選
挙
後
、
ア
ー
ド
ル
フ
は
約
束
を
履
行
せ
ず
、
大
司
教
は
徐
々
に
要
求
を
後
退
さ
せ
て
い
た
。
カ
イ
ザ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
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ト
の
獲
得
は
そ
の
過
程
で
日
程
に
上
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

（
（5
（

た
。
大
司
教
と
し
て
は
、
今
後
の
金
銭
支
払
い
を
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

カ
イ
ザ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
ト
に
対
す
る
権
利
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
公
証
人
文
書
を
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
二
九
八
年
八
月
に
は
、
再
び
カ
イ
ザ
ー
ス
ヴ
ェ
ル
ト
城
の
帰
属
が
国
王
証
書
で
問
題
と
な
っ
て
い

（
（5
（

る
。
こ
の
証
書
で
国
王
ア
ル
ブ
レ

ヒ
ト
一
世
は
、
ゾ
ン
ネ
ン
ベ
ル
クSonnenberg

の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ムV

iztum

で
あ
っ
た
騎
士
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
占
拠
す
る
同
城
を
ケ

ル
ン
大
司
教
ヴ
ィ
ク
ボ
ル
ト
に
引
き
渡
す
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
た
め
に
保
証
人
ま
で
立
て
た
。
し
か
し
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
国
王
の
命

令
に
従
わ
ず
城
を
明
け
渡
さ
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
九
月
に
は
国
王
宮
廷
に
お
け
る
判
決
で
断
罪
さ
れ

（
（5
（

た
。
こ
れ
ら
の
証
書
が
少
し
後
の

一
三
〇
〇
年
九
月
二
五
日
に
、
や
は
り
同
様
に
公
証
人
ヘ
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
一
通
の
公
証
人
証
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
証
人
ヘ
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
文
書
作
成
さ
れ
た
国
王
証
書
は
、
以
上
の
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。

先
ほ
ど
の
一
二
九
八
年
八
月
の
証
書
と
同
日
付
の
別
の
国
王
証
書
は
、
モ
ー
ゼ
ル
川
の
城
塞
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ン
ゲ
ンZeltingen

を
め
ぐ
る
ケ

ル
ン
大
司
教
ヴ
ィ
ク
ボ
ル
ト
と
フ
ェ
ル
デ
ン
ツV

eldenz

伯
と
の
争
い
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
伯
が
一
〇
〇
〇
マ
ル
ク
で
質
入
さ
れ
た

と
し
て
城
を
占
有
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
国
王
は
、
こ
の
一
〇
〇
〇
マ
ル
ク
を
代
わ
り
に
伯
に
支
払
っ
て
、
城
が
大
司
教
支
配
下
に
戻
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い

（
（6
（

る
。
一
二
九
八
年
一
一
月
の
国
王
証
書
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
は
以
前
に
ケ
ル
ン
市
と
ケ
ル

ン
（
大
）
司
教
区
に
お
け
る
聖
職
推
薦
権
（
い
わ
ゆ
るErste Bitte

の
権
利
）
を
大
司
教
に
譲
与
し
た
。
い
ま
、
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
国
王
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
抵
抗
を
許
さ
な
い
と
し
て
い

（
（6
（

る
。
一
二
九
九
年
二
月
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
の
証
書
は
、
ケ

ル
ン
大
司
教
ヴ
ィ
ク
ボ
ル
ト
に
よ
る
問
い
に
対
す
る
宮
廷
に
お
け
る
法
判
告
を
記
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
娘
な
い
し
妻
の
レ
ー
ン

相
続
権
が
否
定
さ
れ
て
い

（
（6
（

る
。
こ
れ
ら
の
国
王
証
書
が
、
や
は
り
同
じ
く
一
三
〇
〇
年
九
月
二
五
日
に
公
証
人
ヘ
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
、
公
証

人
証
書
に
書
か
れ
た
り
、
写
し
を
作
成
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
証
書
が
い
ず
れ
も
発
行
さ
れ
て
少
し
時
間
が
経
っ
た
一
三
〇
〇
年
九
月
末
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
公
証
人
に
よ
っ
て
書
き
と
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め
ら
れ
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
背
景
事
情
は
、
ケ
ル
ン
大
司
教
な
ど
ラ
イ
ン
地
方
の
選
挙
侯
と
国
王
ア
ル
ブ
レ

ヒ
ト
一
世
と
の
対
立
で
あ

（
（6
（

る
。
一
三
〇
〇
年
一
〇
月
一
四
日
に
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ハ
ル
ト
、
ケ
ル
ン
大
司
教
ヴ
ィ
ク
ボ
ル
ト
、
ト

リ
ー
ア
大
司
教
デ
ィ
ー
タ
ー
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
ド
ル
フ
が
ニ
ー
ダ
ー
ハ
イ
ム
バ
ッ
ハN

iederheim
bach

で
国
王
廃
位
を
念
頭
に
置
い

た
同
盟
を
結
成
し
て
、
国
王
と
の
対
決
路
線
を
鮮
明
に
し
て
い

（
（6
（

る
。
お
そ
ら
く
ケ
ル
ン
大
司
教
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
と
の
政
治
的
衝
突

と
彼
ら
選
挙
侯
に
よ
る
国
王
廃
位
が
近
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ
の
後
に
も
な
お
自
分
に
有
利
な
国
王
証
書
の
効
力
を
維
持
す
べ
く
、
公
証

人
に
文
書
を
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ケ
ル
ン
大
司
教
の
特
権
に
関
す
る
公
証
人
文
書
は
、
次
の
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
治
世
か
ら
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
三
一
〇
年
九
月
一

日
の
国
王
証
書
は
、
ケ
ル
ン
大
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
、
ア
ン
デ
ル
ナ
ッ
ハA

ndernach

、
ボ
ン
、
ノ
イ
スN

euß

に
お
け
る
流
通
税
徴
収

を
認
め
た
。
前
述
の
対
決
に
勝
利
し
た
国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
が
大
司
教
ヴ
ィ
ク
ボ
ル
ト
に
こ
れ
ら
の
権
利
を
放
棄
さ
せ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
再
び
税
徴
収
を
承
認
し
た
の
で
あ
っ

（
（6
（

た
。
そ
の
二
日
後
、九
月
三
日
付
の
国
王
証
書
で
、ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
は
、

ケ
ル
ン
大
司
教
と
マ
ル
ク
伯
の
間
で
争
わ
れ
て
い
た
エ
ッ
セ
ン
修
道
院
の
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
に
関
し
て
、
従
来
修
道
院
に
認
め
ら
れ
て
い
た
、

み
ず
か
ら
フ
ォ
ー
ク
ト
を
選
任
す
る
特
権
を
撤
回
し
た
う
え
で
、
ケ
ル
ン
大
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
お
よ
び
そ
の
後
継
の
ケ
ル
ン
大
司
教
を
修
道

院
の
フ
ォ
ー
ク
ト
に
任
命
し
た
。
ま
た
国
王
は
、
ケ
ル
ン
教
会
の
権
利
を
無
視
し
て
不
当
に
マ
ル
ク
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
に
質
入
さ
れ
て
い

た
ブ
ラ
ッ
ケ
ルBrackel

が
大
司
教
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
定
め

（
（6
（

た
。
こ
の
二
通
の
証
書
か
ら
は
、
同
年
九
月
九
日
、
ケ
ル
ン
の
聖
ア

ン
ド
レ
ア
ス
教
会
の
学
校
長Scholaster

ハ
イ
デ
ン
ラ
イ
ヒ H

eidenreich

の
求
め
に
よ
り
、
公
証
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ビ
レ

トH
einrich von Jubileto

に
よ
っ
て
写
し
が
作
ら
れ
て
い
る
。
前
の
証
書
が
前
国
王
が
し
た
処
分
を
否
定
す
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま

た
後
の
証
書
が
こ
れ
ま
で
エ
ッ
セ
ン
修
道
院
に
認
め
ら
れ
て
き
た
フ
ォ
ー
ク
ト
選
任
の
特
権
を
撤
回
し
、
マ
ル
ク
伯
に
対
す
る
質
入
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ケ
ル
ン
大
司
教
側
が
公
証
人
を
関
与
さ
せ
た
要
因
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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同
じ
く
ラ
イ
ン
地
方
の
聖
界
選
挙
侯
で
あ
っ
た
ト
リ
ー
ア
大
司
教
の
関
係
で
は
、
一
三
一
〇
年
三
月
に
作
成
さ
れ
た
公
証
人
証
書
が
知
ら

れ
て
い

（
（6
（

る
。
ア
ル
ノ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ピ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ンA

rnold von Pittingen

は
、
ル
ム
シ
ュ
タ
イ
ンRum

stein

城
に
関
し
て
ト
リ
ー

ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
の
権
利
を
侵
害
し
た
と
し
て
何
度
も
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
も
と
で
訴
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

国
王
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
伯
領
の
裁
判
官justiciarius

ブ
ル
シ
ャ
イ
トBourscheid

の
ソ
ジ
ェSogier

は
、
現
地
で
当

事
者
た
ち
の
権
利
を
調
査
し
、
そ
の
た
め
に
集
ま
っ
た
証
人
た
ち
の
名
前
が
証
書
に
は
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
証
人
証
書
自
体
は
、
バ

ル
ド
ゥ
イ
ン
が
作
ら
せ
た
筆
写
文
書
集
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
るBalduineum

中
に
、
写
し
と
し
て
伝
来
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
証
書
を
作
成
し
た
公
証
人
の
名
前
は
残
っ
て
い
な

（
（6
（

い
。
広
義
の
裁
判
手
続
に
関
係
す
る
行
為
を
当
事
者
が
公
証
人
文
書
化
し
て
い
る
ケ
ー

ス
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
で
も
、
か
な
り
早
く
か
ら
公
証
人
の
活
動
が
見
ら
れ
た

（
（6
（

が
、
国
王
裁
判
権
と
の
関
係
で
も
、
興
味
深

い
史
料
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
三
二
四
年
三
月
に
、
公
証
人
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
（
以
前
に
は
フ
ォ
ン
・

ダ
ル
ド
ル
フD

alldorf

と
呼
ば
れ
て
い
た
）
が
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
の
た
め
に
公
証
人
証
書
を
作
成
し

（
（7
（

た
。
こ
れ
に
は
、
前
年
一
三
二
三
年

一
一
月
付
の
国
王
宮
廷
の
（
国
王
に
代
わ
る
）
裁
判
官
ト
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
ゲ
ンT

ruhendingen

伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
証
書
が
関
係
し
て

い
（
（7
（

た
。
そ
の
証
書
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
ツ
ロ
ウJohannes von Gerzlow

の
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト

Greifsw
ald

、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ル
ズ
ン
トStralsund

、
ア
ン
ク
ラ
ムA

nklam

、
デ
ミ
ンD

em
m

in

、
ト
リ
プ
ゼ
ー
スT

ribsees

、
ロ
イ
ツ

Loicz

の
各
市
と
そ
の
市
民
た
ち
に
対
す
る
訴
え
、
被
告
の
国
王
宮
廷
へ
の
召
喚
と
不
出
頭
、
被
告
に
対
す
る
ア
ハ
ト
宣
告
と
原
告
へ
の
ア

ン
ラ
イ
テA
nleite

付
与
を
述
べ

（
（7
（

る
。
そ
の
う
え
で
、
伯
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
に
、
原
告
を
被
告
の
ゲ
ヴ
ェ
ー
レ
へ
導
入
す
る
、
つ
ま
り
ア

ン
ラ
イ
テ
を
執
行
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
三
二
四
年
の
公
証
人
証
書
で
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ゲ
ル
ツ
ロ
ウ
が
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ

ク
市
が
ア
ン
ラ
イ
テ
執
行
の
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
を
承
認
し
、
今
後
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
も
し
な
い
と
約
束
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
海
・
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ポ
ン
メ
ル
ン
地
方
の
多
く
の
都
市
に
対
す
る
ア
ン
ラ
イ
テ
は
、
実
現
す
る
に
は
や
っ
か
い
な
案
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
リ
ュ
ー
ベ
ッ

ク
市
と
し
て
は
、
国
王
宮
廷
で
出
さ
れ
た
証
書
に
よ
っ
て
負
わ
さ
れ
た
義
務
を
、
後
か
ら
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
形
で
免
れ
る
た
め
に
、

公
証
人
証
書
を
作
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
部
ド
イ
ツ
か
ら
の
事
例
と
し
て
、
一
三
三
九
年
五
月
に
は
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
が
、
市
内
の
学
校
の
支
配

権
を
め
ぐ
る
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
の
紛
争
に
際
し
て
、
自
己
に
有
利
な
関
連
文
書
を
公
証
人
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ド
ル
ラ

D
ietrich von D

orla
に
ま
と
め
さ
せ
て
い

（
（7
（

る
。
そ
の
中
に
は
、
同
年
四
月
に
出
さ
れ
た
、
市
側
の
宮
廷
不
出
頭
ゆ
え
に
学
校
支
配
権
を
騎

士
修
道
会
に
認
め
る
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
決

（
（7
（

定
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
お
よ
び
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
に
騎
士
修
道
会
を
援
助
す
る
よ
う

命
じ
る
皇
帝
の
命

（
（7
（

令
、
騎
士
修
道
会
を
保
護
下
に
い
れ
た
こ
と
お
よ
び
修
道
会
の
権
利
を
妨
害
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
市
に
知
ら
せ
る
皇
帝

文
（
（7
（

書
、
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
形
式
上
の
名
宛
人
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
括
し
て
騎
士
修
道
会
に
渡
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
修
道
会
側
は
、
そ
れ
を
公
証
人
証
書
と
し
て
残
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
騎
士
修
道
会
は
こ
れ
ら
の
文
書
を
獲
得
し
た
こ

と
で
紛
争
が
片
付
く
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、市
側
の
抵
抗
を
予
想
し
て（
そ
も
そ
も
市
側
は
召
喚
さ
れ
て
も
国
王
宮
廷
に
出
て
こ
な
か
っ
た
）、

今
後
の
た
め
に
態
勢
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
来
地
中
海
世
界
に
由
来
す
る
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
に
と
っ

（
（7
（

て
、
公
証
人
に
文

書
作
成
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方
は
、
な
じ
み
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。

　

一
三
四
二
年
五
月
に
、
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
お
よ
び
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ムW

angenheim

の
対
立
を
当
事
者
た
ち
の
付
託
を
受
け
て
仲
裁
し

（
（7
（

た
。
同
年
マ
イ
ン
ツ
側

は
こ
の
皇
帝
証
書
を
マ
イ
ン
ツ
の
司
教
代
理
裁
判
官O

ffi
zial

に
確
認
さ
せ
た
う
え
で
、
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ル
デ
リ
・
デ
・
エ
ル
ベ
レ

Johannes Luderi de Elbere

に
証
書
化
さ
せ

（
（7
（

た
。
な
ぜ
皇
帝
証
書
が
あ
る
の
に
別
に
公
証
人
に
文
書
を
作
ら
せ
た
の
か
は
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
仲
裁
の
内
容
が
先
行
す
る
証
書
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
の
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仲
裁
は
、
三
人
の
仲
裁
人
（
両
当
事
者
側
と
皇
帝
が
一
人
ず
つ
を
選
ぶ
）
が
、
大
司
教
が
一
三
三
七
年
の
同
盟
文

（
（8
（

書
に
も
と
づ
い
て
辺
境
伯

に
援
助
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
助
け
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
こ
と
を
命
じ
て
お
り
、
も
し
大
司
教
側
が
そ
の
点

を
立
証
す
れ
ば
大
司
教
は
辺
境
伯
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
と
定
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
の
対
立
は
大
き
な
政
治
問
題
で
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
も
そ
の
解
決
に
は
苦
心
し

（
（8
（

た
。
マ
イ
ン

ツ
大
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
教
皇
の
特
別
任
命
に
よ
っ
て
大
司
教
位
を
得
た
当
初
こ
そ
皇
帝
と
対
立
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は

皇
帝
と
教
皇
庁
と
の
対
立
の
中
で
皇
帝
に
忠
実
で
あ
り
、
一
方
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家
の
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
皇
帝
の
女
婿

で
あ
っ
た
。
対
立
が
続
く
中
で
、
結
局
皇
帝
は
辺
境
伯
側
に
組
す
る
よ
う
に
な
る
。
両
陣
営
の
対
立
に
つ
い
て
、
一
三
四
二
年
一
二
月
に

は
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
、
五
人
の
仲
裁
人
、
す
な
わ
ち
フ
ィ
ル
ネ
ブ
ル
クV

irneburg

伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
、
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ムW

ertheim

伯
ル
ー
ド
ル
フ
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エLudw

ig von H
ohenlohe

、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
エ

ア
バ
ッ
ハK

onrad Schenk von Erbach
、
ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
プ
フ
ァ
ー
レ
ン
ハ
イ
ムK

uno von Pfahlenheim

が
仲
裁
判
決
を
下

し
（
（8
（

た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ッ
ク
ス
シ
ュ
タ
ッ
トK

onrad von Fuchsstadt

と
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
オ
ス
テ
ル
ナ
ッ

ハJohann von O
sternach

が
作
成
し
た
同
日
付
の
公
証
人
証
書
は
、
こ
の
判
決
が
公
表
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
効
力
も
有
し
な
い
こ
と
を

認
証
し
て
い

（
（8
（

る
。
公
証
人
に
文
書
を
作
ら
せ
た
の
は
マ
イ
ン
ツ
側
で
あ
る
。
仲
裁
判
決
の
内
容
は
著
し
く
皇
帝
お
よ
び
辺
境
伯
側
に
有
利

で
あ
っ
た
た
め
、
マ
イ
ン
ツ
側
と
し
て
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
仲
裁
付
託
に
同
意
し
た
以
上
は

い
ま
さ
ら
仲
裁
自
体
に
従
え
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
こ
で
マ
イ
ン
ツ
側
の
三
人
の
代
理
人
、
す
な
わ
ち
聖
堂
参
事
会

長D
om

dekan

ヨ
ハ
ン
、
聖
堂
参
事
会
員
ル
ー
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
ベ
ン
ブ
ル
クLupold von Bebenburg 

、
マ
イ
ン
ツ
の
聖
ペ
ー

タ
ー
教
会
の
参
事
会
長Propst

エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
エ
ト
ゲ
ン
バ
ッ
ハErnst von Ö

ttgenbach

は
、
判
決
を
下
し
た
五
人
の
仲
裁

人
の
同
席
の
も
と
で
、
判
決
が
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
効
力
も
持
た
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
次
第
を
公
証
人
に
証
書
化
さ
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せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
い
っ
た
ん
下
さ
れ
た
仲
裁
判
決
を
無
効
に
す
る
と
い
う
異
常
な
事
態
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

特
に
公
証
人
に
文
書
を
作
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
五
人
の
仲
裁
人
が
す
べ
て
世
俗
貴
族
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
マ
イ
ン
ツ
側
の
代
理
人
が
す
べ
て
聖
職
者
、
し
か
も
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
人
は
学
識
法
曹
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
。
聖
堂
参
事
会
長
ヨ
ハ
ン
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
法
学
を
学
ん
だ
人
物
で
、
こ
の
時
期
の
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
中
心
人
物
の
一

人
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
ル
ー
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
ベ
ン
ブ
ル
ク
も
や
は
り
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
学
ん
だ
が
、
帝
国
国
制
を
論
じ
た
著
作
で
知
ら
れ
て

い
（
（8
（

る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
の
時
期
の
所
見
を
ま
と
め
る
と
、
イ
タ
リ
ア
関
係
の
史
料
の
他
に
、
帝
国
西
部
境
界
地
方
や
ケ
ル
ン
か
ら
、
比
較

的
多
く
の
公
証
人
文
書
作
成
事
例
が
知
ら
れ
、
ラ
イ
ン
以
東
で
も
散
発
的
に
史
料
が
見
ら
れ
た
。
公
証
人
を
使
っ
て
い
る
当
事
者
は
大
半
が

教
会
と
聖
職
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
わ
ず
か
の
都
市
と
世
俗
貴
族
が
混
じ
る
。
公
証
人
に
文
書
を
作
ら
せ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
国
王
と
の
対

決
、
裁
判
手
続
上
の
困
難
な
任
務
の
遂
行
、
将
来
に
向
け
て
特
別
の
留
保
を
付
す
、
以
前
の
特
権
付
与
や
処
分
を
撤
回
す
る
、
国
王
宮
廷
に

お
け
る
決
定
を
変
更
す
る
、
い
っ
た
ん
下
さ
れ
た
仲
裁
判
決
を
無
効
に
す
る
、
と
い
っ
た
特
別
な
必
要
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
点
は
注
目
に

値
す
る
。
ま
た
、
公
証
人
文
書
と
と
も
に
、
時
に
学
識
法
曹
が
現
れ
る
こ
と
に
も
、
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
．
カ
ー
ル
四
世
の
時
代
（
一
三
四
六－

一
三
七
八
年
）

　

カ
ー
ル
四
世
の
時
代
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
歴
史
一
般
に
と
っ
て
も
、
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
現
象
が
見
ら

れ
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
国
王
裁
判
権
の
活
動
と
の
関
係
で
現
れ
る
公
証
人
お
よ
び
公
証
人
文
書
の
事
例
の
数
も
、
前
代
と
比
べ
て
大
き
く

増
加
し
、
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
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カ
ー
ル
四
世
の
治
世
に
お
い
て
も
、
帝
国
西
部
境
界
地
方
か
ら
、
多
く
の
公
証
人
文
書
作
成
事
例
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
ド

イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
活
動
は
、
も
と
も
と
こ
の
方
面
か
ら
広
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
伝
存
す
る
事
例
の
多
さ
は
そ
う
し
た
経
緯
と
対
応
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

カ
ン
ブ
レ
ー
司
教
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
し
て
、
一
三
四
九
年
九
月
に
大
部
の
公
証
人
証
書
が
作
成
さ
れ
て
い

（
（8
（

る
。
司
教
グ
イ
ド
は
カ
ー

ル
四
世
へ
の
服
従
と
レ
ガ
リ
ア
受
領
を
拒
否
し
て
い
た
た
め
、
国
王
は
、
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
＝
リ
ニ
ーW

alram
 

von Luxem
burg, H

err zu Ligny

と
そ
の
子
ヨ
ハ
ン
（
リ
ー
ルLille

の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
）
に
司
教
座
の
レ
ガ
リ
ア
管
理
を
ゆ
だ
ね
、

更
に
そ
の
収
入
は
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
に
渡
す
よ
う
指
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
カ
ン
ブ
レ
ー
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
が
、
グ

イ
ド
の
死
に
よ
っ
て
空
位
に
な
っ
た
後
の
レ
ガ
リ
ア
管
理
を
任
せ
て
ほ
し
い
と
国
王
に
訴
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
形
式
上
は
、
司
教
と
聖
堂

参
事
会
の
争
い
と
な
り
、
結
局
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
は
参
事
会
の
権
利
を
認
め
る
決
定
を
下
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
一
件
書

（
（8
（

類
を
、
参
事
会
が

三
人
の
公
証
人
、
す
な
わ
ち
イ
オ
メ
の
ヴ
ィ
ア
ル
ド
ゥ
スW

yardus gen. Iom
eit

、
ア
ニ
ヤ
の
ヤ
コ
ブJakob gen. von A

nya

、
ロ
ゼ
・

ア
ン
・
ブ
リ
ー
の
ヨ
ハ
ンJohann von Rozay-en-Brie

の
三
人
に
ま
と
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ア
ル
ド
ゥ
ス
は
ラ
ン
ス
司
教
区
、

ヤ
コ
ブ
は
カ
ン
ブ
レ
ー
司
教
区
、
ヨ
ハ
ン
は
ラ
ン
司
教
区
の
公
証
人
で
あ
っ
た
。
レ
ガ
リ
ア
管
理
権
が
い
っ
た
ん
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
ら
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
た
の
が
変
更
さ
れ
て
、
聖
堂
参
事
会
に
与
え
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
点
に
留
意
し
て
お
こ
う
。

　

一
三
四
九
年
七
月
に
ア
ー
ヘ
ン
で
出
さ
れ
た
国
王
証
書
は
、
ま
ず
シ
ン
ト
・
ト
ル
イ
デ
ンSint-T

ruiden

（
サ
ン
・
ト
ロ
ンSt. 

T
rond

）
の
修
道
院
長
ア
メ
リ
ウ
スA

m
elius

の
要
望
を
記
し
て
い

（
（8
（

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
修
道
院
長
と
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
が
シ
ン
ト
・
ト

ル
イ
デ
ン
市
に
与
え
た
特
権
状
に
院
長
と
司
教
に
不
利
な
解
釈
を
許
す
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
た
め
修
道
院
長
は
国
王
に
「
公
定
解
釈
」
を
求

め
た
。
そ
れ
を
受
け
て
国
王
は
、
特
権
の
確
認
と
解
釈
を
行
い
、
更
に
将
来
の
解
釈
権
を
院
長
に
認
め
た
。
こ
の
証
書
が
か
な
り
後
に
な
っ

て
、
一
三
七
五
年
七
月
に
公
証
人
証
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
先
行
し
て
授
与
さ
れ
て
い
た
特
権
状
の
解
釈
を
明
確
に
す
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る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
三
五
四
年
八
月
の
国
王
証
書
に
よ
れ
ば
、
シ
オ
ンSion

（
ジ
ッ
テ
ンSitten

）
司
教
ギ
シ
ャ
ー
ルGuichard

と
サ
ヴ
ォ
イ
伯
ア
マ
デ

ウ
ス
は
、
国
王
か
ら
レ
ー
ン
を
受
領
し
国
王
に
対
し
て
忠
誠
を
誓
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
一
方
ヴ
ァ
レ
ーV

alais

（
ヴ
ァ
リ
スW

allis

）

の
人
々
は
、
国
王
の
も
と
に
出
頭
し
て
忠
誠
を
誓
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
国
王
は
彼
ら
の
諸
特
権
を
確
認
し
、
彼
ら
を
他
へ
譲
渡
し
な
い
こ
と
を

約
束
し

（
（8
（

た
。
ス
イ
ス
西
部
で
も
、
一
三
世
紀
後
半
以
来
、
公
証
人
が
活
動
を
展
開
し
て
い
た

（
（9
（

が
、
こ
の
国
王
証
書
は
そ
の
後
、
一
三
五
五
年

二
月
の
公
証
人
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

一
三
五
九
年
四
月
に
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
が
ア
ー
ヘ
ン
で
発
行
し
た
証
書
は
、
ア
ー
ヘ
ン
の
マ
リ
ア
教
会M

arienstift

が
ラ
イ
ン
川
で
流

通
税
を
取
ら
れ
な
い
と
い
う
特
権
を
確
認
し
て
い
る
。
確
か
に
、
ケ
ル
ン
大
司
教
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
、
こ
の
特
権
に
反
し
て
流
通
税
を
徴
収

し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
一
度
だ
け
で
、
し
か
も
そ
の
際
に
マ
リ
ア
教
会
に
生
じ
た
損
害
を
、
大
司
教
は
賠
償
ず
み
で
あ
る
、
と
述
べ

（
（9
（

る
。

こ
の
証
書
は
そ
の
後
一
三
六
八
年
と
一
四
二
三
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
公
証
人
証
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
マ
リ
ア
教
会
の
特
権
が

一
度
は
害
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
、
と
い
う
事
情
が
存
し
た
点
に
注
意
し
て
お
こ
う
。

　

一
三
六
二
年
一
二
月
一
七
日
に
ア
ー
ヘ
ン
で
出
さ
れ
た
証
書
で
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
に
以
下
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。
ナ
ミ
ュ
ー
ルN

am
ur

伯
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（
ギ
ヨ
ー
ム
）
が
み
ず
か
ら
宮
廷
に
来
て
伝
え
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ハ
ン

（
ジ
ャ
ン
）・
フ
ォ
ン
・
ナ
ミ
ュ
ー
ルJohann von N

am
ur

に
科
さ
れ
て
い
た
ア
ハ
ト
が
皇
帝
書
記
局
の
証
書
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
、
リ
ェ
ー

ジ
ュ
司
教
が
ヨ
ハ
ン
の
た
め
に
原
状
回
復
を
す
る
よ
う
ナ
ミ
ュ
ー
ル
市
に
命
じ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
原
状
回
復
の
た
め
に
は
、
通
常
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
の
賠
償
が
必
要
な
の
で
、司
教
は
件
の
皇
帝
書
記
局
の
証
書
を
一
二
月
二
五
日
ま
で
に
証
拠
と
し
て
皇
帝
に
送
付
・

提
示
す
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
皇
帝
は
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
市
の
た
め
に
、
ヨ
ハ
ン
に
再
び
ア
ハ
ト
を
科
す
で
あ
ろ

（
（9
（

う
。
こ
の
件
に

つ
い
て
、
一
二
月
二
一
日
に
リ
ェ
ー
ジ
ュ
で
、
公
証
人
ユ
イH

uy

の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
レ
ネ
リJohannes Reneri

に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
が
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作
ら
れ
て
い

（
（9
（

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
に
現
れ
た
ナ
ミ
ュ
ー
ル
伯
の
使
者
た
ち
は
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
の
代
理
の
顧
問
た
ち
に
対

し
て
、問
題
と
な
っ
た
皇
帝
証
書
を
提
示
し
、そ
の
写
し
を
渡
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
側
は
、上
述
の
皇
帝
の
命
令
に
沿
っ

て
行
動
す
る
と
約
束
し
た
。
一
二
月
一
七
日
の
皇
帝
命
令
自
体
も
公
証
人
証
書
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
も
、
過
去
に
皇
帝

書
記
局
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
証
書
の
内
容
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
翌
一
三
六
三
年
一
月
一
二
日
の
皇
帝
証
書
に
よ
れ
ば
、

リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
は
結
局
期
間
内
に
証
書
を
皇
帝
に
提
示
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ

（
（9
（

た
。

　

一
三
六
四
年
二
月
に
は
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
が
ア
ル
ノ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ル
ン
メ
ンA

rnold von Rum
m

en

と
の
ロ
ー
ン

Loen

伯
領
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
、
以
前
の
訴
訟
代
理
人Prokurator

任
命
を
撤
回
し
た
う
え
で
、
新
た
に
法
学
博
士doctor legum

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ボ
イ
ラ
イ
ヴ
ェ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ゲ
ンW

ilhelm
 Boyleiw

e von Bergen

を
訴
訟
代
理
人
に
任
命
し
、
皇
帝
の
前
な

ど
で
訴
訟
を
遂
行
す
る
権
限
を
与
え
た
。
ア
ル
ノ
ル
ト
が
皇
帝
の
も
と
で
得
た
判
決
を
無
効
と
す
る
よ
う
努
め
る
権
限
も
与
え
ら
れ

（
（9
（

た
。
こ

の
証
書
も
リ
ェ
ー
ジ
ュ
の
公
証
人
ユ
ス
タ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド
ルEustache Landres

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
訴
訟
代
理
人
へ
の
権
限
付

与
は
公
証
人
が
し
ば
し
ば
扱
っ
た
事
項
で
あ
っ
た

（
（9
（

が
、
と
り
わ
け
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
い
っ
た
ん
行
っ
た
訴
訟
代
理
人
任
命
を
撤
回
し
た

こ
と
が
、
公
証
人
証
書
作
成
の
背
景
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
紛
争
に
関
し
て
は
、
一
三
六
三
年
二
月
に
行
わ
れ
た
司
教

と
聖
堂
参
事
会
の
皇
帝
宮
廷
へ
の
召
喚
に
つ
い

（
（9
（

て
、一
三
六
四
年
一
二
月
に
聖
堂
参
事
会
の
依
頼
を
受
け
た
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

ルJohannes V
assart

に
よ
っ
て
召
喚
証
書
の
写
し
が
作
成
さ
れ
て
い

（
（9
（

る
。

　

一
三
七
八
年
八
月
、
宮
廷
裁
判
官
テ
ッ
シ
ェ
ンT

eschen
公
プ
シ
ェ
ミ
ス
ルPřem

ysl

は
エ
ル
ザ
ス
の
下
級
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク

トU
nterlandvogt

ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
ン
ス
テ
ィ
ン
ゲ
ンU

lrich von Finstingen

に
、
皇
帝
の
た
め
に
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン

Leiningen

伯
エ
ミ
ヒ
ョEm

icho

の
所
領
に
ア
ン
ラ
イ
テ
を
行
う
よ
う
指
令
し

（
（9
（

た
。
こ
の
文
書
は
九
月
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
司

教
裁
判
所
の
公
証
人
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
ナ
ッ
ハRudolf von Reinach
に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
化
さ
れ
て
い
る
。
同
年
九
月
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に
皇
帝
が
伯
を
ア
ハ
ト
に
処
し
た
証
書
も
同
じ
公
証
人
証
書
に
記
さ
れ
て
い

（
（10
（

る
。

　

ケ
ル
ン
関
係
の
公
証
人
文
書
作
成
の
例
も
、
や
は
り
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
が
、
ケ
ル
ン
大
司
教
な
ど
教
会
関
係
の
当
事
者
だ
け
で
な
く
、

ケ
ル
ン
市
も
ま
た
、
公
証
人
に
文
書
を
作
成
さ
せ
て
い
る
。
一
三
五
七
年
二
月
三
日
に
、
ケ
ル
ン
市
の
裁
判
籍
特
権
を
尊
重
し
、
原
告
ゲ

ア
ラ
ッ
ハ
・
フ
ォ
ン
・
レ
ヴ
ィ
ン
クGerlach von Rew

ink

に
ケ
ル
ン
市
で
の
裁
判
を
指
示
す
る
、
宮
廷
裁
判
官
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク

Falkenberg

公
ボ
ル
コBolko

の
証
書
が
出
さ
れ
て
い

（
（10
（

る
。
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
の
訴
え
に
基
づ
い
て
既
に
一
月
二
〇
日
に
、
宮
廷
裁
判
所
へ
の

召
喚
が
行
わ
れ
て
い
た

（
（10
（

が
、
そ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ン
市
側
は
、
二
月
三
日
の
証
書
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
公
証
人
が
認
証
し
た
裁
判
籍
特
権
状

を
宮
廷
裁
判
官
に
提
示
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
と
き
市
が
持
ち
出
し
た
裁
判
籍
特
権
状
は
、
お
そ
ら
く
一
三
四
九
年
二
月
に
カ
ー
ル
四
世

が
授
与
し
た
も
の
（
な
い
し
一
三
五
五
年
一
二
月
に
出
さ
れ
た
そ
の
特
権
の
確
認
）
か
、
一
三
四
九
年
八
月
に
一
般
的
な
特
権
確
認
の
中
で

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
宮
廷
裁
判
所
を
含
め
て
市
外
の
裁
判
所
へ
の
召
喚
か
ら
市
民
を
免
除
し
て
い

（
（10
（

た
。
具
体
的
な
訴
え
を
前
に

し
て
特
権
状
の
効
力
が
問
題
と
な
る
状
況
で
、
市
側
は
公
証
人
を
用
い
、
既
に
い
っ
た
ん
行
わ
れ
た
召
喚
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
の
で
あ
る
。
一
三
六
七
年
ご
ろ
に
も
、
ケ
ル
ン
市
は
裁
判
籍
特
権
を
公
証
人
に
抜
粋
さ
せ
て
公
証
人
文
書
を
作
ら
せ
、
そ
の
う
え
で
、
フ

リ
ッ
ツ
・
ア
ガ
ッ
トFritz A
gat

と
い
う
者
の
訴
え
に
も
と
づ
く
宮
廷
裁
判
官
に
よ
る
ケ
ル
ン
市
召
喚
の
取
り
消
し
を
、
皇
帝
に
求
め
て

い
（
（10
（

る
。
市
と
し
て
は
原
告
に
対
し
て
裁
判
を
拒
む
こ
と
は
な
い
の
で
、
こ
の
宮
廷
裁
判
所
へ
の
召
喚
は
市
が
持
つ
裁
判
籍
特
権
に
反
し
て

い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
述
の
一
三
五
七
年
の
事
例
と
同
様
な
状
況
に
お
け
る
公
証
人
利
用
で
あ
る
。
一
方
、
一
三
七
五
年
五
月
一
〇

日
の
カ
ー
ル
四
世
か
ら
ケ
ル
ン
市
へ
の
命
令
は
、
ケ
ル
ン
大
司
教
の
市
内
に
お
け
る
諸
権
利
、
特
に
裁
判
権
を
侵
害
す
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
（
（10
（

る
。
六
月
一
日
付
で
、
騎
士
シ
ュ
テ
ー
ヴ
ェ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
ホ
シ
ュ
タ
ー
デ
ンSteven von H

ochstaden

と
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・

フ
ォ
ン
・
オ
ル
ス
ベ
ッ
クEngelbrecht von O

rsbeck

が
こ
の
命
令
書
を
確
か
に
ケ
ル
ン
市
の
都
市
参
事
会
に
届
け
た
こ
と
を
、
皇
帝
に

復
命
し
て
い
る
が
、
こ
の
復
命
は
公
証
人
証
書
と
し
て
も
作
ら
れ
、
そ
こ
に
皇
帝
の
命
令
書
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

（
（10
（

る
。
召
喚
手
続
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遂
行
の
復
命
と
い
う
点
で
、
上
述
の
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
市
召
喚
の
ケ
ー
ス
と
類
似
し
た
状
況
に
お
け
る
公
証
人
利
用
と
言
え
よ
う
。

　

帝
国
西
部
の
聖
界
諸
侯
や
教
会
が
公
証
人
に
文
書
を
作
成
さ
せ
て
い
る
例
も
、
い
く
つ
か
あ
る
。
一
三
五
七
年
八
月
に
公
証
人
ペ
ト
ル

ス
・
フ
ォ
ン
・
オ
ー
デ
ル
ン
ハ
イ
ムPetrus von O

dernheim

が
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
た
め
に
公
証
人
証
書
を
作
成
し
て

い
（
（10
（

る
。オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

、オ
ー
デ
ル
ン
ハ
イ
ム
、シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ
ス
ブ
ル
クSchw

absburg

な
ど
の
中
ラ
イ
ン
の
国
王
都
市
・

国
王
領
は
い
っ
た
ん
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
座
に
質
入
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
質
入
は
後
に
解
除
さ
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
き
、
カ
ー
ル
四
世
は
聖

堂
参
事
会
に
、
質
入
証
書
の
返
還
な
い
し
解
除
を
了
承
し
た
旨
の
証
書
の
発
行
を
要
求
し
た
。
参
事
会
は
し
ば
ら
く
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た

が
、
皇
帝
の
強
硬
な
姿
勢
に
あ
い
、
ま
た
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
自
身
か
ら
の
援
助
も
望
め
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
っ
て
、
結
局
は
屈
服
し
、
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
な
ど
に
権
利
を
持
た
な
い
こ
と
、
今
後
何
ら
の
要
求
も
し
な
い
こ
と
、
放
棄
を
宣
言
す
る
証
書
を
皇
帝
に
手
交
す
る
こ
と
、
を

約
束
し
た
。
た
だ
し
参
事
会
は
、
そ
う
し
た
放
棄
文
書
は
、
参
事
会
が
問
題
の
都
市
・
所
領
に
対
し
て
持
つ
権
利
を
将
来
に
わ
た
っ
て
侵
害

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
参
事
会
は
そ
れ
ら
都
市
・
所
領
の
返
還
を
要
求
す
る
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
、
を
も
付
け
加
え
た
。
こ
の
間
の

一
件
書

（
（10
（

類
と
上
記
の
よ
う
な
聖
堂
参
事
会
の
約
束
が
公
証
人
証
書
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
な
さ
れ
た
質
入
の
効
力
を
無
効
に
す
る

こ
と
に
か
か
わ
る
事
案
で
あ
り
、
ま
た
参
事
会
が
将
来
に
向
か
っ
て
留
保
を
付
し
て
い
る
点
は
、
前
述
の
ブ
ル
グ
ン
ト
宮
中
伯
オ
ッ
ト
ー
の

ケ
ー
ス
に
類
似
し
て
い
る
。

　

一
三
五
九
年
一
〇
月
に
皇
帝
は
プ
ラ
ハ
で
、
北
ド
イ
ツ
の
教
会
と
聖
職
者
の
保
護
の
た
め
の
大
部
の
特
権
状
を
発
行
し
た
。
皇
帝
は
、
マ

ク
デ
ブ
ル
ク
、ブ
レ
ー
メ
ン
両
大
司
教
管
区
な
ど
の
聖
職
者
か
ら
の
訴
え
に
応
じ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
役
職
を
帯
び
た
俗
人
が
制
定
し
た
立
法
、

規
則
、
布
告
等
を
廃
止
し
た
。
世
俗
貴
族
や
都
市
参
事
会
に
は
、
そ
れ
ら
の
規
則
等
を
撤
回
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
を
根
拠

と
し
て
裁
判
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。
俗
人
が
聖
職
者
を
攻
撃
・
逮
捕
・
略
奪
・
傷
害
な
ど
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。
皇
帝
は
聖
職
者

た
ち
に
対
し
て
は
、
こ
の
皇
帝
の
定
め
を
教
区
教
会
会
議
な
ど
で
公
表
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
こ
の
特
権
状
に
つ
い
て
、
一
三
六
〇
年
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三
月
に
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
が
公
証
人
に
写
し
を
作
ら
せ
て
い

（
（10
（

る
。
特
権
状
の
内
容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
ケ
ー

ス
も
、
先
行
す
る
立
法
、
規
則
、
布
告
な
ど
の
廃
止
と
撤
回
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
に
よ
る
権
利
侵
害
に
対
し
て
、
マ
イ
ン
ツ
の
聖
ア
ル
バ
ンSt. A

lban

修
道
院
が
皇
帝
の
も
と
に
訴

え
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
皇
帝
は
、
一
三
六
七
年
一
月
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
に
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
の
交
渉

と
修
道
院
保
護
を
命

（
（11
（

じ
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
自
身
に
も
侵
害
を
や
め
る
よ
う
命
令
し

（
（11
（

た
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
お
そ
ら
く
修
道
院
側
の
求
め
に

よ
っ
て
、
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ンJohannes H

einrici von Sachsenhausen

に
よ
っ
て
証

書
化
さ
れ
て
い
る
。
皇
帝
の
命
令
書
を
修
道
院
が
一
括
し
て
受
領
し
、
そ
の
内
容
を
公
証
人
に
確
認
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
三
六
四
年
一
〇
月
に
は
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ク
ー
ノ
と
ト
リ
ー
ア
市
と
の
紛
争
に
お
い
て
公
証
人
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
区
の
エ
グ
ベ

ル
トEgbert

（
故
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
ゲ
ベ
ル
クEberhard von Eggeberg

の
子
）
に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
が
作
ら
れ

て
い

（
（11
（

る
。
両
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

（
（11
（

点
を
交
換
し
た
こ
と
、
お
よ
び
大
司
教
の
訴
訟
代
理
人
任
命
と
全
権
付

（
（11
（

与
が
認
証
さ
れ
て
い
る
。

証
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
際
、
公
証
人
だ
け
で
な
く
、
参
審
人
な
ど
市
側
の
人
間
と
大
司
教
の
訴
訟
代
理
人
も
と
も
に
出
席
し
て
い
た
。
翌

一
一
月
に
は
、
皇
帝
の
前
へ
出
る
こ
と
を
約
束
し
た
大
司
教
の
証

（
（11
（

書
が
や
は
り
公
証
人
エ
グ
ベ
ル
ト
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
て
い

（
（11
（

る
。
同
じ
く

一
一
月
に
は
ト
リ
ー
ア
市
が
、
オ
ッ
ト
ー
四
世
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
、
カ
ー
ル
四
世
の
証
書
を
公
証
人
証
書
に
書
き
留
め
さ
せ
て
い

（
（11
（

る
。

一
三
六
四
年
一
二
月
の
皇
帝
の
判
決
は
、
大
司
教
側
に
有
利
な
内
容
で
あ
っ
た

（
（11
（

が
、
一
三
六
五
年
一
月
に
は
、
皇
帝
が
大
司
教
側
に
有
利

な
判
決
を
下
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
大
司
教
か
ら
市
へ
の
手
紙
が
、
騎
士
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ヴ
ァ
ル
ポ
ド
・
フ
ォ
ン
・
バ
ッ
セ
ン
ハ
イ
ム

D
ietrich W

alpod von Bassenheim

と
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
リ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンJohann von Liebenstein

に
よ
っ
て
市
側
に
渡

さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
大
司
教
側
が
以
前
の
皇
帝
へ
の
仲
裁
付

（
（11
（

託
に
し
た
が
っ
て
皇
帝
の
判
決
を
受
け
入
れ
る
よ
う
市
側
に
要
求

し
た
こ
と
、
市
側
が
皇
帝
の
判
決
が
途
中
で
大
司
教
有
利
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
も
基
本
的
に
要
求
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
見
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せ
た
こ
と
を
述
べ
る
公
証
人
証
書
が
、
公
証
人
テ
ィ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ク
レ
ー
フ
ェ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い

（
（12
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ

ら
一
連
の
ケ
ー
ス
で
は
、
大
司
教
側
が
主
導
し
な
が
ら
も
、
お
お
む
ね
大
司
教
側
と
都
市
側
が
合
意
し
た
う
え
で
、
公
証
人
文
書
の
作
成
が

な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
多
く
の
ケ
ー
ス
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

教
会
や
修
道
院
に
よ
る
公
証
人
文
書
利
用
は
、
ラ
イ
ン
以
東
で
も
こ
の
時
期
か
な
り
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
と

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
再
度
の
争
い
に
関
し
て
、
や
は
り
何
通
か
の
公
証
人
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
紛
争
は
市
側
の
法
制
定

に
よ
る
騎
士
修
道
会
の
権
利
の
侵
害
を
争
点
と
し
て
い
た
。
騎
士
修
道
会
が
皇
帝
の
も
と
へ
訴
え
た
の
に
対
し
て
、
カ
ー
ル
四
世
は
聖
界
諸

侯
に
決
定
を
ゆ
だ
ね
た
。
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
、
一
三
五
七
年
一
〇
月
に
、
皇
帝
宮
廷
で
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
訴
訟
代
理
人
へ
の
権
限

委
任
状
を
、
公
証
人
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
に
作
成
さ
せ

（
（120
（

た
。
一
三
五
八
年
七
月
四
日
に
は
、

公
証
人
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ロ
ト
ハ
イ
ムN

ikolaus von Schlotheim

が
エ
ア
フ
ル
ト
で
、
騎
士
修
道
会
の
求
め
に
応
じ
て
、

同
年
五
月
に
ミ
ン
デ
ンM

inden

司
教
が
下
し
た
修
道
会
有
利
な
判
決
を
認
証
し
て
い

（
（12
（

る
。
こ
の
判
決
自
体
も
、
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツO

lm
ütz

司
教
区
の
聖
職
者
で
公
証
人
の
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ビ
シ
ェW

enzel von Crabiče

に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
化
さ
れ
て
伝
わ
っ

て
い

（
（12
（

る
。
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
に
よ
る
ミ
ン
デ
ン
司
教
の
判
決
の
確

（
（12
（

認
も
ま
た
、
や
は
り
騎
士
修
道
会
の
求
め
に
よ
り
、
七
月
四
日
に
同
じ
く

公
証
人
ニ
コ
ラ
ウ
ス
に
よ
り
認
証
さ
れ
て
い

（
（12
（

る
。
更
に
一
三
五
八
年
一
月
の
ラ
イ
ト
ミ
シ
ュ
ルLeitom

ischl

司
教
に
よ
る
同
様
に
修
道
会

側
に
有
利
な
判

（
（12
（

決
と
皇
帝
に
よ
る
そ
の
確

（
（12
（

認
も
ま
た
、
七
月
四
日
に
同
じ
く
ニ
コ
ラ
ウ
ス
に
よ
り
公
証
人
証
書
化
さ
れ
て
い

（
（12
（

る
。
判
決
が
下

さ
れ
た
こ
と
も
、
既
に
一
月
に
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ザ
ッ
ト
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ム
ニ
ッ
ツJohannes Sattler von Chem

nitz

に
よ
り

認
証
さ
れ
て
い

（
（12
（

る
。
同
年
七
月
二
一
日
に
は
、
公
証
人
ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
、
関
係
文
書
の
写

（
（12
（

し
を
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
送
達
し
市
民
の
前

で
読
み
上
げ
た
こ
と
を
証
言
す
る
証
書
を
作
成
し
て
い

（
（13
（

る
。
一
三
五
八
年
一
二
月
に
は
、
両
者
の
仲
裁
裁
判
を
め
ぐ
る
交
渉
の
経
過
（
最

後
に
は
市
側
が
合
意
を
拒
否
し
て
交
渉
の
場
か
ら
去
る
）
が
、
や
は
り
公
証
人
ニ
コ
ラ
ウ
ス
に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
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い
（
（13
（

る
。
こ
れ
も
修
道
会
が
作
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
交
渉
経
過
に
つ
い
て
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
一
三
五
九
年
一
月
ご
ろ

に
出
し
た
証
書
に
も
、
修
道
会
側
が
公
証
人
文
書
の
作
成
を
求
め
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い

（
（13
（

る
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
は
、
紛

争
過
程
の
各
段
階
ご
と
に
い
ち
い
ち
公
証
人
文
書
を
作
成
さ
せ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
が
地
中
海
世
界
に
由
来
す

る
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
の
他
、
手
続
が
司
教
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
側
も
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
も
と
に
訴
え

て
い
た
こ
と
な
ど
、
教
会
裁
判
権
の
手
続
と
の
関
係
が
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

一
三
五
八
年
七
月
三
〇
日
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
発
行
さ
れ
た
証
書
で
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
クW

ürttem
berg

伯

エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
お
よ
び
ウ
ル
リ
ヒ
に
対
し
て
、
彼
ら
に
仕
え
る
貴
族
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
お
よ
び
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン

プ
ル
クSchenken von Lim

purg
が
大
コ
ム
ブ
ル
クGroß-Com

burg

修
道
院
か
ら
不
法
な
流
通
税
を
徴
収
し
た
こ
と
、
ま
た
や
は
り

伯
の
従
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ュ
ル
ン
ハ
イ
ムK

onrad von H
ürnheim

が
修
道
士
た
ち
か
ら
公
道
で
財
産
を
奪
っ
た
う
え
、
い

ま
だ
に
返
還
し
な
い
こ
と
を
伝
え
、
流
通
税
徴
収
を
や
め
さ
せ
、
財
産
を
返
還
さ
せ
る
よ
う
命
令
し

（
（13
（

た
。
修
道
院
側
は
こ
の
証
書
を
八
月
二

日
に
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
で
、
公
証
人
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
キ
ッ
ツ
ィ
ン
ゲ
ンFriedrich von K

itzingen

に
公
証
人
証
書
と
し
て

作
成
さ
せ
て
い

（
（13
（

る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
コ
ン
ブ
ル
ク
は
、
特
に
一
四
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
没
落
の
度
を
強
め
て

お
り
、
フ
ォ
ー
ク
ト
の
地
位
を
要
求
す
る
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
プ
ル
ク
な
ど
の
圧
迫
を
受
け
て
い
た
。
皇
帝
は
既
に
一
三
五
五
年
七

月
に
、
修
道
院
か
ら
の
訴
え
を
受
け
て
、
修
道
院
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
を
や
め
る
よ
う
、
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
プ
ル
ク
に
命
令
し

て
い

（
（13
（

た
。
ま
た
修
道
院
の
フ
ォ
ー
ク
ト
職
は
当
時
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ルSchw

äbisch-H
all

市
に
移
っ
て
お
り
、
カ
ー
ル
四
世
は

一
三
五
八
年
七
月
二
九
日
付
で
市
に
修
道
院
を
保
護
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る

（
（13
（

が
、
こ
れ
ら
の
皇
帝
命
令
も
修
道
院
に
と
っ
て
余
り
役
に
立
っ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

（
（13
（

る
。
こ
う
し
た
事
情
が
修
道
院
に
公
証
人
利
用
を
促
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
三
七
一
年
五
月
に
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
トH

ersfeld

修
道
院
と
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
市
の
市
内
に
お
け
る
課
税
な
ど
を
め
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ぐ
る
対
立
に
関
連
し
て
、
修
道
士
総
会K

onvent

を
代
表
す
る
総
会
長D

ekan

ア
ル
ベ
ル
ト
が
公
証
人
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
タ
ン

D
ietrich von T

ann

に
証
書
を
作
ら
せ
て
い

（
（13
（

る
。
こ
の
紛
争
に
お
い
て
は
、
ま
ず
修
道
院
長
ベ
ル
ト
ル
ト
ら
の
修
道
院
側
が
宮
廷
裁
判
所

へ
訴
え
た
が
、
お
そ
ら
く
皇
帝
の
意
を
受
け
た
ゲ
ッ
ツ
ェ
・
フ
ォ
ン
・
グ
ロ
シ
ュ
タ
イ
ンGötze von Grostein

（
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク

の
聖
ペ
ー
タ
ー
教
会
の
参
事
会
長Propst

）
と
騎
士
ス
テ
ィ
ス
ラ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ルStislav von W

eitm
ühl

へ
の
仲

裁
付
託
が
両
当
事
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
一
三
七
一
年
二
月
に
は
彼
ら
に
よ
る
仲
裁
判
決
が
出
さ
れ

（
（13
（

て
、
カ
ー
ル
四
世
も
宮
廷
裁
判
所
印
章

付
の
証
書
で
そ
れ
を
確
認
し

（
（14
（

た
。
こ
の
確
認
証
書
は
、
市
側
の
要
請
に
よ
り
一
三
七
一
年
四
月
に
、
皇
帝
の
金
印
付
証
書
で
再
度
確
認
さ

れ
（
（14
（

た
。
と
こ
ろ
が
、
公
証
人
証
書
に
よ
れ
ば
、
修
道
院
総
会
側
は
、
自
ら
の
主
張
を
裏
付
け
る
証
書
を
提
示
し
つ
つ
、
仲
裁
判
決
に
反
論
し
、

ま
た
件
の
金
印
証
書
は
詐
欺
的
手
続
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
教
皇
庁
に
上
訴
を
行
っ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
経
過
を
公
証
人
が
証
書
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
教
皇
庁
へ
の
上
訴
と
い
う
事
情
が
、
教
会
裁
判
所
で
の

証
明
力
を
確
保
す
べ
く
公
証
人
証
書
を
作
ら
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
っ
た
ん
仲
裁
付
託
に
同
意
し
な
が
ら
、
仲
裁
判
決
も

そ
れ
を
確
認
し
た
皇
帝
証
書
も
否
定
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
特
異
な
状
況
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
三
七
七
年
一
一
月
に
は
、皇
帝
臨
席
の
も
と
、ザ
ク
セ
ン
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
ヘ
ル
フ
ォ

ル
トH

erfold

修
道
院
と
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
市
に
い
か
な
る
権
利
も
持
た
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
女
子
修
道
院
長

ヒ
ル
デ
グ
ン
トH

ildegund

は
、
こ
れ
を
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
司
教
区
の
聖
職
者
で
公
証
人
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ハ
ン
テ
ロ
エSiegfried 

H
anteloye

に
公
証
人
証
書
と
し
て
作
成
さ
せ
て
い

（
（14
（

る
。
そ
の
際
、
修
道
院
が
提
示
し
た
と
思
わ
れ
る
、
一
一
四
七
年
の
コ
ン
ラ
ー
ト
三
世

の
特
権
状
お
よ
び
一
一
五
五
年
の
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
教
皇
勅
書
が
証
書
中
に
挿
入
さ
れ
、
検
分
さ
れ
読
み
上
げ
ら
れ
た
そ
れ
ら
の

特
権
状
に
も
と
づ
い
て
皇
帝
自
身
が
、
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
が
公
に
属
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
公
証
人
文
書
を
使
う
の
は
教
会
関
係
者
だ
け
で
は
な
い
。
既
に
こ
れ
ま
で
の
叙
述
で
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
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期
に
は
、
都
市
や
世
俗
貴
族
が
公
証
人
に
文
書
を
作
ら
せ
て
い
る
例
が
か
な
り
の
数
見
ら
れ
る
。
一
三
五
八
年
六
月
二
日
に
皇
帝
は
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
市
の
訴
え
に
応
じ
て
、
貴
族
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ンEberhard von Eppstein

に
、
シ
ュ
タ
イ
ン

ハ
イ
ムSteinheim

の
流
通
税
徴
収
所
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
民
か
ら
税
を
取
ら
な
い
よ
う
命
令
し

（
（14
（

た
。
こ
の
文
書
が
、
一
三
五
八
年
六
月

二
二
日
付
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
エ
ッ
カ
ル
デ
ィ
・
フ
ォ
ン
・
バ
ン
ベ
ル
クK

onrad Eckardi von Bam
berg

の
公
証
人
証
書
に
含
ま
れ
て
伝

わ
っ
て
い
る
。
国
王
都
市
に
よ
る
公
証
人
証
書
利
用
の
事
例
で
あ

（
（14
（

る
。

　

一
三
六
〇
年
三
月
に
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ンElisabeth von K

atzenelnbogen

が
ヴ
ォ
ル
ム
ス
で
、

リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
区
の
公
証
人
ペ
ト
ル
ス
・
ケ
ラ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ヘ
ンPetrus K

ellerm
ann von A

achen

に
公
証
人
証
書
を

作
ら
せ
て
い

（
（14
（

る
。
内
容
は
、
彼
女
が
夫
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハEberhard Schenk von Erbach

を
シ
ュ

タ
イ
ン
ハ
イ
ムSteinheim

な
ど
に
お
け
る
彼
女
の
権
利
の
代
理
人
に
任
命
し
、
聖
俗
裁
判
所
に
お
け
る
、
そ
し
て
と
り
わ
け
皇
帝
の
も
と

に
お
け
る
訴
訟
遂
行
な
ど
の
権
限
を
与
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
兄
弟
の
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル

ト
四
世
が
子
な
く
し
て
死
ん
だ
た
め
、
ベ
ル
ト
ル
ト
三
世
に
始
ま
る
伯
分
家
の
相
続
人
と
し
て
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
エ
プ
シ
ュ

タ
イ
ン
と
所
領
を
争
う
立
場
に
あ
っ
た
。
訴
訟
権
限
の
授
与
と
い
う
点
で
は
、
前
述
の
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
ケ
ー
ス
と
似
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
同
席
し
、
請
わ
れ
て
文
書
に
印
章
を
付
し
て
い
る
こ
と
も
注

目
さ
れ

（
（14
（

る
。
あ
る
い
は
、
公
証
人
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
司
教
の
助
言
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
後
、
実
際
に
シ
ェ
ン
ク
・

フ
ォ
ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハ
は
、
皇
帝
宮
廷
で
エ
プ
シ
タ
イ
ン
相
手
に
訴
訟
を
遂
行
し
、
ア
ハ
ト
判
決
を
獲
得
す
る
な
ど
し
て
い

（
（14
（

る
。

　

お
そ
ら
く
一
三
六
一
年
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
市
が
、
皇
帝
か
ら
裁
判
官
と
し
て
の
任
務
を
委
託
さ
れ
た
ゴ
ス
ラ
ー
市
の
参
事
会
の
前
で
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
い
る
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ュ
ト
ー
テH

erm
ann Stote

と
の
五
年
以
上
に
及
ぶ
争
い
に
お
け
る
市
側
の
訴
え
を
、
公
証
人

文
書
に
作
成
さ
せ
て
い

（
（14
（

る
。
こ
こ
で
、
市
側
の
訴
訟
代
理
人
に
し
て
法
律
顧
問Syndikus

と
し
て
、
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
司
教
区
の
聖
職
者
、
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マ
ギ
ス
テ
ル
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
ヴ
ァ
ル
ツ
ハ
ウ
ゼ
ンM

agister H
ildebrand von H

ilw
artshausen

が
登
場
し
て
い

る
の
は
目
に
付
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
証
人
文
書
で
は
、
皇
帝
の
委
託
が
ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
要
求
も
ド
イ
ツ
語
で
書
か

れ
た
方
が
適
切
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
も
し
シ
ュ
ト
ー
テ
が
市
側
の
要
求
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
望
み
ど
お
り
訳
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
し
法
的
抗
弁
は
ド
イ
ツ
語
よ
り
も
ラ
テ
ン
語
の
方
が
よ
り
す
み
や
か
に
な
さ
れ
う
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

（
（14
（

る
。
こ

の
よ
う
な
言
い
方
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
は
学
識
法
の
知
識
を
有
し
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
紛
争
に
関
係

し
て
は
、
一
三
六
一
年
一
〇
月
に
も
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
市
が
、
マ
イ
ン
ツ
司
教
区
の
聖
職
者
で
公
証
人
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ガ

ン
ダ
ー
ス
ハ
イ
ムD

ietrich von Gandersheim

に
皇
帝
証
書
の
内
容
を
認
証
さ
せ
て
い

（
（15
（

る
。

　

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ア
ー
ド
ル
フ
の
紛
争
に
お
い
て
は
、
伯
側
が
い
く
つ
か
の
公
証
人
証
書
を
作
ら
せ
て
い
る
。

一
三
六
三
年
五
月
二
六
日
に
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
で
、
公
証
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ボ
ル
クH

einrich von W
ittenborg

（
ラ
ッ
ツ
ェ

ブ
ル
クRatzeburg

司
教
区
の
聖
職
者
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
証

（
（15
（

書
は
、
手
続
の
一
件
書

（
（15
（

類
を
含
む
大
部
の
も
の
で
あ
る
。
皇
帝
か
ら
こ

の
対
立
に
つ
い
て
の
委
任
裁
判
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、必
要
な
際
に
そ
こ
か
ら
証
書
を
作
れ
る
よ
う
に
、

関
係
書
類
を
記
録
す
る
よ
う
公
証
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
命
じ
、
そ
の
後
一
件
書
類
の
記
載
が
続
き
、
最
後
は
公
が
期
日
を
同
日
夕
方
ま
で
延
期

し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
同
日
付
で
や
は
り
公
証
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
よ
り
書
か
れ
た
別
の
証
書
で
は
、
市
側
が
皇
帝
の
も
と
へ
上
訴
を
行
う
こ

と
を
提
起
し
た
の
に
対
し
て
、
公
が
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
市
側
が
裁
判
の
場
か
ら
退
去
し
、
そ
れ
に
対
し
て
市
側
の
行
動
を
裁
判

懈
怠contum

acia

と
す
る
決
定
が
宣
告
さ
れ
て
い

（
（15
（

る
。
同
年
六
月
に
も
や
は
り
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
で
、
同
じ
公
証
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
手
に
よ

り
、
い
く
つ
か
の
文

（
（15
（

書
が
公
証
人
証
書
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い

（
（15
（

る
。
証
書
は
、
こ
の
六
月
の
期
日
に
も
市
側
が
皇
帝
へ
の
上
訴
を
行
っ
た

が
認
め
ら
れ
ず
、
市
側
が
退
去
し
た
後
、
最
終
的
に
伯
側
勝
訴
の
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
連
の
手
続
の
中
で
、
市
側
の

皇
帝
へ
の
上
訴
を
封
じ
こ
め
る
と
い
う
必
要
が
、
公
証
人
証
書
作
成
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ザ
ク
セ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
公
と
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
の
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
の
遺
産
を
め
ぐ
る
対
立
で
も
、
先
行
す
る

法
的
行
為
を
無
効
と
す
る
皇
帝
証
書
か
ら
、
一
三
七
一
年
一
二
月
に
、
何
通
か
の
公
証
人
証
書
が
作
成
さ
れ
て
い

（
（15
（

る
。

　

一
三
七
四
年
五
月
の
皇
帝
証
書
は
、
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
市
民
を
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
フ
ェ
ー
メ
裁
判
所Freistuhl, Freigericht

へ
召
喚
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
市
の
裁
判
籍
特
権
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
市
民
に
対
し
て
フ
ェ
ー
メ
裁
判
所
に
起
こ
さ
れ
た
訴
訟

は
皇
帝
宮
廷
へ
回
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ

（
（15
（

る
。
こ
の
証
書
は
公
証
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
コ
ン
ラ
デ
ィ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ィ
ー
ン
ブ
ル
クH

einrich 

Conradi von D
ienburg

と
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
の
聖
職
者
エ
ッ
カ
ル
トEckhard

の
確
認
証
書V

idim
us

の
形
で
伝
存
し
て
い
る
が
、
確

認
証
書
の
発
行
日
付
は
不
明
で
あ
る
。
確
認
証
書
は
市
の
求
め
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
裁
判
籍
特
権
を
公
証
人
文
書
化
し
た
前
述
の
ケ

ル
ン
市
の
ケ
ー
ス
に
近
い
例
と
言
え
よ
う
。

　

一
三
七
五
年
五
月
二
〇
日
付
の
カ
ー
ル
四
世
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
公
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
へ
の
命
令
書
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
は
ラ
イ
ン
宮
中
伯

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
に
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ンK

aiserslautern

な
ど
を
ゆ
だ
ね
た
が
、
フ
ェ
ル
デ
ン
ツ
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
こ
の
処
分
に

抵
抗
し
て
い
る
。
伯
は
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
同
意
と
指
示
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
引
き
渡
す
と
主
張
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
皇
帝
は
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル

に
、
た
だ
ち
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
指
示
し
て
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
等
を
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
引
き
渡
さ
せ
る
よ
う
命
令
し
て
い

（
（15
（

る
。
こ
の
命

令
書
が
五
月
三
一
日
付
の
公
証
人
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
公
証
人
証
書
自
体
は
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の
市
立
文
書
館
に
伝
わ
っ

て
い
る
。
更
に
、
同
じ
く
五
月
二
〇
日
付
の
フ
ェ
ル
デ
ン
ツ
伯
あ
て
の
命
令
書
で
、
皇
帝
は
、
伯
自
身
に
対
し
て
も
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ

ル
ン
等
を
引
き
渡
す
よ
う
命
令
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伯
は
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
か
ら
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の
城
と
都
市
を
ゆ
だ
ね

ら
れ
た
が
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
は
そ
れ
を
た
だ
帝
国
代
理Reichsvikar
と
し
て
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
皇
帝
自
身
が
ラ
イ

ン
宮
中
伯
に
そ
れ
ら
を
任
せ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
伯
は
た
だ
ち
に
抵
抗
な
く
、
城
と
都
市
を
宮
中
伯
に
引
き
渡
す
べ
き
で
あ

（
（15
（

る
。
こ
の

命
令
書
も
、同
じ
五
月
三
一
日
付
の
公
証
人
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
も
、ま
ず
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
公
に
よ
る
処
分
が
あ
り
、
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そ
れ
を
皇
帝
の
処
分
に
よ
っ
て
覆
す
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
案
件
の
関
係
で
は
、
皇
帝
は
一
三
七
五
年
七
月
に
カ
イ
ザ
ー
ス

ラ
ウ
テ
ル
ン
市
に
も
命
令
書
を
送
り
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
服
従
宣
誓
を
行
う
よ
う
命
令
し
て
い
る

（
（16
（

が
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
も
一
三
七
五
年

八
月
二
七
日
お
よ
び
一
三
九
〇
年
五
月
に
確
認
証
書V

idim
us

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
作
成
日
付
は
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン

市
が
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
服
従
宣
誓
を
行
っ
た
二
日
後
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
公
証
人
が
関
与
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
三
七
七
年
六
月
に
、カ
ー
ル
四
世
は
、エ
ス
リ
ン
ゲ
ンEßlingen

、ロ
ッ
ト
ヴ
ァ
イ
ルRottw

eil

、ロ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ンReutlingen

、ヴ
ァ

イ
ルW

eil

の
各
市
を
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
と
ウ
ル
リ
ヒ
お
よ
び
そ
の
他
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
、
お
よ
び
ク
ラ

フ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エK

raft von H
ohenlohe

の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
と
し
て
の
権
限
と
保
護
へ
の
服
従
か
ら
解
放
し
た
。

た
だ
し
皇
帝
が
他
の
者
を
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
に
任
命
し
た
場
合
は
、
彼
に
服
従
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
伯
は
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
な
ど
下
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
国
王
諸
都
市
を
支
配
下
に
お
こ
う
と
努
め
て
い
た
が
、
こ
の
処
分
に
よ
り
皇
帝

は
、
都
市
同
盟
を
結
ん
で
結
束
し
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
諸
都
市
に
譲
歩
を
見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
証
書
が
、
一
三
七
七
年
五
月
の
同
趣

旨
の
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
証
書
と
と
も
に
、
一
三
八
七
年
に
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
市
が
作
ら
せ
た
公
証
人
証
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。
公
証
人
証

書
の
作
成
時
期
は
次
の
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
治
世
期
に
属
す
る
が
、
こ
の
時
点
で
下
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
諸
都
市
と
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
と

の
関
係
に
つ
い
て
紛
争
が
再
燃
し
て
い
た
こ
と
が
、
証
書
作
成
の
背
景
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

（
（16
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ー
ル
四
世
の
も
と

（
（16
（

で
、
と
り
わ
け
一
三
五
〇
、六
〇
年
代
に
比
較
的
多
く
、
国
王
裁
判
権
の
活
動
に
か
か
わ
っ
て
当
事

者
た
ち
が
公
証
人
を
利
用
し
て
い
た
。
カ
ー
ル
四
世
治
世
以
前
と
比
較
す
る
と
、
公
証
人
利
用
は
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。
史
料
の
残
る
地

理
的
範
囲
は
、
前
代
か
ら
多
く
見
ら
れ
た
帝
国
西
部
境
界
地
方
の
他
、
帝
国
西
部
か
ら
ラ
イ
ン
以
東
の
か
な
り
広
い
空
間
に
及
ん
で
お
り
、

ま
た
当
事
者
の
身
分
の
点
で
も
、
教
会
と
聖
職
者
だ
け
で
な
く
、
都
市
も
か
な
り
現
れ
、
数
は
少
な
い
が
世
俗
貴
族
も
登
場
す
る
。
公
証
人

文
書
が
登
場
す
る
文
脈
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
訴
訟
代
理
人
の
任
命
や
召
喚
手
続
の
遂
行
報
告
と
い
っ
た
裁
判
手
続
関
係
の
案
件
の
他
、
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相
手
方
の
抵
抗
に
よ
り
困
難
が
予
想
さ
れ
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
も
関
連
し
て
、
先
行
す
る
処
分
を
撤
回
・
変
更
す
る
、

以
前
の
文
書
の
解
釈
を
行
う
、
以
前
に
発
行
さ
れ
た
文
書
の
効
力
を
否
定
す
る
、
な
ど
の
事
情
が
多
く
現
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
事
情
は
既
に
前
代
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
も
数
多
く
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

四
．
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
時
代
（
一
三
七
八－

一
四
〇
〇
年
）

　

ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
治
世
に
入
る
と
、
史
料
集
に
現
れ
る
公
証
人
文
書
の
数
は
大
き
く
減
少
す
る
。
特
に
一
三
八
〇
年
代
か
ら
は
わ
ず
か
し
か

伝
わ
ら
な
い
。
た
し
か
に
父
カ
ー
ル
四
世
と
比
べ
て
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
治
世
は
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
勘
案
し
て
も
減
少
傾
向
に
は

著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

帝
国
西
部
境
界
地
方
か
ら
の
事
例
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
一
三
九
五
年
二
月
に
、
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ

ル
ク
市
に
宮
廷
往
復
の
安
全
通
行
権
を
付
与
し
て
い
る
が
、
こ
の
証
書
が
同
年
三
月
に
聖
職
者
で
公
証
人
の
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ダ
ー
・
フ
ォ

ン
・
エ
ス
リ
ン
ゲ
ンJohann W

erder von Eßlingen
お
よ
び
公
証
人
ヴ
ェ
ル
ン
ヘ
ル
・
シ
ュ
パ
ツ
ィ
ン
ガ
ーW

ernher Spatzinger

に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
公
証
人
文
書
に
挿
入
さ
れ
て
い

（
（16
（

る
。
一
三
九
七
年
六
月
に
は
、
国
王
が
デ

ヴ
ェ
ン
テ
ルD

eventer

市
を
国
王
宮
廷
に
召
喚
し
た
。
そ
の
際
デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
で
実
行
さ
れ
た
召
喚
手
続
、
す
な
わ
ち
国
王
の
召
喚
状
が

確
か
に
市
側
に
手
渡
さ
れ
た
こ
と
が
、
教
皇
の
公
証
人
で
ケ
ル
ン
司
教
区
の
聖
職
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ッ

シ
ェ
ルW
ilhelm

 Gottschalk von W
ischel

と
皇
帝
の
公
証
人
で
ユ
ト
レ
ヒ
ト
司
教
区
の
聖
職
者
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ラ
ン
デ
ンLam

bert 

Randen

に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

（
（16
（

る
。
既
に
い
く
つ
か
見
た
よ
う
な
、
召
喚
手
続
の
完
遂
を
証
明
す
る
と
い
う
文
脈
で

あ
る
。
一
三
九
八
年
九
月
に
は
、
教
皇
と
皇
帝
の
公
証
人
イ
ン
グ
ラ
ム
・
ド
メ
ルIngram

 D
om

el

（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
司
教
区
の
聖
職
者
）
が
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デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
市
民
の
国
王
宮
廷
裁
判
所
へ
の
召
喚
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
公
証
人
証
書
と
し
て
書
い
て
い

（
（16
（

る
。

　

ケ
ル
ン
関
係
の
事
例
が
や
は
り
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
。
一
三
八
七
年
七
月
の
国
王
証
書
は
、
ケ
ル
ン
大
司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ら
の
求

め
に
応
じ
て
、
パ
ド
ベ
ル
ク
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒFriedrich von dem

 alten H
aus zu Padberg

と
そ
の
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
の
パ
ド
ベ
ル
ク
の
フ
ェ
ー
メ
裁
判
所Freigrafschaft

を
不
法
に
占
拠
し
て
い
る
こ
と
を
認
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
国
王
は

同
裁
判
所
を
廃
止
し
、
同
裁
判
所
の
こ
れ
ま
で
の
行
為
の
効
力
を
否
定
し
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
対
し
て
は
裁
判
所
か
ら
手
を
引
き
ケ
ル
ン
大

司
教
を
害
し
な
い
よ
う
求
め
て
い

（
（16
（

る
。
こ
の
証
書
は
一
三
八
八
年
一
月
に
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ー
デ
ン
ブ
ル
ッ
フJohannes 

von Radenbruch

に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
化
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
や
は
り
文
書
の
内
容
が
、
裁
判
所
を
廃
止
し
、
特
に
従
来
裁
判
所
が
行
っ

た
措
置
を
無
効
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
注
目
し
て
お
こ
う
。

　

一
三
九
三
年
二
月
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
は
ケ
ル
ン
市
に
対
し
て
、
市
の
使
節
と
し
て
来
た
騎
士
ヒ
ル
ガ
ー
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
シ
ュ
テ
ッ
セ

ンH
ilger von der Stessen

の
言
う
と
こ
ろ
を
聞
き
、
市
に
有
利
な
決
定
を
下
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。
国
王
は
そ
の
中
で
、
ド
イ

ツD
eutz

修
道
院
問
題
と
流
通
税
問
題
に
つ
い
て
は
（
ヒ
ル
ガ
ー
に
国
王
の
意
向
を
伝
え
た
の
で
）
彼
と
よ
く
協
議
す
る
よ
う
に
と
命
じ

て
い
る
。
こ
の
文
書
が
、
そ
の
後
一
三
九
六
年
二
月
に
な
っ
て
ケ
ル
ン
（
大
）
司
教
区
の
聖
職
者
に
し
て
教
皇
の
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ

ン
・
ア
ン
ラ
ー
トJohannes von A

nrath

に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
て
い

（
（16
（

る
。
ド
イ
ツ
修
道
院
は
一
三
九
三
年
三
月
に
ケ
ル
ン
市
に
よ
っ
て

占
拠
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ケ
ル
ン
市
と
ケ
ル
ン
大
司
教
お
よ
び
ベ
ル
ク
公
と
の
対
立
を
先
鋭
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
一
三
九
六
年
一

月
以
後
ケ
ル
ン
市
が
ヒ
ル
ガ
ー
お
よ
び
そ
の
党
派
を
訴
追
す
る
際
に
も
影
響
を
与
え
た
。
公
証
人
文
書
は
お
そ
ら
く
こ
の
訴
追
と
の
関
係
で

作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

（
（16
（

る
。

　

一
三
九
九
年
一
二
月
二
〇
日
、
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
は
ケ
ル
ン
市
に
、
ヨ
ハ
ン
・
カ
ヌ
スJohann Canus

が
ケ
ル
ン
市
を
国
王
宮
廷
裁

判
所
に
訴
え
て
召
喚
し
た
件
に
つ
き
、
市
の
求
め
に
応
じ
て
、
国
王
が
ド
イ
ツ
に
来
て
決
定
（
和
解
な
い
し
判
決
）
す
る
ま
で
手
続
を
停
止
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さ
せ
る
こ
と
に
し
た
と
知
ら
せ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
間
、
原
告
の
家
や
財
産
は
無
傷
で
あ
る
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。
こ
の
証
書
が
一
二

月
二
二
日
以
後
に
公
証
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
レ
ン
トH

einrich V
rend

に
よ
っ
て
写
さ
れ
て
ケ
ル
ン
市
に
伝
存
し
て
い

（
（16
（

る
。
こ
れ
も
、
い
っ

た
ん
行
わ
れ
た
召
喚
の
効
力
を
停
止
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

他
に
、
教
会
と
聖
職
者
が
公
証
人
に
文
書
を
作
成
さ
せ
て
い
る
例
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
一
三
八
八
年
九
月
に
ヴ
ェ
ン

ツ
ェ
ル
は
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
市
壁
外
の
聖
モ
ー
リ
ッ
ツSt. M

oritz

教
会
の
た
め
に
大
部
の
保
護
特
権
状
を
発
行
し
て
い
る
が
、
ヒ
ル
デ
ス

ハ
イ
ム
司
教
ゲ
ア
ハ
ル
ト
は
一
三
九
一
年
一
〇
月
に
公
証
人
ア
ル
ベ
ル
ト
・
グ
ル
デ
ン
ク
ロ
ー
ンA

lbert Guldencron

に
命
じ
て
こ
の
特

権
状
の
写
し
を
作
成
さ
せ
て
い

（
（17
（

る
。
こ
の
特
権
状
は
、
世
俗
の
諸
侯
、
貴
族
、
都
市
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
圧
迫
や
権
利
侵
害
が
教
会
と
修
道

院
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、
そ
う
し
た
世
俗
側
の
行
為
・
処
分
な
ど
を
す
べ
て
無
効
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
前

述
し
た
カ
ー
ル
四
世
の
北
ド
イ
ツ
の
聖
職
者
の
た
め
の
大
特
権
状
と
類
似
し
た
状
況
と
言
っ
て
よ
い
。

　

一
三
九
四
年
二
月
の
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
へ
の
命
令
に
よ
れ
ば
、
国
王
は
市
に
市
民
か
ら
租
税
を
徴
収
す
る
権
利
を

授
与
し
た
が
、
そ
の
際
市
内
の
聖
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
スSt. Bartholom

äus

教
会
と
そ
の
聖
職
者
の
諸
権
利
を
侵
害
し
な
い
よ
う
説
明
し
て

お
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
は
聖
職
者
か
ら
も
税
を
要
求
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
国
王
は
、
国
王
が
派
遣
す
る
エ
ル
ザ

ス
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
、
ボ
リ
ヴ
ォ
イ
・
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ナ
ー
レBořivoj von Svinaře

ら
が
到
着
す
る
ま
で

税
徴
収
を
や
め
る
よ
う
市
に
命
令
し
て
い
る
。
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
ら
が
両
者
を
和
解
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
が

一
三
九
四
年
二
月
に
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ハ
ル
ダ
ーJohannes H

alder
に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
化
さ
れ
て
い

（
（17
（

る
。
証
書
を
作
ら
せ
た
の
は

聖
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
教
会
側
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
や
は
り
、
租
税
徴
収
権
の
付
与
と
い
う
、
以
前
に
行
わ
れ
た
国
王
の
処
分
の
効
力
を
限
定

す
る
こ
と
に
か
か
わ
る
事
案
で
あ
る
。

　

都
市
や
俗
人
が
公
証
人
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
。
一
三
八
八
年
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
ゲ
ア
ハ
ル
ト
が
発
行
し
た
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何
通
か
の
文
書
は
、名
宛
人
と
し
て
、ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
市
と
司
教
区
の
聖
職
者
た
ち
と
と
も
に
公
証
人
を
も
あ
げ
て
い

（
（17
（

る
。
案
件
は
、ヴ
ィ

ン
ズ
ハ
イ
ムW

indsheim

市
民
の
同
市
参
事
会
に
対
す
る
訴
え
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
一
三
九
四
年
一
月
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
か
ら
国

王
宮
廷
裁
判
官
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
伯
ヨ
ハ
ン
へ
の
命
令
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ュ
ラ
イH

einrich Schley

の
寡
婦
ア
ン
ナ
が
訴
え

て
、
ヴ
ィ
ン
ズ
ハ
イ
ム
市
を
宮
廷
裁
判
所
に
召
喚
し
た
。
し
か
し
市
は
原
告
に
対
し
て
、
宮
廷
で
も
そ
の
他
の
場
所
で
も
応
訴
し
、
ま
た
市

で
原
告
に
法
を
与
え
る
用
意
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
国
王
は
宮
廷
裁
判
所
で
こ
れ
以
上
手
続
を
進
め
る
こ
と
を
禁
じ
、
事
案
を
ヴ
ィ
ン
ズ

ハ
イ
ム
市
の
裁
判
所
へ
と
回
付
さ
せ
た
。
こ
の
文
書
が
そ
の
他
の
文
書
と
と
も
に
、
二
人
の
ヴ
ィ
ン
ズ
ハ
イ
ム
市
民
の
求
め
に
よ
っ
て
、

一
三
九
六
年
六
月
に
、
公
証
人
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
キ
ィ
ス
ツ
ィ
ヒH

einrich von K
yszig zu N

ürnberg

に

よ
っ
て
写
し
を
作
ら
れ
て
認
証
さ
れ
て
い

（
（17
（

る
。
こ
こ
で
も
、
い
っ
た
ん
な
さ
れ
た
召
喚
を
変
更
す
る
こ
と
と
、
公
証
人
文
書
作
成
が
結
び
つ

い
て
い
る
。

　

一
三
八
八
年
一
一
月
一
三
日
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
オ
ッ
ト
ー
が
裁
判
官
に
し
て
帝
国
法
と
帝
国
命
令
の
執
行
者
と
し
て
ハ
ル
ツ

ブ
ル
クH

arzburg

の
ア
ム
ト
マ
ン
、ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ヒ
ェ
ル
トH

ans von Schw
icheldt

に
あ
て
た
文
書
に
よ
れ
ば
、公
は
、

ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
ゲ
ア
ハ
ル
ト
と
司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
よ
る
ゴ
ス
ラ
ー
市
に
対
す
る
侵
害
の
案
件
に
つ
い
て
、
ハ
ン
ス
を
み
ず
か
ら

の
代
理
裁
判
官
と
し
て
任
命
し

（
（17
（

た
。
こ
の
証
書
が
公
証
人
証
書
に
組
み
込
ま
れ
て
ゴ
ス
ラ
ー
市
の
文
書
館
に
残
っ
て
い
る
。
更
に
、
一
一
月

二
三
日
付
で
ハ
ン
ス
が
発
行
し
た
文
書
も
、
写
し
の
形
で
同
じ
公
証
人
証
書
に
含
ま
れ
て
い

（
（17
（

る
。
証
書
を
作
成
し
た
公
証
人
は
、
ヘ
ル
マ
ン
・

ヴ
ェ
レ
ン
ベ
ル
クH

erm
ann W

erenberch

と
前
出
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
グ
ル
デ
ン
ク
ロ
ー
ンA

lbertus Guldencron

で
あ
っ
た
。

　

一
三
九
五
年
一
月
の
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
ブ
レ
ス
ラ
ウ
市
民
ハ
ン
ス
・
ベ
テ
ィ
コ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
レ
ス
ラ
ウH

ans Betiko von 

Breslau

の
証
書
は
、
彼
が
国
王
宮
廷
裁
判
所
で
パ
ッ
サ
ウ
市
民
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
ラ
フ
トFriedrich K

raft

を
訴
え
て
勝
訴
し
ア
ン
ラ

イ
テ
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
を
適
法
に
実
行
し
て
得
た
資
産
を
売
却
し
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
証
書
が
一
四
〇
八
年
九
月
に
ユ
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ト
レ
ヒ
ト
司
教
区
の
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒEm

m
erich

の
聖
職
者
で
公
証
人
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ペ
ヒH

einrich Pech

に
よ
り
公
証
人
証
書
に
作

成
さ
れ
、
二
人
の
修
道
院
長
に
よ
り
認
証
さ
れ
て
い
る
。
証
書
の
伝
承
場
所
は
ア
ン
ラ
イ
テ
が
実
行
さ
れ
た
パ
ッ
サ
ウ
で
あ

（
（17
（

る
。
こ
の
件
で

は
更
に
一
四
〇
四
年
一
一
月
の
「
国
王
」
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
証
書
も
同
じ
公
証
人
証
書
に
入
れ
ら
れ
て
い

（
（17
（

る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
ラ
フ
ト

は
国
王
宮
廷
に
よ
っ
て
ア
ハ
ト
を
科
さ
れ
て
い
た
が
、
国
王
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
求
め
に
よ
り
ア
ハ
ト
を
解
除
し
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
そ
の
子
ら
の
財
産
は
以
後
無
傷
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
側
が
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
公
証
人

証
書
を
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
い
っ
た
ん
出
さ
れ
た
ア
ハ
ト
と
関
連
証
書
を
無
効
に
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

一
三
九
八
年
一
月
八
日
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
発
行
さ
れ
た
国
王
証
書
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
都
市
同
盟
と
の
対
立
に
関
す
る
仲

裁
決
定
が
下
さ
れ
、
そ
の
結
果
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
諸
都
市
が
賠
償
金
支
払
い
義
務
を
負
っ
た
。
国
王
も
こ
の
仲
裁
決
定
を
確
認
し
た
。
と

こ
ろ
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
諸
都
市
は
損
害
賠
償
を
支
払
わ
ず
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
マ
イ
ン
ツ
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
各
市
に
損

害
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
国
王
は
、
三
都
市
に
賠
償
金
を
得
る
こ
と
を
認
め
、
他
の
都
市
等
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
諸
都
市
を
援
助
し
な
い

よ
う
に
命
令
し
た
。
こ
の
証
書
が
皇
帝
の
公
証
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
トJohannes M

eyer d. Ä
 von 

Gasterfeld 

（
マ
イ
ン
ツ
司
教
区
の
聖
職
者
）
に
よ
り
一
月
二
一
日
に
公
証
人
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
い

（
（17
（

る
。
公
証
人
証
書
を
作
成
さ
せ
た
の

は
伝
承
場
所
で
あ
る
ヴ
ォ
ル
ム
ス
市
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

一
三
九
八
年
一
月
の
国
王
証
書
に
よ
れ
ば
、
パ
ウ
ル
・
カ
ス
テ
ラ
ンPaul Castellan

が
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
と
ハ
イ
ナH

aina

修

道
院
を
国
王
宮
廷
裁
判
所
へ
訴
え
て
召
喚
し
た
。
こ
の
紛
争
で
一
三
九
四
年
四
月
に
成
立
し
た
和
解
に
つ
き
、
カ
ス
テ
ラ
ン
は
一
三
九
七
年

一
〇
月
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
聖
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
教
会
で
公
証
人
に
写
し
を
作
成
さ
せ
て
い

（
（17
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
治
世
に
お
け
る
公
証
人
の
登
場
例
は
数
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
公
証
人
を
利
用
す
る
当
事
者
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
教
会
・
聖
職
者
が
登
場
す
る
他
、
都
市
・
市
民
が
目
立
つ
よ
う
に
も
見
え
る
。
公
証
人
文
書
が
作
ら
れ
る
背
景
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
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ル
四
世
期
と
同
様
に
、
や
は
り
先
行
す
る
処
分
や
文
書
の
効
力
を
変
更
・
否
定
し
て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
前
代

と
比
べ
て
大
き
な
変
化
は
生
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
本
稿
は
、
全
部
で
約
七
〇
の
事
例
を
抽
出
し
た
が
、
こ
れ
は
検
討
対
象
と

し
た
証
書
集
が
一
冊
に
つ
き
四
〇
〇
か
ら
五
〇
〇
の
史
料
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
関
係
史
料
全
体
の
ご
く
わ
ず
か
を
占
め

る
に
す
ぎ
な
い
。
公
証
人
に
よ
る
文
書
作
成
は
、
国
王
裁
判
権
と
の
関
係
で
は
、
決
し
て
日
常
的
と
い
え
る
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
一
四
〇
〇
年
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
は
、
一
五
世
紀
と
比
較
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
数
が
な
お

少
な
か
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
シ
ュ
ー
ラ
ー
が
作
成
し
た
一
五
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
西
南
ド
イ
ツ
の
公
証
人

リ
ス
ト
は
一
五
六
六
名
を
収
録
す
る
が
、
そ
の
う
ち
一
四
〇
〇
年
以
前
に
公
証
人
と
し
て
活
動
し
え
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
約
三
八
〇
名
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ

（
（18
（

る
。

　

公
証
人
を
利
用
し
公
証
人
に
文
書
を
作
成
さ
せ
る
主
体
に
つ
い
て
言
え
ば
、
皇
帝
・
国
王
お
よ
び
宮
廷
裁
判
官
自
身
が
公
証
人
証
書
を
作

ら
せ
た
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
、
従
来
の
研
究
所
見
は
、
我
々
が
用
い
た
証
書
集
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ
た
史
料
的
基
盤
に
お
い

て
も
、
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
王
裁
判
権
の
活
動
と
の
関
係
で
、
公
証
人
を
利
用
し
た
の
は
、
紛
争
当
事
者
た
ち
お
よ
び

彼
ら
と
か
か
わ
り
を
持
っ
た
周
囲
の
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
身
分
・
属
性
を
見
る
と
、
や
は
り
教
会
と
聖
職
者
が
数
多
く
、
こ
の
点
で
、

中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
拡
大
と
教
会
、
と
り
わ
け
教
会
裁
判
所
（
そ
れ
も
司
教
代
理
裁
判
官O

ffi
zial

の
裁
判
所
）
と
の
密

接
な
関
連
を
強
調
す
る
従
来
の
諸
研
究
の
見
解
と
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
教
会
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
カ
ー
ル
四
世
期
か
ら
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ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
期
に
か
け
て
、都
市
と
市
民
が
か
な
り
多
く
の
公
証
人
証
書
を
作
ら
せ
て
い
る
こ
と
も
本
稿
で
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

公
証
人
利
用
が
教
会
セ
ク
タ
ー
だ
け
で
な
く
世
俗
分
野
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
世
俗
貴
族
が
公
証
人

証
書
を
作
成
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
全
体
の
中
で
は
例
外
的
で
あ
り
、
彼
ら
の
世
界
と
公
証
人
に
よ
る
「
確
か
さ
」
の
創
出
と
の
間
に
は
、

こ
こ
で
検
討
し
た
一
四
〇
〇
年
ま
で
と
い
う
時
期
に
お
い
て
は
、
ま
だ
か
な
り
の
距
離
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

国
王
裁
判
権
と
の
関
係
で
の
公
証
人
利
用
は
、
時
期
的
に
は
、
一
三
世
紀
末
に
始
ま
り
、
カ
ー
ル
四
世
期
、
特
に
一
三
五
〇
、六
〇
年
代

に
多
く
の
事
例
を
残
し
て
い
る
が
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
治
世
に
入
る
と
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
。
地
理
的
に
は
、
帝
国
西
部
境
界
地
方
や
、
ラ

イ
ン
川
以
西
の
帝
国
西
部
か
ら
、
公
証
人
証
書
の
作
成
例
が
数
多
く
伝
わ
る
が
、
や
は
り
カ
ー
ル
四
世
期
を
中
心
に
、
ラ
イ
ン
以
東
か
ら
も

史
料
が
残
っ
て
い
る
。
特
に
北
ド
イ
ツ
か
ら
も
、
か
な
り
の
数
の
公
証
人
証
書
が
伝
来
し
て
い
る
の
は
眼
を
引
く
。
こ
う
し
た
所
見
は
、
公

証
人
利
用
が
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
外
部
か
ら
の
刺
激
を
受
け
つ
つ
も
、
次
第
に
ド
イ
ツ
で
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
状
況
を
示
し
て
い

よ
う
。
も
っ
と
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
四
〇
〇
年
ま
で
の
時
期
に
は
公
証
人
の
数
は
一
五
世
紀
に
比
べ
て
な
お
少
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注

意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

公
証
人
証
書
が
作
ら
れ
る
場
面
と
し
て
、
訴
訟
代
理
人
へ
の
権
限
授
与
や
召
喚
状
の
送
達
が
、
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
見
ら
れ
た

こ
と
か
ら
は
、
国
王
裁
判
権
の
手
続
が
次
第
に
制
度
化
・
文
書
化
・
学
識
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
で
公
証
人
証
書
も
紛
争
当
事
者
な
ど

関
係
者
に
よ
っ
て
意
義
を
認
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
効
果
を
期
待
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
公
証
人
と
と
も
に
、
と
き
に
学

識
法
曹
が
登
場
す
る
例
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
公
証
人
が
広
が
り
つ
つ
も
、
ま
だ
数
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
一
般
的
背
景
の
も
と
で
、
多
く
の
場

合
に
お
い
て
、
特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
い
わ
ば
「
負
荷
」
が
か
か
っ
た
状
況
の
中
で
、
公
証
人
証
書
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ

る
。
そ
の
中
に
は
、
将
来
に
向
け
て
異
議
を
と
ど
め
、
留
保
を
付
す
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
広
く
過
去
に
行
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（
１
）Bernhard D

iest
elk

a
m

p (H
g.), U

rkundenregesten zur T
ätigkeit des deutschen K

önigs- und H
ofgerichts bis 1451, (Q

uellen 
und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit im

 A
lten Reich, Sonderreihe), K

öln u. a. 1986 ff. 

（
以
下U

R

と
略
す
）. 

こ
の
史

料
集
を
活
用
し
た
最
近
の
研
究
と
し
て
、Peter O

est
m

a
n

n, Rechtsverw
eigerung im

 A
lten Reich, in: Zeitschrift der Savigny-

Stiftung für Rechtsgeschichte 
（
以
下ZRG

と
略
す
）, Germ

anistische A
bteilung 

（
以
下GA

と
略
す
） 127 (2010), S. 51-141; D

ers, 
Prozesse aus H

ansestädten vor dem
 K

önigs- und H
ofgericht in der Zeit vor 1400, in: ZRG GA

 128 (2011), S. 114-168; 
Bernhard D

iest
elk

a
m

p, V
om

 einstufigen Gericht zur obersten Rechtsm
ittelinstanz. D

ie deutsche K
önigsgerichtsbarkeit 

und die V
erdichtung der Reichsverfassung im

 Spätm
ittelalter, (Q

uellen und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit 
im

 A
lten Reich, 

（
以
下Q

uF

と
略
す
） Bd. 64) , K

öln u. a. 2014. 

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
権
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
所
─
最
近
の
研
究
に
よ
る
そ
の
再
評
価
に
つ
い
て
」『
北
大
法
学
論
集
』
四
四
巻
四
号
（
一
九
九
三
年
）
一

三
五－

一
五
七
頁
、
お
よ
び
近
世
ま
で
含
め
て
、
ペ
ー
タ
ー
・
エ
ス
ト
マ
ン
（
田
口
正
樹
訳
）「
ド
イ
ツ
国
民
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
二
つ
の
最

高
裁
判
所
（
一
四
九
五
年
か
ら
一
八
〇
六
年
）：
歴
史
・
研
究
・
展
望
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
四
巻
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
二
〇－

一
六
〇

頁
を
参
照
。

（
２
）
中
世
後
期
の
ア
ル
プ
ス
以
北
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
公
証
人
の
概
観
と
し
て
、
さ
し
あ
た
りW

erner S
ch

u
bert, Geschichte des 

N
otariats und N

otariatsrechts in D
eutschland, in: M

athias S
ch

m
o

eck
el, W

erner S
ch

u
bert (H

g.), H
andbuch zur Geschichte 

des N
otariats der europäischen T

raditionen, Baden-Baden 2009, S. 203-239

の
他
、
同
書
所
収
の
諸
論
文
を
参
照
。
ま
た
、M

. 
S

ch
m

o
eck

el, W
. S

ch
u

bert, H
andbuch 

（
注
42
）, 

所
収
の
ド
イ
ツ
諸
領
邦
を
扱
っ
た
諸
論
文
の
、
中
世
に
お
け
る
前
史
に
触
れ
た
部
分
も
参

照
。
更
に
、K

arl K
ro

esch
ell, A

lbrecht C
o

rd
es, K

arin N
eh

lsen - V
o

n S
t

ry
k, D

eutsche Rechtsgeschichte, Bd. 2: 1250-1650, 9. 

わ
れ
た
処
分
・
措
置
を
変
更
し
、
限
定
し
、
否
定
し
、
無
効
に
す
る
と
い
う
例
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
普
通
は
過
去

に
文
書
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
効
力
を
変
更
・
限
定
・
否
定
し
よ
う
と
い
う
際
に
、
公
証
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん

発
行
さ
れ
た
他
の
文
書
の
「
確
か
さ
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
人
々
は
公
証
人
に
筆
を
執
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
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A
ufl., K

öln u. a. 2008, S. 29-41; W
infried T

ru
sen, A

nfänge des gelehrten Rechts in D
eutschland. Ein Beitrag zur Geschichte 

der Frührezeption, W
iesbaden 1962, S. 69-101; Peter-Johannes S

ch
u

ler, Geschichte des südw
estdeutschen N

otariats. V
on 

seinen A
nfängen bis zur Reichsnotariatsordnung von 1512, Bühl/Baden 1976, S. 21 ff.; K

arl H
einz B

u
rm

eist
er, A

nfänge 
und Entw

icklung des öffentlichen N
otariats bis zur Reichsnotariatsordnung von 1512, in: Louis C

a
rlen/ Friedrich E

bel 
(H

g.), Festschrift für Ferdinand E
lsen

er zum
 65. Geburtstag, Sigm

aringen 1977, S. 77-90; .Christian N
esch

w
a

ra, Geschichte 
des österreichischen N

otariats, Bd. I: V
om

 Spätm
ittelalter bis zum

 Erlass der N
otariatsordnung 1850, W

ien 1996, S. 30 ff. 

な
お
、Ferdinand O

est
erley, D

as deutsche N
otariat. I: Geschichte des N

otariats, H
annover 1842 (N

D
 A

alen 1965) 

お
よ
び

Ludw
ig K

o
ech

lin
g, U

ntersuchungen über die A
nfänge des öffentlichen N

otariats in D
eutschland, M

arburg 1925

の
古
い
概

観
は
、
そ
の
後
の
地
方
的
個
別
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
修
正
・
補
足
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
証
書
学
か
ら
の
概
観
と
し
て
、H

arry 
B

ressla
u, H

andbuch der U
rkundenlehre für D

eutschland und Italien, Bd.1, 4. A
ufl., Berlin 1969, S. 631-635, 662-664, 730-

732; O
sw

ald R
ed

lich, D
ie Privaturkunden des M

ittelalters, M
ünchen/Berlin 1911, S. 227-232; Reinhard H

ä
rt

el, N
otarielle 

und kirchliche U
rkunden im

 frühen und hohen M
ittelalter, W

ien/M
ünchen 2011, S. 96. 

一
般
向
け
の
叙
述
と
し
て
、W

ilhelm
 

S
ch

m
id

t-T
h

o
m

é, D
as N

otariat, in: H
einrich K

a
spers (H

g.), V
om

 Sachsenspiegel zum
 Code N

apoléon, 2. A
ufl., K

öln 1965, S. 
171-200. 

文
献
目
録
と
し
て
、B

u
n

d
esn

o
t

a
rk

a
m

m
er, A

u
ssch

u
ss N

o
t

a
ria

t
sgesch

ich
t

e (H
g.), Bibliographie zur Geschichte des 

deutschen N
otariats, W

ürzburg 2007. 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
概
観
と
し
て
は
、
前
記H

andbuch

所
収
の
諸
論
文
の
他
、A

rm
in W

o
lf, 

D
as öffentliche N

otariat, in: H
elm

ut C
o

in
g (H

g.), H
andbuch der Q

uellen und Literatur der neueren europäischen 
Privatrechtsgeschichte, Bd. I: M

ittelalter, M
ünchen 1973, S. 505-514; Gero D

o
leza

lek und K
arl-O

tto K
o

n
o

w, A
rt. N

otar, 
N

otariat, in: H
andw

örterbuch zur deutschen Rechtsgeschichte 

（
以
下H

RG

と
略
す
）, 1. A

ufl., Bd. 3, Berlin 1984, Sp. 1043-
1049; A

. G
a

w
lik u. a., A

rt. N
otar, N

otariat, in: Lexikon des M
ittelalters, Bd. 6, M

ünchen 1993, Sp. 1271-1281. 

日
本
語
文
献
と

し
て
は
、
久
保
正
幡
「
公
証
人
と
法
律
学
の
歴
史
」『
公
証
法
学
』
二
号
（
一
九
七
三
年
）
一－

二
四
頁
。

（
３
）
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
公
証
人
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、H

. B
ressla

u, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 618-631; O

. R
ed

lich, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 209-

224; R. H
ä

rt
el, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 51 ff. ; M

ario A
m

elo
t

t
i, Giorgio C

o
st

a
m

a
gn

a, A
lle origini del notariato italiano, Rom

a 
1975; W

infried T
r

u
se

n, Zur Geschichte des m
ittelalterlichen N

otariats. Ein Bericht über Ergebnisse und Problem
e 
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neuerer Forschung, in: ZRG Rom
anistische A

bteilung 

（
以
下RA

と
略
す
） 98 (1981), S. 369-381, S. 369 ff. 

（
ま
たD

ers., 
Gelehrtes Recht im

 M
ittelalter und in der frühen N

euzeit, (Bibliotheca eruditorum
, Bd. 23), Goldbach 1997, S. 659-671, S. 

659 ff.); T
ilm

an S
c

h
m

id
t, D

er ungetreue N
otar, in: Fälschungen im

 M
ittelalter, Bd. 2, (M

GH
 Schriften, Bd. 33, 2

）, 
H

annover 1988, S. 691-711; A
ndreas M

ey
er, Felix et inclitus notarius. Studien zum

 italienischen N
otariat vom

 7. bis zum
 

13. Jahrhundert, T
übingen 2000; Petra S

ch
u

lt
e, Scripturae publicae creditur. D

as V
ertrauen in N

otariatsurkunden im
 

kom
m

unalen Italien des 12. und 13. Jahrhunderts, T
übingen 2003. 

日
本
語
文
献
と
し
て
、
清
水
廣
一
郎
『
イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
国

家
研
究
』（
一
九
七
五
年 

岩
波
書
店
）
三
〇
九
頁
以
下
、
特
に
三
八
二
頁
以
下
、
同
「
一
四
世
紀
ピ
サ
に
お
け
る
一
公
証
人
の
活
動
」『
史
学
研

究
』（
東
京
教
育
大
学
文
学
部
）
一
〇
一
号
（
一
九
七
五
年
）
一－

一
五
頁
、
同
「
中
世
末
期
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
公
証
人
の
活
動
─
史
料
と
し

て
の
公
証
人
文
書
─
」『
公
証
法
学
』
七
号
（
一
九
七
八
年
）
一－

一
五
頁
（
同
『
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
と
商
人
』（
一
九
八
九
年 

洋
泉
社
）

一
一
七－

一
三
五
頁
に
も
収
録
）、
同
「
中
世
イ
タ
リ
ア
都
市
に
お
け
る
公
証
人
─
民
衆
の
法
意
識
と
の
関
連
で
」『
史
潮
』
一
六
号
（
一
九
八

五
年
）
二
六－

四
一
頁
（
同
『
イ
タ
リ
ア
中
世
の
都
市
社
会
』（
一
九
九
〇
年 

岩
波
書
店
）
四
五－

六
五
頁
に
も
収
録
）、
徳
橋
曜
「
中
世
イ
タ

リ
ア
に
お
け
る
都
市
の
秩
序
と
公
証
人
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
紛
争
と
訴
訟
の
文
化
史
』（
二
〇
〇
〇
年 

青
木
書
店
）
二
六
三－

二
九
六
頁
、

同
「
中
世
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
公
証
人
の
社
会
的
位
置
づ
け
」『
公
証
法
学
』
三
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
七－

七
五
頁
。
な
お
、
古
代
末
期
に

お
け
る
展
開
に
つ
い
て
は
、林
信
夫
「『
勅
法
彙
纂
』
第
八
巻
第
一
七
章
第
一
一
法
文
に
つ
い
て
─
「
公
証
人
」
の
生
成
過
程
解
明
の
た
め
に
─
」

『
立
命
館
法
学
』
三
三
三
・
三
三
四
号
中
巻
（
二
〇
一
一
年
）
一
一
三
四－

一
一
五
六
頁
を
参
照
。
ス
イ
ス
東
南
部
の
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
地
方

に
イ
タ
リ
ア
か
ら
公
証
人
と
公
証
人
文
書
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、O

tto P. C
la

v
a

d
et

sch
er, Zum

 N
otariat im

 
m

ittelalterlichen Rätien, in: Festschrift für Friedrich H
a

u
sm

a
n

n, Graz 1977, S. 81-92, 

（
ま
た D

ers., Rätien im
 M

ittelalter. 
V

erfassung, V
erkehr, Recht, N

otariat. A
usgew

ählte A
ufsätze. Festgabe zum

 75. Geburtstag, D
isentis-Sigm

aringen 1994, S. 
551-562

に
も
収
録
）．
も
っ
と
も
、
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
北
部
に
は
、
北
か
ら
公
証
人
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。Ebenda, S. 89 ff. (S. 

559 ff.); D
ers., Ö

ffentliche N
otare in der Bischofsstadt Chur im

 14. Jahrhundert, in: Peter-Johannes S
ch

u
ler (H

g.), T
radition 

und Gegenw
art. Festschrift zum

 175jährigen Bestehen eines badischen N
otarstandes, (Badische H

eim
at H

eft3/1981), 
K

arlsruhe 1981, S. 85-94, 

（
ま
たD

ers., Rätien, S. 563-573

に
も
収
録
）．

（
４
）H

. B
r

e
ssla

u, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 632; Ludw

ig R
o

c
k

in
g

e
r (B

earb.), B
riefsteller und F

orm
elbücher des 11. bis 14. 
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Jahrhunderts, (Q
uellen und Erörterungen zur bayerischen und deutschen Geschichte, A

lte Folge Bd. 9), M
ünchen 1863-64 

(N
D

 A
alen 1969), S. 476, “ ... in his terris et provinciis, in quibus non est usus legalium

 tabellionum
 ...”; W

. T
ru

sen, A
nfänge 

（
注
２
）, S. 71.

（
５
）L. R

o
ck

in
ger, a. a. O

. 

（
注
４
）, S. 766, “set ista non fiunt apud nos”. 

一
三
二
四
年
に
な
っ
て
も
な
お
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
は
ド
イ

ツ
に
は
公
証
人
が
存
し
な
い
と
し
て
、印
章
証
書
と
証
人
に
よ
っ
て
、国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
対
す
る
教
皇
庁
の
訴
訟
の
公
表
を
行
っ
た
旨
、

教
皇
に
報
告
し
て
い
る
。H. B

ressla
u, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 632, A

nm
. 5, “... tabellionum

 usus in A
lem

annie partibus non habetur” 

お
よ
び
後
述
のJ.S

ch
w

a
lm

の
注
記
を
参
照
。
ま
た
一
三
二
七
年
に
ケ
ル
ン
の
聖
セ
ヴ
ェ
リ
ン
教
会
の
参
事
会
長Propst 

ハ
イ
デ
ン
ラ
イ
ヒ

H
eidenreich

が
教
皇
庁
に
対
し
て
行
っ
た
請
願
で
は
、
ド
イ
ツ
に
は
公
証
人
が
数
少
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。Jakob S

ch
w

a
lm, Reise 

nach Italien im
 H

erbst 1898, in: N
eues A

rchiv der Gesellschaft für ältere deutsche Geschichtskunde, 25 (1899), S. 717-766, 
S. 742, N

r. 11, 2, “In terra A
lem

anie pauci sunt tabelliones auctoritate apostolica et qui sunt auctoritate im
periali, ...”. 

（
た

だ
し
、
二
、
三
人
の
公
証
人
を
選
定
す
る
権
限
を
付
与
す
る
よ
う
求
め
る
文
脈
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
既
に
あ

る
程
度
公
証
人
の
利
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。）
一
方
既
に
一
二
五
〇
、
六
〇
年
代
か
ら
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
会
のStudium

 generale
で
は
、
公
証
人
お
よ
び
公
証
人
文
書
に
つ
い
て
の
議
論
を
含
む
教
会
法
学
が
教
え
ら
れ
て
い
た
。

W
infried T

r
u

se
n, D

as N
otariat und die A

nfänge der rechtlichen U
rkundenlehre in D

eutschland, in: 25 Jahre 
Bundeskam

m
er 1961-1986, (Sonderheft der D

eutschen N
otar-Zeitschrift), M

ünchen 1986, S. 13*-23*, S. 16* f. 

（
ま
たD

ers., 
Gelehrtes Recht 

（
注
３
）, S. 583-593, S. 586 f.
） 

（
６
）
対
象
地
方
・
都
市
を
限
定
し
た
研
究
と
し
て
、Ludw

ig G
erber, N

otariatsurkunde in Frankfurt/M
ain im

 14. und 15. Jahrhundert, 
(D

iss. phil. M
arburg), M

arburg 1916; H
. N

elis, Les origines du notariat public en Belgique, in: Revue belge de philologie et 
d’histoire 2 (1923), S. 267-277; Fritz L

u
sch

ek, N
otariatsurkunde und N

otariat in Schlesien von den A
nfängen (1282) bis zum

 
Ende des 16. Jahrhunderts, W

eim
ar 1940; Erich M

a
y

e
r, D

as M
ainzer N

otariat von seinen A
nfängen (1292) bis zur 

A
uflösung des K

urstaates, (D
iss. iur. M

ainz, 1953); O
lof A

h
lers, Zur Geschichte des N

otariats in Lübeck, in: A
hasver V

o
n 

B
ra

n
d

t, W
. K

o
ppe (H

g.), Städtew
esen und Bürgertum

 als geschichtliche K
räfte. Gedächtnisschrift für Fritz R

ö
rig, Lübeck 

1953, S. 341-347; Franz-Ludw
ig K

n
e

m
e

y
e

r, D
as N

otariat im
 Fürstbistum

 M
ünster, (D

iss. jur. M
ünster, 1964); H

arald 
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L
ö

n
n

eck
er, D

as N
otariat in H

essen, dargestellt nach den Q
uellen im

 H
essischen Staatsarchiv zu M

arburg, (D
iss. phil. 

M
arburg 1988). 

シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
地
方
に
つ
い
て
の
新
し
い
研
究
と
し
て
、N
orbert K

ersk
en, D

as öffentliche N
otariat in Schlesien 

- Lokale und regionale Bindungen und Beziehungen, in: Zeitschrift für O
stm

itteleuropa-Forschung 56 (2007), S. 163-201. 

他

に
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
、A

dolf W
eissler, Zur Geschichte des Preußischen N

otariats, Freiburg 1914, S. 12-22. 

（
７
）
イ
タ
リ
ア
の
公
証
人
実
務
は
、
ア
ル
プ
ス
以
南
の
テ
ィ
ロ
ー
ル
南
部
ま
で
は
既
に
一
三
世
紀
前
半
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。H

ans 
von V

o
lt

elin
i, D

ie Südtiroler N
otariats-Im

breviaturen des 13. Jahrhunderts I (A
cta T

irolensia 2), Innsbruck 1899; H
ans 

von V
o

lt
elin

i, Franz H
u

t
er, D

ie Südtiroler N
otariats-Im

breviaturen des 13. Jahrhunderts II (A
cta T

irolensia 4), Innsbruck 
1951. 

ま
た
、Franz H

u
t

er, D
as U

rkundenw
esen D

eutschtirols vor dem
 Jahre 1200. Ein Ü

berblick über die verbreiteten 
U

rkundenarten und ihre Entw
icklung, in: T

iroler H
eim

at 7/8 (1934/35), S. 183-213, S. 201 ff.; H
ektor A

m
m

a
n

n, D
ie 

Bedeutung der südtiroler N
otare des 13. Jahrhunderts für die W

irtschaftsgeschichte, in: Schlern-Schriften 207, (Beiträge 
zur geschichtlichen Landeskunde T

irols), (1959), S. 1-19; Ch. N
esch

w
a

ra, a. a. O
. （

注
２
）, S. 46 ff.; Lothar D

epla
zes, Begegnung 

und A
bgrenzung zw

ischen N
ord und Süd in den Paß

tälern der Zentralalpen. Pragm
atische Schriftlichkeit und 

bäuerliches N
otariat vom

 13. bis 15. Jahrhundert, in: H
elm

ut M
a

u
rer u. a. (H

g.), Schw
aben und Italien im

 H
ochm

ittelalter, 
(V

orträge und Forschungen, Bd. 52), Stuttgart 2001, S. 203-228. 

ア
ク
ィ
レ
イ
ア
総
大
司
教
領
お
よ
び
テ
ィ
ロ
ー
ル
に
お
け
る
公
証
人

文
書
と
印
章
付
証
書
の
混
合
状
況
に
つ
い
て
は
、O

sw
ald R

ed
lich, Siegelurkunde und N

otariatsurkunde in den süddeutschen 
A

lpenländern, in: Carinthia I 103 (1913), S. 23-33 
お
よ
びW

erner K
ö

fler, Beiträge zum
 U

rkunden- und K
anzleiw

esen M
einhards 

II. in den Jahren 1271-1295, in: M
itteilungen des Ö

sterreichischen Staatsarchivs 26 (1973), S. 56-93, S. 76 ff. 

ア
ル
プ
ス
を
越

え
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
諸
領
邦
に
お
け
る
公
証
人
の
展
開
に
つ
い
て
は
、Ch. N

esch
w

a
ra, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 92 ff. 

の
詳
細
な
叙
述
を
参
照
。

（
８
）P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 38.

（
９
）
西
南
ド
イ
ツ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 
（
注
２
）, S. 66 ff. 

一
三
一
四
年
に
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
ヴ
ァ
イ
ヒ
ャ

ル
ト
が
公
証
人
に
文
書
を
筆
写
さ
せ
て
い
る
。Frank M

a
rt

in
i, Zum

 spätm
ittelalterlichen Salzburger U

rkundenw
esen, in: 

M
itteilungen des Ö

sterreichischen Instituts für G
eschichtsforschung, E

rg. B
d. 11 (1929), S. 278-287, S. 286f.; H

ans 
P

a
a

rh
a

m
m

er, Rechtsprechung und V
erw

altung des Salzburger O
ffi

zialats 1300-1569, (D
iss. theol. Salzburg 1976),  W

ien 
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1977, S. 53. 

（
一
三
一
二
年
三
月
に
も
な
お
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
の
選
挙
に
際
し
て
、
大
司
教
座
聖
堂
参
事
会
は
、
公
証
人
が
い
な
い
こ

と
を
理
由
に 

（quod in nostris partibus nullius tabellionis copiam
 habem

us

）、
二
人
の
聖
職
者
を
選
挙
書
記W

ahlnotar

に
任
命
し

て
お
り
、
同
年
五
月
に
も
大
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
た
め
に
行
わ
れ
た
文
書
複
写
は
、
公
証
人
を
使
う
習
慣
が
な
い
こ
と
を
理
由
に 

（cum
 

usus in nostris non habeatur partibus tabellionum

）、
印
章
を
付
さ
れ
て
い
る
。F. M

a
rt

in
i, a. a. O

., S. 285f. 

こ
れ
ら
の
史
料
に
よ

れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
と
の
交
流
に
よ
っ
て
公
証
人
と
そ
の
役
割
自
体
は
、
一
四
世
紀
初
め
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。）
一
方
既
に
一
三
一
〇
年
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
領
で
最
初
の
公
証
人
文
書
が
現
れ
て
い
る
。D

ieter H
eck

m
a

n
n, 

Ferm
ent in der V

erw
altung. D

as öffentliche N
otariat im

 D
eutschordensland Preußen, in: A

rchivalische Zeitschrift 93 
(2013), S. 207-220, S. 208. 

ま
た
、
一
三
二
九
年
九
月
に
ケ
ル
ン
大
司
教
に
よ
っ
て
破
門
さ
れ
た
聖
職
者
た
ち
の
中
に
、
四
人
の
エ
ア
フ
ル
ト

の
公
証
人
が
現
れ
る
。Carl B

ey
er (Bearb.), U

rkundenbuch der Stadt Erfurt, T
. 2, H

alle 1897, N
r. 78; Georg M

a
y, D

ie 
geistliche Gerichtsbarkeit des Erzbischofs von M

ainz im
 T

hüringen des späten M
ittelalters, Leipzig 1956, S. 268. 

一
三
四

七
年
ご
ろ
に
は
パ
ッ
サ
ウ
の
教
会
裁
判
所
と
の
関
係
で
公
証
人
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。H

enriette P
et

ers, D
ie N

otare des 
Passauer O

ffi
zialats für N

iederösterreich in W
ien, ihre Signete und W

appen, in: A
dler. Zeitschrift für Genealogie und 

H
eraldik, Folge 3, 10 (M

onatsblatt A
dler 24), W

ien 1974-76, S. 314-328, S. 314. 

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
に
居
を

構
え
た
公
証
人
が
史
料
上
最
初
に
確
認
さ
れ
る
の
は
一
三
三
四
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。F.-L.K

n
em

ey
er, a. a. O

. 

（
注
６
）, S. 13 f. 

ラ
ー

ンLahn

河
畔
の
リ
ン
ブ
ル
クLim

burg

に
お
け
る
公
証
人
の
初
出
は
一
三
二
二
年
で
あ
る
。K

laus W
o

lf, Privatrecht, Prozeßrecht 
und N

otariat in der Stadt Lim
burg im

 M
ittelalter, (D

iss. iur. Gießen 1989), S. 165ff. 

下
ラ
イ
ン
の
ベ
ル
ク
伯
（
公
）
領
に
お
け
る

最
初
の
公
証
人
は
一
三
三
二
年
に
史
料
に
登
場
す
る
。H

ubert Q
u

erlin
g, D

ie Entw
icklung des N

otariats in Jülich-Berg von den 
A

nfängen bis zur A
uflösung der H

erzogtüm
er durch die Franzosen 1794 und 1806, (D

iss. iur. K
öln, 1961), (Zeitschrift des 

bergischen Geschichtsvereins 79 (1962), S. 1ff. 

に
も
収
録), S. 13. 

ま
た
、
個
別
の
公
証
人
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
、K

arl-O
tto 

K
o

n
o

w
, Johannes H

alder, apostolischer und kaiserlicher N
otar in Frankfurt a. M

. im
 späten M

ittelalter, (D
iss. iur. 

Frankfurt/M
ain, 1959); Peter K

ey
ser, M

ichael de Leone (†1355) und seine literarische Sam
m

lung, W
ürzburg 1966.

（
10
）
こ
の
点
を
強
調
す
る
の
は
、W

. T
ru

sen, A
nfänge 

（
注
２
）; K

. K
ro

esch
ell u. a., a. a. O

 

（
注
２
）. 

ま
た
、
既
に
、H. B

ressla
u, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 731. 

更
に
、K

. H
. B

u
rm

eist
er, A

nfänge 

（
注
２
）, S. 84 f. 

は
教
会
裁
判
所
の
公
証
人
だ
け
が
職
業
上
の
公
証
人Berufsnotar
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と
見
な
さ
れ
う
る
と
す
る
。
教
会
裁
判
所
と
結
び
つ
い
て
活
動
す
る
公
証
人
と
し
て
、
具
体
的
に
例
え
ば
、
主
に
ト
リ
ー
ア
と
コ
ブ
レ
ン
ツ
の

ト
リ
ー
ア
大
司
教
の
教
会
裁
判
所
と
の
関
係
で
現
れ
る
公
証
人
に
つ
い
て
、Fritz M

ich
el, Zur Geschichte der geistlichen 

Gerichtsbarkeit und V
erw

altung der T
rierer Erzbischöfe im

 M
ittelalter, T

rier 1953, S. 139-190; 

エ
ア
フ
ル
ト
の
マ
イ
ン
ツ
大

司
教
の
教
会
裁
判
所
と
公
証
人
に
つ
い
て
、G. M

a
y, a. a. O

. 

（
注
９
）, S. 266 ff. 

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
教
会
裁
判
所
の
公
証
人
に
つ
い
て
、

H
ans P

a
a

rh
a

m
m

er, a. a. O
. 

（
注
９
）, S. 52-60. 

他
に
、F. L

u
sch

ek, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 133 ff.; Gerhard S

ch
ra

d
er, D

ie bischöflichen 
O

ffi
ziale H

ildesheim
s und ihre U

rkunden im
 späten M

ittelalter (1300-1600), in: A
rchiv für U

rkundenforschung 13 (1935), S. 
91-176, S. 111 ff.; T

heodor G
o

t
t

lo
b, D

ie O
ffi

ziale des Bistum
s K

onstanz im
 M

ittelalter, Lim
burg/Lahn 1951, S. 96 f.; D

ers., 
D

ie O
ffi

ziale des Bistum
s Basel im

 M
ittelalter, in: ZRG, 69, K

anonistische A
bteilung

（
以
下K

A

と
略
す
） 37 (1952), S. 113-

157, S. 154 ff.; P.-J. S
ch

u
ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 181 ff.; P. P

ieiy
n

s-R
igo, N

otaires d’offi
cialité et notaires publics au service 

de l’officialité liégeoise (1252-1335), in: Bulletin de la Com
m

ission Royale d’H
istoire 132 (1966), S. 297-332; F. K

et
n

er, 
V

estiging en eerste ontw
ikkeling van het notariaat in U

trecht (1291-1341), in: W
. Ja

ppe A
lbert

s und F. K
et

n
er (H

g.), 
N

ederrijnse Studien X
III-X

V
e eeuw

, Groningen/D
jakarta 1954, S. 83-116, S. 87 ff.; H

. L
ö

n
n

eck
er, a. a. O

. 

（
注
６
）, S. 60 ff.; 

Ch. N
esch

w
a

ra, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 39 ff.  

な
お
、
公
証
人
と
公
証
人
文
書
に
関
す
る
中
世
法
学
者
の
議
論
に
つ
い
て
は
、W

infried 
T

ru
sen, Zur U

rkundenlehre der m
ittelalterlichen Jurisprudenz, in: Peter C

la
ssen (H

g.), Recht und Schrift im
 M

ittelalter 
(V

orträge und Forschungen, Bd. 23), Sigm
aringen 1977, S. 197-219, S. 209 ff. (

ま
たD

ers., Gelehrtes Recht 

（
注
３
）, S. 635-

657, S. 647 ff.) 

お
よ
びW

. T
ru

sen, D
as N

otariat （
注
５
）、 

更
にSiegfried F

u
rt

en
ba

ch, D
as öffentliche N

otariat in der K
anonistik 

des 13. Jahrhunderts, in: P.-J. S
ch

u
ler (H

g.), T
radition 

（
注
３
）, S. 73-94.

の
概
観
を
参
照
。

（
11
）
こ
の
教
皇
令
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
教
皇
令
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。X

. 22. 2. (A
em

ilius F
ried

berg (H
g.), Corpus iuris canonici, 

Pars secunda, D
ecretalium

 collectiones, Leipzig 1897 (N
D

 Graz 1959), Sp. 344, “Scripta vero authentica, si testes inscripti 
decesserint, nisi forte per m

anum
 publicam

 facta fuerint ita, quod appareant publica, aut authenticum
 sigillum

 habuerint, 
per quod possint probari, non videntur nobis aliquius firm

itatis robur habere.”)

（
12
）X

. 2. 19. 11 (A
. F

ried
berg, a. a. O

. 

（
注
11
）, Sp. 313, “... iudex sem

per adhibeat aut publicam
, si potest habere, personam

, 
aut duos viros idoneos, qui fideliter universa iudicii acta conscribant, ...”).
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（
13
）K

arl Siegfried B
a

d
er, K

lerikernotare des Spätm
ittelalters in Gebieten nördlich der A

lpen, in: H
. L

en
t

ze / I. G
a

m
pl (H

g.), 
Speculum

 iuris ecclesiarum
. Festschrift für W

illibald P
lö

ch
l, W

ien 1967, S. 1-16 

（
ま
たD

ers., A
usgew

ählte Schriften zur 
Rechts- und Landesgeschichte, Bd. 1: Schriften zur Rechtsgeschichte, Sigm

aringen 1984, S. 366-380

に
も
収
録
）．

（
14
）K

. S. B
a

d
er, K

lerikernotare 

（
注
13
）, S. 377 ff. 

一
二
一
一
年
以
降
、
上
級
叙
品
を
受
け
た
聖
職
者
が
公
証
人
と
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
。X

. 3. 50. 8 (A
. F

ried
berg, a. a. O

. 

（
注
11
）, Sp. 659) 

を
参
照
。

（
15
）H

einrich K
o

ller (H
g.), Reform

ation K
aiser Siegm

unds, (M
onum

enta Germ
aniae H

istorica, Staatsschriften des späteren 
M

ittelalters, Bd. 6), Stuttgart 1964, S. 304 f., “Item
 es soll auch ein yglich reichstat ein schreiber han, der auch ein rechter 

notarie/ sey und auch gelert sey...”; H
. B

ressla
u, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 731 f.

（
16
）
西
南
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
、Gerhart B

u
rger, D

ie südw
estdeutschen Stadtschreiber im

 M
ittelalter,  Böblingen 1960, S. 139 f., 

158 ff.; P.-J. S
ch

u
ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 174 ff. 

ス
イ
ス
に
つ
い
て
、Ferdinand E

lsen
er, N

otare und Stadtschreiber. Zur 
Geschichte des schw

eizerischen N
otariats, K

öln/O
pladen 1962, S. 15 ff. 

ま
た
、Folkm

ar T
h

iele, D
ie Freiburger Stadtschreiber 

im
 M

ittelalter,  Freiburg 1973, S. 104. 

ま
た
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
に
つ
い
て
、F. L

u
sch

ek, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 150 ff. 

（
17
）
公
証
人
が
扱
っ
た
法
的
行
為
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、L. K

o
ech

lin
g, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 26 ff.; F. L

u
sch

ek, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 

101 ff.; P.-J. S
ch

u
ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 138 ff. 

な
ど
を
見
よ
。

（
18
）
公
証
人
文
書
に
つ
い
て
の
証
書
学
的
検
討
は
、従
来
の
個
別
研
究
の
重
要
な
部
分
を
構
成
し
て
き
た
。
例
え
ば
、L. G

erber, a. a. O
. 

（
注
６
）, 

S. 21 ff.; F. L
u

sch
ek, a. a. O

. 

（
注
６
）, S. 44 ff.; Franz W

igger, D
ie A

nfänge des öffentlichen N
otariats in der W

estschw
eiz bis 

zur M
itte des X

IV
. Jahrhunderts, (D

iss. Phil. Freiburg in der Schw
eiz), Schüpfheim

 1951, S. 64 ff.; F.-L. K
n

em
ey

er, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 86; P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 258 ff.; H

. L
ö

n
n

eck
er, a. a. O

. 

（
注
６
）, S. 71 ff. 

な
ど
を
参
照
。

（
19
）
わ
ず
か
な
痕
跡
と
し
て
、
例
え
ば
、P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 
（
注
２
）, S. 171 ff.

（
20
）
公
証
人
の
書
き
判
に
つ
い
て
は
、W

ilhelm
 S

ch
m

id
t-T

h
o

m
é, A

rt. N
otarsignet, in: H

RG, 1. A
ufl., Bd. 3, Berlin 1984, Sp. 1049-

1055; H
ans G

erig, D
as N

otariatssignet, in: H
einrich K

a
spers (H

g.), a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 201-236; W

ilhelm
 S

ch
m

id
t-T

h
o

m
é, V

om
 

N
otariatsignet zum

 N
otarsiegel. Ein Beitrag zur Geschichte des N

otariats und der N
otariaturkunde, in: D

eutsche N
otar-

Zeitschrift 1964, S. 455-478; F. L
u

sch
ek, a. a. O

., S. 72 ff. 

（
注
６
）; F. W

igger, a. a. O
. 

（
注
18
）, S. 68 ff.; F.-L. K

n
em

ey
er, a. a. O

. 
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（
注
６
）, S. 91 ff.; P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 244 ff.; D

ers., Südw
estdeutsche N

otarszeichen. M
it einer Einleitung 

über die Geschichte des deutschen N
otarszeichens, Sigm

aringen 1976; D
ers., H

errschaftliche und religiöse Bildinhalte in 
den deutschen N

otarszeichen des M
ittelalters, in: D

ers. (H
g.), T

radition （
注
３
）, S. 95-109; K

arl Siegfried B
a

d
er, Rechtsw

ahrzeichen 
in N

otariatssigneten, in: K
urt E

bert (H
g.), Festschrift H

erm
ann B

a
lt

l, Graz 1978, S. 15-54 （
ま
たD

ers., A
usgew

ählte Schriften 

（
注
13
） S. 381-420

に
も
収
録
）; K

arl H
einz B

u
rm

eist
er, D

as hum
anistische Bildungsideal des hom

o trilinguis im
 Spiegel der 

N
otarszeichen, in: Clausdieter S

ch
o

t
t/ Claudio S

o
liv

a (H
g.), N

it anders denn liebs und guets (Petershauser K
olloquium

 
aus A

nlaß des achtzigsten Geburtstags von K
arl S. B

a
d

er), Sigm
aringen 1986, S. 31-34; A

. M
ey

er, a. a. O
. 

（
注
３
）, S. 557 

ff.; H
. L

ö
n

n
eck

er, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 78 ff. 

お
よ
びA

nhang II 

を
参
照
。

（
21
）
ド
イ
ツ
王
権
と
公
証
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 62 ff. 

を
参
照
。

（
22
）
既
に
一
三
〇
八
年
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
国
王
選
挙
時
に
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
は
選
挙
結
果
を
公
証
人
文
書
に
し
て
、
教
皇

庁
へ
送
っ
て
い
る
。Jacob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
onum

enta Germ
aniae H

istorica. Legum
 sectio IV

, Constitutiones et acta publica 
im

peratorum
 et regum

 

（
以
下MGH


 Const. 

と
略
す
）, T

. 4, P. 1, H
annover/Leipzig 1906, (N

D
 H

annover 1981), N
r. 262.

（
23
）Jacob S

ch
w

a
lm (H

g.), MGH


 Const., T
. 5, H

annover/Leipzig 1909-13, (N
D

 H
annover 1981), N

r. 824.

（
24
）M

ichael M
en

zel (Bearb.), MGH


 Const., T
. 7, 1, W

iesbaden 2013, N
r. 477; Edm

und E. S
t

en
gel (H

g.), N
ova A

lam
anniae. 

U
rkunden, Briefe und andere Q

uellen besonders zur deutschen Geschichte des 14. Jahrhunderts vornehm
lich aus den 

Sam
m

lungen des T
rierer N

otars und O
ffi

zials, D
om

dekans von M
ainz Rudolf Losse aus Eisenach in der Ständischen 

Landesbibliothek zu K
assel und im

 Staatsarchiv zu D
arm

stadt, 2. H
älfte, I. T

eil, Berlin 1930, N
r. 556.

（
25
）MGH


 Const., 7, 1, N

r. 448. 

（
26
）H

. B
ressla

u, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 664; W

. T
ru

sen, A
nfänge 

（
注
２
）, S. 80.

（
27
）
カ
ー
ル
四
世
の
宮
廷
書
記
局
で
一
三
六
〇
、
七
〇
年
代
に
活
動
し
、
ま
た
み
ず
か
ら
公
証
人
で
も
あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
ン
ハ
ウ

ゼ
ンJohann von Gelnhausen

が
宮
廷
書
記
局
で
の
経
験
と
そ
こ
で
の
素
材
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
書
式
集
に
は
、
皇
帝
に
よ
る
公
証
人

任
命
の
書
式
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。H

ans K
a

iser (H
g.), Collectarius perpetuarum

 form
arum

 Johannis de Geylnhusen, Innsbruck 
1900, N

r. 29.
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（
28
）Julius F

ick
er, Forschungen zur Reichs- und Rechtsgeschichte Italiens, Bd. 2, Innsbruck 1868-74 (N

D
 A

alen 1961), S. 66-
118 ; R. H

ä
rt

el, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 88.

（
29
）
教
皇
に
よ
る
公
証
人
任
命
に
つ
い
て
は
、Rudolf H

iest
a

n
d, N

otarius sedis apostolicae. Ein Beitrag zum
 V

erhältnis von N
otariat 

und Politik, in: Peter-Johannes S
ch

u
ler (H

g.), T
radition 

（
注
３
）, S. 36-56.

（
30
）Gero D

o
le

za
le

k, A
rt. H

ofpfalzgraf, in: H
RG, 1. A

ufl., Bd. 2, Berlin 1978, Sp. 212-213; F
riedrich B

a
t

t
e

n
b

e
r

g, A
rt. 

H
ofpfalzgraf, in: H

RG, 2. A
ufl., Bd. 2, Berlin 2012, Sp. 1098-1099; Jürgen A

r
n

d
t, Zur E

ntw
icklung des kaiserlichen 

H
ofpfalzgrafenam

tes von 1355 - 1806, in: D
ers., (Bearb.), H

ofpfalzgrafen-Register Bd. I, N
eustadt an der A

isch 1964, S. 
V

-X
X

IV
; Jürgen A

rn
d

t, D
as N

otarernennungsrecht der kaiserlichen H
ofpfalzgrafen, in: D

ers., (Bearb.), H
ofpfalzgrafen-

Register, Bd. III, N
eustadt an der A

isch 1988, S. V
II-X

X
. 

宮
廷
宮
中
伯
に
付
与
さ
れ
た
権
限
は
、
場
合
に
よ
っ
て
異
な
る
が
（
前
述

の
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
の
書
式
が
既
に
付
与
さ
れ
た
権
限
に
よ
っ
て
三
段
階
の
区
別
を
設
け
て
い
る
）、
公
証
人
の
任
命
の
他
に
、
非
嫡
出
子

の
準
正
、
養
子
と
父
権
離
脱
の
確
認
、
非
訟
事
件
の
決
定
、
後
見
人
の
任
命
、
学
位
の
授
与
、
貴
族
身
分
の
授
与
な
ど
で
あ
っ
た
。

（
31
）W

olfgang D
. F

rit
z (Bearb.), M

GH
 Const., T

. 11, Fasc. 3, W
eim

ar 1981, N
r. 387. 

な
お
、
同
じ
く
一
三
五
五
年
四
月
に
、
ミ
ン
デ

ン
司
教
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
も
同
様
の
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。Ebenda, N

r. 406.

（
32
）H

. K
a

iser, a. a. O
. 

（
注
27
）, N

r. 32-34. 
ま
た
宮
廷
宮
中
伯
に
よ
る
公
証
人
選
定
の
書
式
は
、Ebenda, N

r. 31.

（
33
）
ア
ル
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
を
あ
わ
せ
た
宮
廷
宮
中
伯
任
命
証
書
の
君
主
ご
と
の
概
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
カ
ー
ル

四
世
：
七
〇
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
：
不
明
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
：
三
〇
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
：
一
四
〇
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
二
世
：
一
五
、
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
三
世
：
一
三
〇
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
：
五
五
。
そ
の
後
の
近
世
の
皇
帝
た
ち
の
も
と
で
の
数
字
も
含
め
て
、J. A

rn
d

t, Entw
icklung 

（
注

30
）, S. X

V
 f.

（
34
）
一
五
世
紀
後
半
以
後
、
特
に
広
い
権
限
を
付
与
さ
れ
た
宮
廷
宮
中
伯
（
い
わ
ゆ
るGroßes Palatinat

）
に
対
し
て
は
、
み
ず
か
ら
宮
廷
宮

中
伯
を
任
命
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。J. A

rn
d

t, Entw
icklung 

（
注
30
）, S. X

II. 

ま
た
、
ス
イ
ス
の
例
に
つ
い
て
、Louis 

C
a

r
le

n, Einkünfte des D
om

kapitels von Sitten aus dem
 N

otariat im
 M

ittelalter, in: Zeitschrift für Schw
eizerische 

K
irchengeschichte 58 (1964), S. 205-210; D

ers., H
ofpfalzgrafen und N

otare in der Schw
eiz, in: L.  C

a
rlen/ F. E

bel (H
g.), a. a. 

O
. 

（
注
２
）, S. 91-96. 
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（
35
）Jacob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
GH

 Const., T
. 6, H

annover 1914-27, N
r. 263, c. 3.　

な
お
、
彼
の
後
に
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
の
城
と
支
配
を
継

承
す
る
者
に
は
六
人
の
公
証
人
を
選
定
・
任
命
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。Ebenda, c. 4. 

ま
た
、
こ
の
特
権
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世

の
皇
帝
戴
冠
後
、
一
三
三
〇
年
一
月
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。Ebenda, N

r. 671, c. 5.

（
36
）M

argarete K
ü

h
n (Bearb.), M

GH
 Const., T

. 10, W
eim

ar 1979, N
r. 754.

（
37
）U

lrike H
o

h
en

see u. a. (Bearb.), M
GH

 Const., T
. 12, W

iesbaden 2013, N
r. 266.

（
38
）K

. S. B
a

d
er, K

lerikernotare 

（
注
13
）, S. 371 ff.

（
39
）
公
証
人
の
収
入
お
よ
び
問
題
を
抱
え
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte （
注
２
）, S. 160 ff. 

ま
た
、F. L

u
sch

ek, a. 
a. O

. 

（
注
６
）, S. 36 ff.; F. W

igger, a. a. O
. 

（
注
18
）, S. 56 ff.; H

. L
ö

n
n

eck
er, a. a. O

. 

（
注
６
）, S. 58 ff.

（
40
）
西
南
ド
イ
ツ
の
公
証
人
の
教
育
と
大
学
で
の
勉
学
に
つ
い
て
、P.-J. S

cu
h

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 100 ff. 

実
態
と
し
て
は
、
西
南
ド

イ
ツ
の
公
証
人
は
一
五
世
紀
に
入
る
と
大
学
を
訪
れ
る
傾
向
を
強
め
、
特
に
世
紀
後
半
に
は
約
半
数
が
大
学
で
学
ん
だ
経
歴
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
他
、F. L

u
sch

ek, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 26 ff.; F. W

igger, a. a. O
. 

（
注
18
）, S. 29 ff.; H

. L
ö

n
n

eck
er, a. a. O

. 

（
注
６
）, S. 46 ff.; Ch. 

N
esch

w
a

ra, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 236 ff.

（
41
）
例
え
ば
ケ
ル
ン
大
司
教
の
も
と
に
お
け
る
規
制
に
つ
い
て
、H

ans F
o

erst
er, D

ie O
rganisation des erzbischöflichen O

ffi
zialatsgerichts 

zu K
öln bis auf H

erm
ann von W

ied, in: ZRG 42, K
A

 11 (1921), S. 254-350, S. 302, S. 310 ff.; 

ま
た
、F. L

u
sch

ek, a. a. O
. 

（
注
６
）, 

S. 25 f.; F. W
igger, a. a. O

. 

（
注
18
）, S. 59 ff.; P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 39 f., 143 ff.; K

. H
. B

u
rm

eist
er, A

nfänge 

（
注

２
）, S. 80 f.

（
42
）
一
五
一
二
年
の
帝
国
公
証
人
条
令
に
つ
い
て
は
、M

athias S
ch

m
o

eck
el, D

ie Reichsnotariatsordnung von 1512. Entstehung und 
W

ürdigung, in: M
athias S

ch
m

o
eck

el, W
erner S

ch
u

bert (H
g.), H

andbuch zur Geschichte des deutschen N
otariats seit der 

Reichsnotariatsordnung von 1512, Baden-Baden 2012, S. 29-74. 

ま
た
、W

infried T
ru

sen, N
otar und N

otariatsinstrum
ent an 

der W
ende vom

 M
ittelalter zur N

euzeit. Zu den gem
einrechtlichen Grundlagen der Reichsnotariatsordnung von 1512, in: 

G
erd K

le
in

h
e

y
e

r und Paul M
ik

a
t (H

g.), B
eiträge zur R

echtsgeschichte. G
edächtnisschrift für H

erm
ann C

o
n

r
a

d, 
Paderborn u. a. 1979, S. 545-566 

（D
ers., Gelehrtes Recht 

（
注
３
）, S. 595-616 

に
も
収
録
）．
条
令
の
テ
ク
ス
ト
は
、H

erbert 
G

rziw
o

t
z, K

aiserliche N
otariatsordnung von 1512. Spiegel der Entw

icklung des Europäischen N
otariats, M

ünchen 1996 
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を
参
照
。

（
43
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、Inga Z

erbes, W
irkung der Reichsnotariatsordnung von 1512 im

 D
eutschen Reich bis 

1806, in: M
athias S

ch
m

o
eck

el, W
erner S

ch
u

bert (H
g.), a. a. O

. 

（
注
42
）, S. 75-103. 

ま
た
、
帝
国
最
高
法
院
規
則
と
同
様
に
、
帝
国
公

証
人
条
令
も
ま
た
、
領
法
立
法
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
え
た
と
い
う
見
方
を
表
明
す
る
の
は
、Stephan W

en
d

eh
o

rst, Zw
ischen 

K
aiser und Reichsständen. D

as öffentliche N
otariat in der frühen N

euzeit - Einige V
orüberlegungen, in: A

nette B
a

u
m

a
n

n 
u. a. (H

g.), Reichspersonal. Funktionsträger für K
aiser und Reich, (Q

uF, Bd. 46), K
öln u. a. 2003, S. 343-351, S. 347 f.

（
44
）U

te R
ö

d
el (Bearb.), D

ie Zeit A
dolfs von N

assau, A
lbrechts I. von H

absburg, H
einrichs von Luxem

burg : 1292 - 1313, 
(U

R, Bd. 4), K
öln u. a. 1992, (=U

R4), N
r. 130.

（
45
）U

R4, N
r. 186.

（
46
）Friedrich B

a
t

t
en

berg (Bearb.), D
ie Zeit Ludw

igs des Bayern und Friedrichs des Schönen 1314-1347, (U
R, Bd. 5), K

öln u. 
a. 1987, (=U

R5), N
r. 96, 97; Jacob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
GH

 Const., T
. 6, P. 1, H

annover 1914-27, (N
D

 H
annover 1982), N

r. 247, 
248.

（
47
）U

R4, N
r. 8; V

incenz S
a

m
a

n
ek, N

eue Beiträge zu den Regesten K
önig A

dolfs, W
ien / Leipzig 1932, S. 45 ff., N

r. 1. 

な
お
、

現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
公
証
人
の
初
期
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、H

. N
elis, a. a. O

.  

（
注
６
）
を
参
照
。

（
48
）U

R4, N
r. 4, 6; Eduard W

in
k

elm
a

n
n, A

cta im
perii inedita saeculi X

III et X
IV

. U
rkunden und Briefe zur Geschichte des 

K
aiserreichs und des K

önigreichs Sizilien, Bd. 2: In den Jahren 1200 bis 1400, Innsbruck 1885 (N
D

 A
alen 1964), N

r. 199. 

こ
の
対
立
に
つ
い
て
は
、Fritz K

ern, D
ie A

nfänge der französischen A
usdehnungspolitik bis zum

 Jahr 1308, T
übingen 1910, 

S. 138 ff.; V
incenz S

a
m

a
n

ek, Studien zur Geschichte K
önig A

dolfs. V
orarbeiten zu den Regesta im

perii V
I 2 (1292-1298), 

W
ien / Leipzig 1930, S. 47-54 

お
よ
び
拙
稿
「
エ
ノ
ー
伯
ジ
ャ
ン
二
世
と
ド
イ
ツ
国
王
裁
判
権
」、『
北
大
法
学
論
集
』
五
二
巻
五
号
（
二
〇

〇
二
年
）
一－

四
八
頁
、
二
一
頁
以
下
を
参
照
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
市
に
は
フ
ラ
ン
ス
王
権
お
よ
び
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
が
味
方
に
付
い
た
。
国

王
ア
ー
ド
ル
フ
は
同
年
九
月
に
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
市
に
対
し
て
ア
ハ
ト
を
宣
告
し
た
が
（U

R4, N
r. 14

）、
効
果
は
な
か
っ
た
。

（
49
）U

R4, N
r. 7; E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
48
）, N

r. 200.

（
50
）
彼
に
つ
い
て
は
、H

. N
elis, a. a. O

. 

（
注
６
）, S. 273. 

一
二
八
六
年
か
ら
一
三
〇
五
年
ま
で
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
彼
の
公
証
人
と
し
て
の
活
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動
が
確
認
で
き
る
。 

（
51
）U

R4, N
r. 6; E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
48
）, N

r. 199.
（
52
）U

R4, N
r. 7; E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
48
）, N

r. 200, “Q
uid autem

 super hoc feceritis, nobis vestris patentibus litteris 
rescribatis.”

（
53
）U

R4, N
r. 63; Jacob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
GH

 Const., T
. 3, H

annover/Leipzig 1904-06, (N
D

 H
annover 1980), N

r. 503. 

国
王
ア
ー

ド
ル
フ
と
オ
ッ
ト
ー
の
関
係
に
つ
い
て
は
、F. K

ern, A
nfänge 

（
注
48
）, S. 143 ff.; V

. S
a

m
en

ek, Studien 

（
注
48
）, S. 94-106. 

（
54
）
こ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、Fritz K

ern, Reichsgew
alt des deutschen K

önigs nach dem
 Interregnum

. Zeitgenössische T
heorien, 

in: H
istorische Zeitschrift 106 (1911), S. 39-95, S. 42 ff. 

ま
た
、
オ
ッ
ト
ー
側
が
特
に
こ
う
し
た
留
保
を
付
し
た
背
景
に
フ
ラ
ン
ス
王
権

と
の
縁
組
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
ド
イ
ツ
王
権
と
の
レ
ー
ン
関
係
の
解
消
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、V

. S
a

m
a

n
ek, Studien 

（
注
48
）, 

S. 101 ff. 

（
55
）U

R4, N
r. 46; T

heodor Joseph L
a

c
o

m
b

le
t, U

rkundenbuch für die Geschichte des N
iederrheins..., Bd. 2: 1201-1300, 

D
üsseldorf 1846 (N

D
 A

alen 1966), N
r. 939.

（
56
）
一
二
九
二
年
四
月
に
ア
ン
デ
ル
ナ
ッ
ハ
で
な
さ
れ
た
ア
ー
ド
ル
フ
の
ケ
ル
ン
大
司
教
の
た
め
の
約
束
。M

GH
 Const., 3, N

r. 474. 

国
王
選

挙
前
後
か
ら
一
二
九
三
年
ご
ろ
ま
で
の
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
と
ケ
ル
ン
大
司
教
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
関
係
に
つ
い
て
は
、V

. S
a

m
a

n
ek, Studien 

（
注
48
）, S. 54 ff.; Franz-Reiner E

rk
en

s, Siegfried von W
esterburg (1274-1297). D

ie Reichs- und T
erritorialpolitik eines 

K
ölner Erzbischofs im

 ausgehenden 13. Jahrhundert, Bonn 1982, S. 330 ff.

（
57
）U

R4, N
r. 15, A

rt. 17-20, N
r. 42, A

rt. 1, 5.

（
58
）U

R4, N
r. 150; T

h. J. L
a

co
m

blet, a. a. O
. 

（
注
55
）, N

r. 998.

（
59
）U

R4, N
r. 155. 

同
日
付
の
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ボ
エ
ム
ン
ト
宛
文
書
も
同
様
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
対
す
る
有
責
判
決
を
伝
え
る
。U

R4, N
r. 

156.

（
60
）U
R4, N

r. 151.

（
61
）U

R4, N
r. 161; M

GH
 Const., 4, 1, N

r. 32.

（
62
）U

R4, N
r. 181; M

GH
 Const., 4, 1, N

r. 59.
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（
63
）
国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
と
ラ
イ
ン
地
方
の
選
挙
侯
た
ち
の
対
立
の
背
景
と
経
過
に
つ
い
て
は
、A

lfred H
essel, Jahrbücher des 

D
eutschen Reichs unter K

önig A
lbrechts I. von H

absburg, Berlin 1931, S. 60-108 

を
参
照
。

（
64
）Jacob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
GH

 Const., T
. 4, P. 2, H

annover/Leipzig 1909-11, (N
D

 H
annover 1981), N

r. 1188. 

ま
た
、A

. H
essel, 

a. a. O
. 

（
注
63
）, S. 93 f.

（
65
）U

R4, N
r. 477; M

GH
 Const., 4, 1, N

r. 412.　

大
司
教
ヴ
ィ
ク
ボ
ル
ト
に
よ
る
放
棄
（
一
三
〇
二
年
一
〇
月
）
は
、U

R4, N
r. 308, A

rt. 2, 
4, 7; M

GH
 Const., 4, 1, N

r. 156, c. 1.

（
66
）U

R4, N
r. 490; M

GH
 Const., 4, 1, N

r. 420.

（
67
）U

R4, N
r. 459; Cam

ille W
a

m
pa

ch, U
rkunden- und Q

uellenbuch zur Geschichte der altluxem
burgischen T

erritorien bis 
zur burgundischen Zeit, Bd. 7, Luxem

burg 1949, N
r. 1286.

（
68
）Johannes M

ö
t

sch, D
ie Balduineen. A

ufbau, Entstehung und Inhalt der U
rkundensam

m
lung des Erzbischofs Balduin 

von T
rier, K

oblenz 1980, N
r. 365. 

な
お
、
他
に
、
一
三
〇
〇
年
三
月
に
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ンK

atzenelnbogen

伯
エ
ー
バ
ー

ハ
ル
ト
が
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

に
お
け
る
国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
の
フ
ォ
ー
ク
ト
と
し
て
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン

K
aiserslautern

の
教
会
の
た
め
に
発
行
し
た
証
書
がnotarius dom

ini regis

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
別
に
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
公
証
人
で
な
く
国
王
書
記
局
の
書
記
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。U

R4, N
r. 250; Ludw

ig B
a

u
r (H

g.), 
H

essische U
rkunden, Bd. 5: U

rkunden 1077-1499, D
arm

stadt 1873 (N
D

 A
alen 1979), N

r. 186.

（
69
）
主
に
一
五
世
紀
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
お
け
る
公
証
人
に
つ
い
て
は
、O

. A
h

lers, a. a. O
.  

（
注
６
）を
参
照
。
な
お
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
と
国

王
宮
廷
と
の
関
係
で
は
、
一
二
九
一
年
と
一
三
一
一
年
にnotarius

の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
、
市
の
訴
訟
代
理
人
と
し
て
登
場
す
る
が
、
市
の

書
記
で
あ
っ
て
公
証
人
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。Bernhard D

iest
elk

a
m

p und U
te R

ö
d

el (Bearb), D
ie Zeit Rudolfs von 

H
absburg 1273-1291, (U

R, Bd. 3), K
öln u. a. 1986, (=U

R3), N
r. 634; U

R4, N
r. 515.

（
70
）U

R5, N
r. 68.

（
71
）U
R5, N

r. 59.

（
72
）
中
世
後
期
の
国
王
裁
判
権
に
お
け
る
ア
ハ
ト
と
ア
ン
ラ
イ
テ
に
つ
い
て
は
、Friedrich  B

a
t

t
en

berg, Reichsacht und A
nleite im

 
Spätm

ittelalter. Ein Beitrag zur Geschichte der höchsten königlichen Gerichtsbarkeit im
 A

lten Reich, besonders im
 14. 
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und 15. Jahrhundert, (Q
uF, Bd. 18), K

öln-W
ien 1986 

を
参
照
。

（
73
）K

arl H
erq

u
et (Bearb.), U

rkundenbuch des ehem
als freien Reichsstadt M

ühlhausen in T
hüringen, H

alle 1874 (N
D

 Bad 
Langensalza 2009), N

r. 920. 

な
お
、
他
に
ラ
イ
ン
以
東
か
ら
の
事
例
と
し
て
、
ゾ
ル
ム
スSolm

s

伯
が
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
クA

ltenberg

修
道

院
に
対
し
て
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
権
利
を
有
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
、
一
二
九
三
年
六
月
の
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
の
証
書
が
、
は
る
か
後
代
の
一

四
九
四
年
に
、
ヴ
ェ
ツ
ラ
ー
市
の
委
託
に
よ
っ
て
、
公
証
人
証
書
の
中
に
写
さ
れ
て
い
る
。U

R4, N
r. 49. 

一
三
〇
六
年
七
月
に
国
王
ア
ル
ブ

レ
ヒ
ト
一
世
が
、
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
マ
ン
と
市
民
の
間
の
対
立
に
つ
い
て
下
し
た
裁
定
に
つ
い
て
も
、
公
証
人
に
よ
っ
て
確
認
証
書

が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
作
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
。U

R4, N
r. 369.

（
74
）U

R5, N
r. 335; K

. H
erq

u
et, a. a. O

. 

（
注
73
）, N

r. 920.

（
75
）U

R5, N
r. 330, 331; K

. H
erq

u
et, a. a. O

. 

（
注
73
）, N

r. 921, 922.

（
76
）U

R5, N
r. 334; K

. H
erq

u
et, a. a. O

. 

（
注
73
）, N

r. 923, 924.

（
77
）
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、K

laus M
ilit

zer, D
ie Geschichte des D

eutschen O
rdens, Stuttgart 

2005; Jürgen S
a

rn
o

w
sk

y, D
er D

eutsche O
rden, M

ünchen 2007 

を
参
照
。

（
78
）U

R5, N
r. 446.

（
79
）H

einrich O
t

t
o (Bearb.), Regesten der Erzbischöfe von M

ainz von 1286-1396, A
bteilung 1, Bd. 2: 1328-1353, D

arm
stadt 

1932-35 (N
D

 A
alen 1976), N

r. 4825.

（
80
）H

. O
t

t
o, a. a. O

. 

（
注
79
）, N

r. 4035, 4036.

（
81
）
こ
の
対
立
に
つ
い
て
は
、Georg U

h
l, U

ntersuchungen über die Politik Erzbischofs H
einrichs III. von M

ainz und seines K
apitels 

in den Jahren 1337-1346, in: A
rchiv für hessische Geschichte und A

ltertum
skunde N

eue Folge 15 (1926), S. 87-146, S. 133 
ff. 

ま
た
関
係
史
料
と
し
て
、
以
下
に
見
る
も
の
の
他
にU

R5, N
r. 369, 375, 376, 391, 400, 426, 447, 448, 468, 469, 470, 471, 472, 501, 

505, 506, 512, 517, 518, 521. 

（
82
）U
R5, N

r. 499; H
. O

t
t

o, a. a. O
. 

（
注
79
）, N

r. 4926. 

仲
裁
付
託
は
一
三
四
二
年
一
〇
月
に
な
さ
れ
て
い
る
。UR5, N

r. 467; H
.O

t
t

o, a. a. 
O

. 

（
注
79
）, N

r. 4896.

（
83
）U

R5, N
r. 500; H

. O
t

t
o, a. a. O

. 

（
注
79
）, N

r. 4927. 

公
証
人
コ
ン
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、Peter- Johannes S

ch
u

ler, N
otare 
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Südw
estdentschlands. Ein prosopographisches V

erzeichnis für die Zeit von 1300 bis ca 1520, 2 Bde., Stuttgart 1987, N
r. 

376. 

彼
は
一
三
三
九
年
に
も
ヴ
ェ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
公
証
人
証
書
を
発
行
し
て
い
る
。

（
84
）
ヨ
ハ
ン
に
つ
い
て
は
、Gustav B

ra
ba

n
d, D

om
dekan Johannes U

nterschopf (1325 - 1345). Studien zur Geschichte des M
ainzer 

D
om

kapitels und seiner B
eziehungen zum

 Papsttum
 und R

eich unter Ludw
ig dem

 B
ayern, in: A

rchiv für 
m

ittelrheinische K
irchengeschichte 7 (1955), S. 22 - 76, 8 (1956), S. 94 - 132.

（
85
）
ル
ー
ポ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
池
谷
文
夫
『
ド
イ
ツ
中
世
後
期
の
政
治
と
政
治
思
想　

大
空
位
時
代
か
ら
『
金
印
勅
書
』
の
制
定
ま
で
』（
二
〇

〇
〇
年 

刀
水
書
房
）
三
二
五
頁
以
下
お
よ
び
拙
稿
「
ル
ー
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
ベ
ン
ブ
ル
ク
の
帝
国
論
─
─
一
四
世
紀
中
葉
の
帝
国
と
ド

イ
ツ
人
─
─
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
三
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一－

四
五
頁
を
参
照
。

（
86
）Friedrich B

a
t

t
en

berg (Bearb.), D
ie K

önigszeit K
arls IV

. (1346 －
 1355 M

ärz),  (U
R, Bd. 6), K

öln u. a. 1990, (=U
R6), N

r. 
51; K

arl Z
eu

m
er und Richard S

a
lo

m
o

n (H
g.), M

GH
 Const., T

. 8, H
annove 1910-26, (N

D
 H

annover 1982), N
r. 704. 

公
証
人
た

ち
が
判
決
を
確
認
し
た
、
も
う
一
通
の
公
証
人
証
書
は
、U

R6, N
r. 52; M

GH
 Const., 8, N

r. 705.

（
87
）U

R6, N
r. 27, 36, 43, 44, 50; M

GH
 Const., 8, N

r. 690, 691, 699, 700, 702. 

な
お
、
カ
ー
ル
四
世
の
大
叔
父
に
あ
た
る
ト
リ
ー
ア
大
司

教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
が
、帝
国
代
理Reichsvikar

に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、帝
国
西
部
で
強
大
な
地
位
を
築
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、さ
し
あ
た
り
、

A
lfred H

a
v

erk
a

m
p, Studien zu den Beziehungen zw

ischen Erzbischof Balduin von T
rier und K

önig K
arl Ⅳ

., in: Blätter 
für deutsche Landesgeschichte

（
以
下BD

LG
と
略
す
）114 (1978), S. 463-503 

を
参
照
。

（
88
）U

R6, N
r. 174; Ch. P

io
t, Cartulaire de l’abbaye de Saint-T

rond, T
om

e 1, Bruxelles 1870, N
r. 383. 

同
日
付
の
別
の
証
書
で

カ
ー
ル
四
世
は
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
お
よ
び
シ
ン
ト
・
ト
ル
イ
デ
ン
修
道
院
と
シ
ン
ト
・
ト
ル
イ
デ
ン
市
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い
て
出
さ
れ
た

和
解
文
書
や
特
権
状
を
確
認
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
公
証
人
文
書
化
さ
れ
て
い
な
い
。U

R6, N
r. 173. 

な
お
、
一
四
世
紀
末
ま
で
の
シ

ン
ト
・
ト
ル
イ
デ
ン
市
の
発
達
に
つ
い
て
は
、J. L. C

h
a

rles, La ville de Saint-T
rond au m

oyen âge. D
es origines à la fin du 

X
IV

e siècle, Paris 1965. 

（
89
）U
R6, N

r. 607; M
GH

 Const., 11, N
r. 244.

（
90
）M

aurice M
a

n
gisch, D

e la situation et de l’organisation du N
otariat en V

alais sous le régim
e épiscopal 999-1798, Saint-

M
aurice 1913; F. W

igger,  a. a. O
. 

（
注
18
）. 
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（
91
）Friedrich B

a
t

t
en

berg (Bearb.), D
ie Zeit K

arls IV
. (1355 A

pril - 1359), (U
R, Bd. 7), K

öln u. a. 1994, (=U
R7), N

r. 434.
（
92
）Ronald N

eu
m

a
n

n (Bearb.), D
ie Zeit K

arls IV
. (1360-1364), (U

R, Bd. 8), K
öln u. a. 1996, (=U

R8), N
r. 312.

（
93
）U

R8, N
r. 313. 

な
お
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
区
に
お
け
る
公
証
人
の
初
期
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、P. P

ieiy
n

s-R
igo, a. a. O

 

（
注
10
）. 

を
参
照
。

（
94
）U

R8, N
r. 318. 

こ
の
時
期
、
皇
帝
と
司
教
の
関
係
は
、
後
述
の
ロ
ー
ン
伯
領
問
題
の
た
め
に
緊
張
し
て
い
た
。W

ilhelm
 Ja

n
ssen, K

arl Ⅳ
. 

und die Lande an N
iederrhein und U

nterm
aas, in: BD

LG 114 (1978), S. 203-241, S. 222 ff.

（
95
）U

R8, N
r. 415. 

リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
は
、
こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
、
一
三
六
三
年
八
月
に
フ
ォ
ッ
スFosse

の
参
事
会
員K

anoniker

ゲ
オ
ル
ク
・

フ
ォ
ン
・
カ
テ
ナGeorg von Cathena

を
訴
訟
代
理
人
に
任
命
し
て
い
た
。U

R8, N
r. 393. 

ま
た
、
原
告
ア
ル
ノ
ル
ト
の
方
は
、
一
三
六
三

年
一
〇
月
に
皇
帝
宮
廷
で
勝
訴
判
決
を
獲
得
し
て
い
た
。U

R8, N
r. 397, 398. 

ま
たU

R8, N
r. 402, 406 

も
参
照
。
し
か
し
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
側

は
そ
の
判
決
の
正
当
性
を
争
い
、
そ
の
結
果
皇
帝
は
両
当
事
者
に
再
び
期
日
を
設
定
し
て
い
た
。U

R8, N
r. 405.

（
96
）
例
え
ば
、F. L

u
sch

ek, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 111 ff. 

（
97
）U

R8, N
r. 338. 

ア
ル
ノ
ル
ト
に
よ
る
皇
帝
の
も
と
へ
の
訴
え
提
起
は
、U

R8, N
r. 316 (1362. 12. 23)

に
あ
る
が
、
上
述
の
ナ
ミ
ュ
ー
ル
市

の
ケ
ー
ス
と
同
じ
時
期
で
あ
る
。
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
教
会
の
教
会
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
ロ
ー
ン
伯
領
の
回
収
を
図
る
リ
ェ
ー
ジ
ュ
側
と
伯
領
の
相

続
人
か
ら
権
利
を
買
い
取
っ
た
ア
ル
ノ
ル
ト
と
の
対
立
に
つ
い
て
は
、W

. Ja
n

ssen, a. a. O
. 

（
注
94
） 

を
参
照
。

（
98
）U

R8, N
r. 453. 

こ
の
紛
争
の
関
係
史
料
と
し
て
、
更
に
、U

R8, N
r. 337, 391, 392, 397, 398.

（
99
）Ekkehart R

o
t

t
er (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. 1372-1378,  (U
R, Bd. 10), K

öln u. a. 2014, (=U
R10), N

r. 506.

（
100
）U

R10, N
r. 509. 

公
証
人
ル
ー
ド
ル
フ
に
つ
い
て
は
、P.-J. S

ch
u

ler, N
otare 

（
注
83
）, N

r. 1054. 

彼
は
一
三
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に

か
け
て
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
多
く
の
公
証
人
証
書
を
作
成
し
て
い
る
。

（
101
）U

R7, N
r. 220. 

（
102
）U

R7, N
r. 213.

（
103
）Friedrich B

a
t

t
en

berg, D
ie Gerichtsstandsprivilegien der deutschen K

aiser und K
önige bis zum

 Jahre 1451, (Q
uF, Bd. 

12), T
eilbd. 1, K

öln-W
ien 1983, N

r. 520, 538, 619; M
GH

 Const., 9, N
r. 156. 

ケ
ル
ン
市
が
カ
ー
ル
四
世
か
ら
得
た
特
権
状
に
つ
い
て

は
、A

nna-D
orothee von den B

rin
ck

en, Privilegien K
arls Ⅳ

. für die Stadt K
öln, in: BD

LG114 (1978), S. 243-264. 

フ
ァ
ル
ケ
ン

ベ
ル
ク
公
の
証
書
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 256.
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（
104
）Ronald N

eu
m

a
n

n und Ekkehart R
o

t
t

er (Bearb.), D
ie Zeit K

arls IV
. 1365-1371,  (U

R, Bd. 9), K
öln u. a. 2003, (=U

R9), N
r. 

222.
（
105
）U

R10, N
r. 241; Leonard E

n
n

en (H
g.), Q

uellen zur Geschichte der Stadt K
öln, Bd. 5, K

öln 1875 (N
D

 A
alen 1970), N

r. 89. 
こ
の
と
き
の
大
司
教
と
ケ
ル
ン
市
の
対
立
に
つ
い
て
は
、W

. Ja
n

ssen, a. a. O
. 

（
注
94
）, S. 233 ff.

（
106
）U

R10, N
r. 251. 

た
だ
し
、
要
録
で
見
る
限
り
こ
の
復
命
書
は
印
章
つ
き
証
書
と
し
て
発
行
さ
れ
て
お
り
、U

R10, N
r. 241

に
あ
る
公
証
人

文
書
へ
の
挿
入
と
い
う
注
記
の
意
味
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
107
）U

R7, N
r. 285; E. E. S

t
en

gel (H
g.), a. a. O

. 

（
注
24
）, N

r. 999.

（
108
）U

R7, N
r. 268, 276, 279; E.E. S

t
en

gel, a. a. O
. 

（
注
24
）, N

r. 993, 995, 997. 

参
事
会
自
身
が
発
行
し
た
同
内
容
の
文
書
と
皇
帝
代
官
に

よ
る
承
認
は
、U

R7, N
r. 283, 284; E.E. S

t
en

gel, a. a. O
. 

（
注
24
）, N

r. 998.

（
109
）U

R7, N
r. 495. 

カ
ー
ル
四
世
は
既
に
一
三
五
四
年
一
月
に
同
様
の
定
め
を
発
し
て
い
た
。U

R6, N
r. 490. 

な
お
、U

R6, N
r. 465

も
参
照
。

こ
れ
ら
の
カ
ー
ル
四
世
の
特
権
状
と
教
会
保
護
政
策
に
関
し
て
は
、W

olfgang H
ö

lsch
er, K

irchenschutz als H
errschaftsinstrum

ent. 
Personelle und funktionelle A

spekte der Bistum
spolitik K

arls IV
, W

arendorf 1985 

を
参
照
。
特
権
状
の
テ
ク
ス
ト
も
そ
こ
に
公

刊
さ
れ
て
い
る
（
一
三
五
四
年
の
特
権
状
は
、S. 186 f. 

に
、
一
三
五
九
年
の
そ
れ
はS. 188-191

に
あ
る
）。
ま
た
、Peter Jo

h
a

n
ek, D

ie 
„K

arolina de ecclesiastica libertate.

“ Zur W
irkungsgeschichte eines spätm

ittelalterlichen Gesetzes, in: BD
LG114 (1978), S. 

797-831 

も
参
照
。

（
110
）U

R9, N
r. 185. 

（
111
）U

R9, N
r. 186. 

カ
ー
ル
四
世
と
聖
ア
ル
バ
ン
修
道
院
の
関
係
と
皇
帝
に
よ
る
同
修
道
院
保
護
に
つ
い
て
は
、Reinhard S

ch
m

id, D
ie A

btei 
St. A

lban vor M
ainz im

 hohen und späten M
ittelalter, M

ainz 1996, S. 186-191. 

特
に
こ
の
件
に
関
し
て
はEbenda, S. 190.

（
112
）U

R8, N
r. 441.　

そ
の
際
、
別
の
公
証
人
、
リ
ェ
ー
ジ
ュ
司
教
区
の
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
ル
ッ
ベ
ル
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ
ル
ヴ
ィ
イ
ク

Gerhard Lubberti von H
arderw

ijk

と
テ
ィ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ク
レ
ー
フ
ェT

ilm
an von K

leve

も
同
席
し
て
い
た
。
一
三
六
〇
年
代

の
ト
リ
ー
ア
大
司
教
と
ト
リ
ー
ア
市
の
激
し
い
対
立
に
つ
い
て
は
、Friedhelm

 B
u

rga
rd, A

useinandersetzungen zw
ischen 

Stadtgem
einde und Erzbischof (1307-1500), in: H

ans H
ubert A

n
t

o
n, A

lfred H
a

v
erk

a
m

p (H
g.), T

rier im
 M

ittelalter, (2000 
Jahre T

rier, Bd. 2), S. 295-398, S. 302-305 

を
参
照
。
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（
113
）U

R8, N
r. 438, 440; Friedrich R

u
do


lph (H

g.), Q
uellen zur Rechts- und W

irtschaftsgeschichte der rheinischen Städte, 
K

urtrierische Städte, I: T
rier, Bonn 1915, N

r. 68 

（
一
部
）, 69. 

文
書
は
い
わ
ゆ
る
項
目
訴
訟
的
に
書
か
れ
て
い
る
。 

（
114
）U

R8, N
r. 439. 

（
115
）U

R8, N
r. 448.

（
116
）U

R8, N
r. 452. 

や
は
り
他
の
二
人
の
公
証
人
ゲ
ア
ハ
ル
ト
と
テ
ィ
ル
マ
ン
が
同
席
し
、
両
当
事
者
の
代
表
も
出
席
し
た
。

（
117
）U

R8, N
r. 458, A

nm
.

（
118
）U

R8, N
r. 489. 

（
119
）U

R8, N
r. 463.

（
120
）U

R9, N
r. 28. 

文
書
中
に
は
上
述
の
大
司
教
の
市
へ
の
手
紙
（U

R9, N
r. 9

）
お
よ
び
上
記
の
皇
帝
の
判
決
（U

R8, N
r. 489

）
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
紛
争
を
い
ち
お
う
終
わ
ら
せ
た
、
一
三
六
五
年
六
月
お
よ
び
一
三
六
七
年
一
〇
月
の
両
者
の
和
解
は
、
皇
帝
判
決
よ
り

は
市
側
に
有
利
な
内
容
で
あ
っ
た
。F. R

u
do


lph, a. a. O

. 

（
注
113
）, N

r. 75-77.

（
120a
）U

R7, N
r. 296. 

こ
の
文
書
は
、
一
三
五
七
年
一
〇
月
の
カ
ー
ル
四
世
か
ら
ラ
イ
ト
ミ
シ
ュ
ル
司
教
へ
の
決
定
権
限
委
任
状
（U

R7, N
r. 

300

）
お
よ
び
一
三
五
八
年
一
月
の
訴
訟
代
理
人
任
命
を
知
ら
せ
る
市
か
ら
皇
帝
へ
の
証
書
（U

R7, N
r. 316

）
な
ど
と
と
も
に
一
三
六
〇
年
四

月
に
公
証
人
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
ア
シ
ャ
ッ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
教
会
の
聖
歌
隊
長K

antor

）
が
作
成
し
た
公
証
人
証
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
121
）U

R7, N
r. 363.　

判
決
（U

R7, N
r. 350

）
が
公
証
人
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
一
三
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
騎

士
修
道
会
と
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、W

. W
in

t
ru

ff, D
ie Reichsstadt M

ühlhausen i. T
hür. im

 K
am

pfe 
m

it dem
 D

eutschen O
rden w

ährend der Jahre 1357-1362, in: M
ühlhäuser Geschichtsblätter 14 (1913/14), S. 53-133; 

Bernhard D
iest

elk
a

m
p, Rechtsgutachten in Prozessen vor dem

 H
ofgericht des K

önigs im
 14. Jahrhundert, in: Bernd-

Rüdiger K
ern u. a. (H

g.), H
um

aniora, M
edizin, Recht, Geschichte. Festschrift für A

dolf L
a

u
fs zum

 70. Geburtstag, Berlin-
H

eidelberg 2006, S. 73-83.

（
122
）U
R7, N

r. 350.

（
123
）U

R7, N
r. 357.

（
124
）U

R7, N
r. 364.　

皇
帝
の
確
認
（U

R7, N
r. 357

）
と
司
教
の
判
決
（U

R7, N
r. 350

）
が
と
も
に
公
証
人
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
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（
125
）U

R7, N
r. 325.

（
126
）U

R7, N
r. 351.

（
127
）U

R7, N
r. 365.　

や
は
り
判
決
と
確
認
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

（
128
）U

R7, N
r. 326.

（
129
）U

R7, N
r. 350, 351, 357.

（
130
）U

R7, N
r. 366.

（
131
）U

R7, N
r. 405.

（
132
）U

R7, N
r. 417. 

ま
たU

R7, N
r. 418

も
参
照
。

（
133
）U

R7, N
r. 370.

（
134
）U

R7, N
r. 371.　

も
っ
と
も
、
こ
の
二
通
の
証
書
に
は
偽
造
の
疑
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。U

R7, N
r. 370, A

nm
. 

（
135
）U

R7, N
r. 9; M

GH
 Const., 11, N

r. 458. 

ま
た
皇
帝
は
一
三
五
五
年
一
一
月
に
も
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
に
対
し
て
、
修
道
院
に
対
す
る
圧

迫
を
や
め
、
修
道
院
を
保
護
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。U

R7, N
r. 38; M

GH
 Const., 11, N

r. 565. 

な
お
、U

R7, N
r. 42 

も
参
照
。
な
お
、
中

世
後
期
の
コ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
に
つ
い
て
は
、Rainer Joo


ss, K

loster K
om

burg im
 M

ittelalter. Studien zur V
erfassungs-, Besitz- 

und Sozialgeschichte einer fränkischen Benediktinerabtei, Sigm
aringen 1987, S. 41-71 

を
参
照
。 

（
136
）U

R7, N
r. 369. 

（
137
）
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ル
と
リ
ン
プ
ル
ク
に
対
す
る
命
令
は
、
一
三
五
九
年
四
月
に
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。U

R7, N
r. 450, 451.　

な
お
、U

R7, N
r. 411 

も
参
照
。

（
138
）U

R9, N
r. 420; H

einrich B
u

t
t

e, Stift und Stadt H
ersfeld im

 14. Jahrhundert m
it einem

 A
nhang: D

ie Stadt H
ersfeld bis 

zum
 Beginn des 15. Jahrhunderts, und 14 U

rkundenbeilagen, (D
iss. phil., M

arburg), M
arburg 1911, S. 147 ff., (Beilage, N

r. 
8). 

院
長
ベ
ル
ト
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ェ
ル
カ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ンBerthold von V

ölkershausen

の
も
と
で
の
一
三
七
〇－

八
〇
年
代
に
お
け
る

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
と
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
市
の
衝
突
に
つ
い
て
は
、H

. B
u

t
t

e, a. a. O
., S. 43-84 

を
参
照
。
こ
の
公
証
人
証
書
作
成
の

前
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
特
に
、Ebenda, S. 48-52. 

院
長
ベ
ル
ト
ル
ト
が
行
っ
た
仲
裁
交
渉
の
結
果
は
、
修
道
院
総
会
を
満
足
さ
せ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
市
の
発
展
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 93-135

を
見
よ
。
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（
139
）U

R9, N
r. 393, 394. 

（
140
）U

R9, N
r. 395.

（
141
）U

R9, N
r. 413. 

（
142
）U

R10, N
r. 460; E. W

in
k

elm
a

n
n,  a. a. O

. 

（
注
48
）, N

r. 959.

（
143
）U

R7, N
r. 356.

（
144
）
前
述
の
よ
う
に
、
既
に
一
三
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
は
公
証
人
が
出
現
し
て
い
た
。
中
世
後
期
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
公

証
人
と
公
証
人
証
書
に
つ
い
て
は
、L. G

erber, a. a. O
. 

（
注
６
） 

を
参
照
。

（
145
）U

R8, N
r. 16; D

aniel S
ch

n
eid

er (Bearb.), V
ollständige H

ochgräflich Erbachische Stam
m

tafel nebst deren Erklär- und 
Bew

ährungen oder H
ochgräflich Erbachische H

istorie, Frankfurt a. M
. 1736, U

rkundenanhang, S. 84, N
r. 32.

（
146
）
中
世
後
期
の
公
証
人
文
書
に
印
章
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
（
つ
ま
り
、そ
の
よ
う
な
形
で
伝
統
的
な
印
章
付
き
証
書
と
新
し
く
入
っ

て
き
た
公
証
人
文
書
と
の
混
合
が
見
ら
れ
た
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
例
え
ばP.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 210 ff. 

を
参
照
。

（
147
）U

R8, N
r. 163, 189, 191, 192, 286 

を
参
照
。

（
148
）U

R8, N
r. 230, 231. 

た
だ
し
こ
れ
ら
は
草
稿K

onzept

と
し
て
伝
存
し
て
い
る
。
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
証
人
の
文
書
作
成
手
続
に

お
け
る
草
稿
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、F. L

u
sch

ek, a. a. O
. 

（
注
６
）, S. 50 f.; P.-J. S

ch
u

ler, Geschichte 

（
注
２
）, S. 223 ff. 

な
お
、
皇
帝

の
ゴ
ス
ラ
ー
市
に
対
す
る
裁
判
権
委
任
は
、U

R8, N
r. 229.

（
149
）U

R8, N
r. 230.

（
150
）U

R8, N
r. 236. 

こ
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
他
にU

R8, N
r. 87, 132, 139-142, 144, 151, 155-161, 175, 204-208 

も
参
照
。

（
151
）U

R8, N
r. 373.

（
152
）U

R7, N
r. 161; U

R8, N
r. 336, 341, 362, 364, 368, 371, 372. 

こ
の
う
ちU

R8, N
r. 364

は
、
そ
れ
自
体
、
ケ
ル
ン
（
大
）
司
教
区
の
聖
職

者
で
公
証
人
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ク
ニ
イ
プW

ilhelm
 K

nyp

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
公
証
人
証
書
で
、
裁
判
期
日
の
延
期
（U

R8, N
r. 

362

）
の
後
を
受
け
て
、
新
た
な
期
日
へ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
側
の
召
喚
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
証
書
は
、
別
の
公
証
人
ラ
イ
ナ
ー
・
ヘ
ル
マ
ン
ニ
・

フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ブ
ル
クReiner H

erm
anni von W

ittenburg

（
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
司
教
区
の
聖
職
者
）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
、
公
証
人

ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
後
、U

R8, N
r. 373

の
証
書
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
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（
153
）U

R8, N
r. 374.

（
154
）U

R8, N
r. 370, 375, 381. 

こ
の
う
ち
、U

R8, N
r. 370 

は
、
そ
れ
自
体
公
証
人
ゴ
ツ
ヴ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
デ
ル
ンGotzw

in von 
Geldern

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
公
証
人
証
書
で
、
両
当
事
者
が
和
解
交
渉
に
合
意
し
た
こ
と
、
和
解
が
成
立
し
な
い
場
合
の
た
め
に
公
ア
ル
ブ

レ
ヒ
ト
が
期
日
を
指
定
し
た
こ
と
、
を
記
す
。

（
155
）U

R8, N
r. 380. 

（
156
）U

R9, N
r. 436, 463. N

r. 436

（1371.10.13

）は
、ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
側
に
対
し
て
上
級
ア
ハ
ト
を
宣
告
す
る
皇
帝
証
書
で
あ
る
が
、

ザ
ク
セ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
公
へ
の
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
領
授
封
に
反
す
る
契
約
・
約
束
な
ど
を
無
効
と
し
、
ま
た
ア
ハ
ト
の
効
果
と
し

て
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
側
の
た
め
の
同
盟
・
特
権
な
ど
を
失
効
さ
せ
て
い
る
。N

r. 463

（1371.11.11

）
の
皇
帝
証
書
も
ま
た
、
ブ
ラ
ウ

ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
側
に
有
利
な
誓
約
や
同
盟
を
無
効
と
宣
言
し
て
い
る
。N

r. 436

か
ら
は
ザ
ク
セ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
公
と
フ
ェ
ル
デ

ン
司
教
の
求
め
に
よ
っ
て
公
証
人
証
書
が
作
ら
れ
、
ま
たN

r. 436

とN
r. 463

は
、
別
に
フ
ェ
ル
デ
ン
司
教
区
の
公
証
人
に
よ
っ
て
一
通
の
公

証
人
証
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
領
を
め
ぐ
る
対
立
に
つ
い
て
は
、Ernst S

ch
u

bert, (H
g.), Geschichte 

N
iedersachsens. Bd. 2, T

. 1: Politik, V
erfassung, W

irtschaft vom
 9. bis zum

 ausgehenden 15. Jahrhundert, H
annover 1997, 

S. 755-782 

を
参
照
。

（
157
）U

R10, N
r. 189; M

ax F
o

lt
z (Bearb.), U

rkundenbuch der Stadt Friedberg, Bd. 1, M
arburg 1904, N

r. 579. 

こ
の
件
に
つ
い
て

は
、Bernhard D

iest
elk

a
m

p, D
as K

önigliche H
ofgericht unter K

arl Ⅳ
. : W

enzel und Ruprecht und die V
em

e, in: M
arcel 

S
e

n
n und Claudio S

o
liv

a (H
g.), Rechtsgeschichte &

 Interdisziplinarität. Festschrift für Clausdieter S
c

h
o

t
t zum

 65. 
Geburtstag, Bern u. a. 2001, S. 3-14, S. 7 f.

フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
市
が
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
城
の
ブ
ル
ク
マ
ン
と
の
長
年
の
紛
争
に
お
い
て
、

皇
帝
が
関
与
し
た
仲
裁
判
決
な
ど
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
城
対
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
市
─
─
中
世
後
期
ド

イ
ツ
の
継
続
的
紛
争
─
─
（
一
）（
二
・
完
）」『
北
大
法
学
論
集
』
六
二
巻
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一－

三
三
頁
、六
二
巻
六
号
（
二
〇
一
二
年
）

一
〇
三－

一
四
六
頁
を
参
照
。

（
158
）U
R10, N

r. 248; E. W
in

k
elm

a
n

n, a. a. O
. 

（
注
48
）, N

r. 947. 

ラ
イ
ン
宮
中
伯
へ
の
譲
渡
は
一
三
七
五
年
二
月
に
行
わ
れ
て
い
た
。U

R10, 
N

r. 228. 

同
じ
時
期
に
カ
ー
ル
四
世
が
、
息
子
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
国
王
選
出
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
国
王
領
の
質
入
な
ど
で

多
く
の
利
益
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、H

ubert R
ö

h
ren

beck, K
arl Ⅳ

. und die Pfalzgrafen bei Rhein, in: 



論　　　説

北法65（5・58）1184

BD
LG114 (1978), S. 613-643, S. 639 f. 

を
参
照
。

（
159
）U

R10, N
r. 249; E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
48
）, N

r. 948.
（
160
）U

R10, N
r. 255; E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
48
）, N

r. 949.

（
161
）U

R10, N
r. 439. 

国
王
領
の
管
理
に
あ
た
る
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
と
下
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
諸
都
市
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、H

ans-Georg 
H

o
fa

ck
er, D

ie schw
äbischen Reichslandvogteien im

 späten M
ittelalter, Stuttgart 1980, S. 268-276, S. 283 

を
参
照
。

（
162
）
本
文
で
挙
げ
た
事
例
の
他
に
、
一
三
六
一
年
四
月
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ド
ー
ジ
ェ
が
バ
ー
ゼ
ル
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
ミ
ュ
ン
ヒ

Burkhard M
uench

と
の
対
立
に
つ
い
て
公
証
人
文
書
を
作
ら
せ
て
い
る
。U

R8, N
r. 164. 

ま
た
、
一
三
五
六
年
一
月
七
日
付
の
、
ラ
イ
ン

宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
に
、
国
王
選
挙
権
と
選
挙
侯
と
し
て
の
地
位
を
承
認
し
た
い
く
つ
か
の
文
書
が
、
一
三
七
九
年
一
〇
月
の
、
公
証

人
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
枢
機
卿
ピ
レ
ウ
スPileus

の
証
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。U

R7, N
r. 96, 102, 104, 106. 

ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
デ
ィ
ー
ト

リ
ヒ
の
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
伯
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
に
対
す
る
訴
え
が
、
皇
帝
宮
廷
か
ら
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
へ
移
管
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
記
す
宮
中
伯
の
証
書
が
、
一
三
六
三
年
五
月
の
公
証
人
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。U

R8, N
r. 367. 

他
に
、
公
証
人
証
書
の
利
用
が

考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、UR8, N
r. 396 A

nm
.

（
一
三
六
三
年
ご
ろ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
と
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
総
大
司
教
の
対
立
）。
ま
た
、

一
五
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
公
証
人
証
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
、U

R9, N
r. 78, 218, 333, 457 

が
あ
る
。

（
163
）U

te R
ö

d
el (Bearb.), D

ie Zeit W
enzels 1393 - 1396,  (U

R, Bd. 13), K
öln u. a. 2001, (=U

R13), N
r. 203; Johannes F

rit
z 

(Bearb.), U
rkundenbuch der Stadt Straßburg, Bd. 6: Politische U

rkunden von 1381-1400, Straßburg 1899, N
r. 916. 

シ
ュ
ト

ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
国
王
宮
廷
に
召
喚
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
安
全
通
行
権
の
付
与
を
求
め
て
い
た
。U

R13, N
r. 182. 

ま
た
、U

R13, N
r. 207

も
参
照
。
な
お
、
公
証
人
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、P.-J. S

ch
u

ler, N
otare 

（
注
83
）, N

r. 1478. 

彼
は
一

三
九
〇
年
代
か
ら
一
四
一
〇
年
代
に
か
け
て
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
何
通
か
の
公
証
人
証
書
を
発
行
し
て
い
る
。
公
証
人
ヴ
ェ
ル
ン
ヘ
ル
に

つ
い
て
は
、Ebenda, N

r. 1268. 

彼
は
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
書
記
で
も
あ
り
、
市
の
任
務
を
帯
び
て
し
ば
し
ば
各
地
へ
使
節
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
た
。

（
164
）U
te R

ö
d

el (Bearb.), D
ie Zeit W

enzels 1397 - 1400,  (U
R, Bd. 14), K

öln u. a. 2004, (=U
R14), N

r. 40.　

国
王
宮
廷
裁
判
所
へ
の

召
喚
状
（U

R14, N
r. 24

）
は
同
年
四
月
に
プ
ラ
ハ
で
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
召
喚
状
は
公
証
人
証
書
に
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
召
喚

手
続
の
翌
日
に
、
市
は
こ
の
訴
訟
の
た
め
の
訴
訟
代
理
人
を
任
命
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
を
付
与
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
公
証
人
証
書
化
さ
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れ
て
い
な
い
。U

R14, N
r. 41.

（
165
）U

R14, N
r. 269. 

再
度
の
召
喚
は
、
一
三
九
七
年
一
〇
月
に
な
さ
れ
て
い
る
。U

R14, N
r. 83.　

デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
市
の
一
件
に
つ
い
て
は
、

他
にU

R14, N
r. 272, 282, 283, 284 

も
参
照
。
な
お
、
デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
を
含
む
ユ
ト
レ
ヒ
ト
司
教
区
に
お
け
る
公
証
人
の
初
期
の
歴
史
に
つ

い
て
は
、F. K

et
n

er, a. a. O
 

（
注
10
）. 

を
参
照
。

（
166
）Ekkehart R

o
t

t
er (Bearb.), D

ie Zeit W
enzels 1376 - 1387,  (U

R, Bd. 11), K
öln u. a. 2001, (=U

R11

）, N
r. 399; Johann Suibert 

S
e

ib
e

r
t

z (B
earb.), U

rkundenbuch zur Landes- und R
echtsgeschichte des H

erzogtum
s W

estfalen, B
d. 2: 1300-1400, 

A
rnsberg 1843, N

r. 876.

（
167
）U

R13, N
r. 13; Leonard E

n
n

en, Q
uellen zur Geschichte der Stadt K

öln, Bd. 6, K
öln 1879 (N

D
 A

alen 1970), N
r. 241. 

ケ
ル
ン

市
と
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
宮
廷
が
密
接
な
連
絡
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、Paul-Joachim

 H
ein

ig, Reichsstädte, Freie Städte und 
K

önigtum
 1389-1450. Ein Beitrag zur deutschen V

erfassungsgeschichte, W
iesbaden 1983, S. 251 f. 

を
見
よ
。ケ
ル
ン
市
が
ヴ
ェ

ン
ツ
ェ
ル
か
ら
得
た
特
権
状
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 277, 304 ff.

（
168
）
こ
の
間
の
経
過
に
つ
い
て
は
、U

R13, N
r. 13, A

nm
. 

の
記
述
を
参
照
。
ま
た
一
三
九
六
年
前
後
の
ケ
ル
ン
市
内
の
複
雑
な
政
権
争
い
に
つ

い
て
は
、H

ugo S
t

eh
k

ä
m

per, Gem
einde in K

öln im
 M

ittelalter, in: Johannes H
elm

ra
t

h und H
eribert M

ü
ller (H

g.), Studien 
zum

 15. Jahrhundert. Festschrift für Erich M
eu

t
h

en, Bd. 2, M
ünchen 1994, S. 1025-1100, S. 1051 ff. 

を
参
照
。

（
169
）U

R14, N
r. 357. 

一
二
月
二
二
日
付
で
同
内
容
の
宮
廷
裁
判
官
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
クM

ünsterberg

公
ボ
ル
コ 

Bolko

の
証
書
も
同
じ
公
証
人
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
。U

R14, N
r. 358. 

宮
廷
裁
判
所
へ
の
召
喚
は
一
三
九
八
年
一
月
に
行
わ
れ
て
い
た
。

U
R14, N

r. 138. 

こ
の
紛
争
に
関
し
て
は
、
更
に
、U

R14, N
r. 119, 128, 164, 165, 179, 190, 191, 202-207, 292, 320, 336, 343, 345, 346, 

383 

も
参
照
。

（
170
）Ekkehart R

o
t

t
er (Bearb.), D

ie Zeit W
enzels 1388 - 1392,  (U

R, Bd. 12), K
öln u. a. 2008, (=U

R12), N
r. 51.

（
171
）U

R
13, N

r. 135; Johann F
riedrich B

o
e

h
m

e
r (H

g.), C
odex diplom

aticus M
oenofrancofurtanus. U

rkundenbuch der 
Reichsstadt Frankfurt, T

. 1, Frankfurt am
 M

ain 1836, S. 769 f. 
国
王
は
既
に
一
三
九
〇
年
六
月
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
対
し
て
、

税
徴
収
は
認
め
る
が
聖
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
教
会
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
よ
う
命
令
し
て
い
た
。U

R12, N
r. 232. 

中
世
後
期
の
聖
バ
ル
ト
ロ
メ

ウ
ス
教
会
に
つ
い
て
は
、Günter R

a
u

ch, Pröpste, Propstei und Stift Bartholom
äus in Frankfurt. 9. Jahrhundert bis 1802, 



論　　　説

北法65（5・60）1186

Frankfurt am
 M

ain 1975, S. 39-102 

を
、
皇
帝
・
国
王
に
よ
る
特
権
確
認
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 223-228 

特
にS. 227 

を
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
市
と
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 247 f. 

を
参
照
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
が
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
か
ら
得
た
数
多
く

の
特
権
に
つ
い
て
は
、P.-J. H

ein
ig, a. a. O

. 

（
注
167
）, S. 271 ff.

（
172
）U

R12, N
r. 49, 52, 74, 136.

（
173
）U

R13, N
r. 117.

（
174
）U

R12, N
r. 66; Georg B

od


e und U
. H

ö
lsc

h
e

r (Bearb.), U
rkundenbuch der Stadt Goslar und der in und bei Goslar 

belegenen geistlichen Stiftungen, Bd. 5, Berlin 1922, N
r. 717.

（
175
）U

R12, N
r. 69; G. B

od


e u. U
. H

ö
lsch

er, a. a. O
. 

（
注
174
）, N

r. 718..

（
176
）U

R13, N
r. 201. 

一
三
九
五
年
一
一
月
に
も
ハ
ン
ス
・
ベ
テ
ィ
コ
に
よ
っ
て
同
様
の
証
書
が
出
さ
れ
、
や
は
り
一
四
〇
八
年
の
同
じ
公
証
人

証
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。U

R13, N
r. 273.

（
177
）U

R14, N
r. 413.

（
178
）U

R14, N
r. 131; Julius W

eizsä
ck

er (H
g.), D

eutsche Reichstagsakten unter K
önig W

enzel, A
bt. 3: 1397-1400, (D

eutsche 
Reichstagsakten, Bd. 3), M

ünchen 1877, N
r. 20. 

こ
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
他
にU

R14, N
r. 150, 231, 232 

も
参
照
。

（
179
）U

R14, N
r. 142. 

他
に
、
一
五
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
公
証
人
に
よ
っ
て
写
し
が
作
ら
れ
て
い
る
事
例
と
し
てU

R14, N
r. 25.

（
180
）P.-J. S

ch
u

ler, N
otare 

（
注
83
）.
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Königsgerichtsbarkeit und öffentliche Notare im 
deutschen Spätmittelalter

Masaki Taguchi＊

Der vorliegende Aufsatz behandelt die Verhältnisse zwischen der deutschen 

Königsgerichtsbarkeit und der öffentlichen Notare vom Ende des 13. 

Jahrhunderts bis 1400. Nachdem die Grundzüge der Entwicklung des 

öffentlichen Notariats im deutschen Spätmittelalter dargestellt werden, sind 

die einschlägigen Quellen vorgestellt und analysiert. Sie stammen meistens 

aus der Zeit Karls IV. und neigen sich unter seinem Sohn Wenzel geringer. 

Es war nicht der Herrscherhof selber, sondern die Parteien, die die 

öffentlichen Notare Instrumente schreiben ließen. Unter den Benutzern der 

Notare waren die Geistlichen überwiegend, aber die Städte und Bürger 

waren ebenfalls öfter zu finden, während der Adel eher selten auftauchte. 

Viele Quellenbelege kamen aus den Westgrenzen und dem Westen des 

Reiches, aber die Zeugnisse verbreiteten sich vor allem unter Karl IV. 

langsam nach Osten des Rheins. Es ist auffallend, dass die Notare oft in 

besonderer Situation eingesetzt wurden. Man wollte z. B. spezielle Vorbehalte 

schriftlich feststellen. Die Notare wurden aber vor allem dann herbeigerufen, 

wenn man die vorangehenden Urkunden oder Maßnahmen verändern, 

begrenzen oder außer Kraft setzen wollte. In diesem Sinne wurde die 
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Wirkung der Notariatsinstrumente erwartet und gesucht. 




